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　　　Prologue　『Elletearイリーテイア』







　魔ま女じよの楽園──

　ネビュリス王宮「女王の間」。

　清せい澄ちような光が、窓のレースから透すけて大広間を照らしだす。

　みずみずしい観葉植物と日ひ射ざし。そして葡萄酒色ワインカラーの絨じゆう毯たんに彩いろどられた空間は、「魔女」という蔑べつ称しようの禍まが々まがしさを否定するのに十分すぎるほど清らかで、美しい。

「イリーティア、二つほど訊ききたいことがあります」

「何なりと」

　階段の踊おどり場に立っているのは、女王ネビュリス８世。

　そんな女王を見上げる娘むすめ──長女イリーティアが広間の階下でにこやかに頷うなずいてみせる。だがその微び笑しようは、女王の一言で凍こおりついた。

「シスベルの行き先を漏もらしたのは、あなたですか？」

「────」

　さながら人形のように。

　イリーティア・ルゥ・ネビュリス９世が、その場で押し黙だまって動かなくなる。

　大きく波打つ髪かみは、世にも美しい金を帯びた翡翠色エメラルド。

　次女アリスよりも高い長身に、アリス以上に豊かに成熟した胸の双そう丘きゆうが、まとう王衣ドレスの胸むな元もとから逆らいがたい色いろ香かを滲にじませている。

　これほどまでに美び麗れいな娘が、無言で立ちつくすなか──

「もう一つ」

　見下ろす女王ミラベア・ルゥ・ネビュリス８世は無言。階下に立つ娘をいつになく冷たいまなざしで見下ろして。

「あなたは本物のイリーティアですか」

　静せい寂じやくの大広間。

　女王の声が冷たくこだまして、やがて静まりかえったその後に。

　第一王女イリーテイアの嬌きよう笑しようが、響ひびきわたった。

「っ、ははっ！　あはははははっっっっ！」

「どうしましたかイリーティア」

「な、な……なにを仰おつしやるかと思えば！　女王陛下、そんなマジメなお顔で、愉ゆ快かいなことを仰らないでくださいませ」

　己おのれの腹部に手をあてて可お笑かしそうに笑い続ける。

　対する女王は、ただ淡たん々たんと。

「シスベルには独立国家アルサミラへの出張を命じていました。あの国と帝てい国こくが秘密裏りに繫つながっている恐おそれがあったからです。これは女王わたしからのごくごく私的な依い頼らいとして命じたものでした」

　第三王女シスベルの任務。

　これを知っているのは、女王から直々に伝えられた数名だけだ。

「ですが、なぜか翌日にはゾア家が知っていた。仮か面めん卿きようがシスベルを追うように独立国家アルサミラへ向かったそうですね」

「…………」

「誰だれかが情報を漏らしたのです。しかし私の側近とアリスは、常に私の目の届くところにいました。そうでなかったのは一人だけ」

　状じよう況きようが、第一王女イリーテイアこそ「裏切り者」だと告げている。

　女王からシスベルの行き先を聞かされて、かつ、その後十数時間、女王の目を離はなれていた人物は一人しかいないのだから。

「始祖の末まつ裔えいたるルゥ家われわれとゾア家は、もう五十年以上も前から難しい関係にあります」

「女王聖別儀礼コンクラーヴエですね」

「私の長女イリーティアは、血脈の悩なやみも十分に理解している。あの子シスベルの行き先をゾア家に告げるわけがない」

　無言の第一王女イリーテイアへ。

「ゆえに訊たずねます。あなたは本物のイリーティアですか」

　踊り場から、絨毯の敷しかれた広間へ。

　女王のまなざしが、愛まな娘むすめであるはずの王女に突つきささる。

「…………」

「答えられませんか」

「……っふ、あは、いけませんわ！　そんな、そんな目で見つめないでください女王陛下。堪こらえきれませんっ」

　二度目の嬌笑。

　それは一度目よりもはるかに大きく、女王の間に響きわたった。

「あははは、も、もう私ってば……もうダメっ。何を仰るかと思えば女王陛下──」

　豊満な胸が王衣ドレスの胸元からこぼれそうになるほど。

　イリーティアは、笑いを堪えきれず肩かたを大きくふるわせていた。




「それは私が訊く側ですわ。女王の偽にせ者ものさん？」




　ぞわり、と。

　空気が変わった。女王の間に満ちる空気が。

「こうみえて私、遊戯ゲームが大好きなの。人を騙だますのも自分が騙されるのも大好き。もっとも、後者はほとんどないから、このゾクゾクする感覚はとても新しん鮮せんだったわ」

「…………」

　女王は無言。

　それもまた一つの答え。そう察したイリーティアが足を踏ふみだした。

　コツッ、コツッ。

　小気味よい靴くつ音おとを響かせて、イリーティアは目の前の階段を上っていった。女王の立つ踊り場まで。

「ああ、笑いすぎてまだお腹なかが痛い。ねえ、あなたは誰かしら偽者さん？」

　女王ミラベア・ルゥ・ネビュリス８世の目の前へ。

　目線の高さはほぼ同じ。

「とてもいい再現っぷり。私以外の……そうね、第二王女アリスや第シ三ス王ベ女ルならあと二分くらい気づけずに騙せていたかも。でも残念、私が長女なのだから」

　その二分の差。

　僅わずかなようで、とてつもなく大きな隔へだたり。それが自分と「その他」を分かつ差であると、第一王女イリーテイアは謳うたい上げたのだ。

「だから、もう十分でしょう？」

「…………」

　ぱっと花火が弾はじけた。

　女王の姿が、糸がほどけていくように消えていく。イリーティアが微笑で見守るなか、そこに現れたのは幼い少女だった。

　黒髪を肩で切りそろえた小こ柄がらな少女。あどけない顔だちが、今の今まで女王に化けていたとは思えないほど弱々しく怖おじ気けづいている。

「し、失礼しましたっ！　ど、どうかお許しを！」

「あら可愛かわいい子。うーん……？　そうね。素す直なおに謝ってきたから許してあげようかしら。可愛い子を𠮟しかるのは苦手だし」

　十三、四歳であろう少女の頭を撫なでてやる。

　イリーティアの和なごやかな仕草に、怯おびえていた少女がほっと息をついた。

「あなたは新顔さん？　私が他国をたずねている間に、王宮住まいに？」

「は、はい……！」

　黒髪の少女が勢いよく首しゆ肯こう。その首筋に、星せい霊れい使いの証あかしである星せい紋もんがうっすらと灰色の光を放っている。

　灰色の星紋。分身を創つくりだす「影かげ」の星霊の亜あ種しゆだろう。

「お城の生活には慣れて？」

「……は、はい」

　イリーティアに見つめられ、惚ほうけたように少女が息を吞のんだ。

　少女の目の高さが、ちょうどイリーティアの胸の谷間なのだ。目の前に惜おしみなく晒さらされた扇せん情じよう的な肢し体たいは、異性どころか少女が見とれるほどの色香に満ちている。

　──本物の「魔女」の魔法さながらに。

　生まれながらの魔ま性しようの美が、この王女には備わっている。

「あ、あの。イリーティアさま」

「何かしら、可愛い新顔さん」

「あの……どのように、あたしの変装を見破られたのですか。姿も声も女王陛下そっくりに変身したつもりでした」

「ええ完かん璧ぺきだったわ。話す時に、一いつ瞬しゆん、相手わたしの指先を見る癖くせも完璧ね」

「じゃ、じゃあどうして……」

「そうね」

　口元に手をあてて、イリーティアが考える仕草。

「私の星霊と似てるから、かしら」

「っ！」

「でも私の星霊と違ちがって、あなたの星霊はとても優ゆう秀しゆうね。羨うらやましいわ」

「……い、いえ！　そんなことは……」

　イリーティアの自じ虐ぎやくに気づいた少女が、はっと表情を強こわばらせた。

　この城で知らぬ者はいないだろう。第一王女イリーティアの星霊は始祖の血脈のなかで最も弱い。

　その上での自じ嘲ちようであると。

「あなたの星霊はとても素敵な力を持っているわ」

「……あ、あの……」

「イリーティア。そう困らせるような真ま似ねをしてはいけませんよ」

　窘たしなめる声。

　ステンドグラスの陰かげから現れたのは、正しよう真しん正しよう銘めいのネビュリス女王だ。少女が化けていた姿と並べば、機械鑑かん定ていであっても識別は困難に違いない。

「その子の行いは、私の命あってのこと。許してあげなさい」

「許すも何も、ふふ……とっても楽しい余興でしたわ」

　少女の髪を撫で続けるイリーティア。

「さてお母様。私を呼びだしたご用は、やはり今のご質問ですか？　シスベルの行き先を仮面卿に伝えたのが私であると」

「……それもあります」

　太陽の光を背に浴びる女王が、小さく溜ため息いき。

「あなたを疑うためではなく、あなたへの誤解を解くための必要経費です。それについてですが──」

　と。

　女王の間の扉とびらを伝って、騒さわがしい足音と声が響ひびいてきた。

「だ、だめですアリス様！　この廊ろう下かは走るの禁止です。ほら、周りの兵士たちも困ってるじゃないですか！」

「そういう場合じゃないのよ。いいから燐リンもついてきなさい」

「女王の間は、勝手に開けちゃまずいですってば！」

「緊きん急きゆう事態だからしょうがないのよ！」

　両開きの扉が片方だけ勢いよく開けられて、金きん髪ぱつの少女が転がりこむように女王の間に入室した。

　息を切らせ、自じ慢まんの金髪が乱れるのもかまわずに。

「はぁはぁ……お母様！　って、あら？　イリーティアお姉様も……」

　第二王女アリスリーゼ。

　アリスの呼び名で知られる愛らしい少女は、そこにいる女王と第一王女イリーテイア、そして新顔の少女の三人を見回しながら。

「あ、あのお母様……じゃなかった、女王陛下！」

「どうしましたアリス。そんな息を切らせて、穏おだやかではありませんね」

　女王が眉まゆをひそめる。

　次女アリスは姉イリーテイアと比べると落ちつきに欠けるが、王女としての品位は確かである。自分から品位を違たがえる真似はしない。

　よほど何かがあったのか。

「妹シスベルのことです」

　息を切らせて、激しく鼓こ動どうする胸に手をあてながら。

　アリスは懸けん命めいに声を振ふりしぼった。

「シスベルの状じよう況きようで、早急にご相談したいことがあります！」










　　　Chapter.1　『魔ま女じよの等価交こう換かん』










　　　　　　　１




　独立国家アルサミラ──

　世界大陸の東に広がる大砂さ漠ばく、そこに位置する常とこ夏なつの観光地リゾートである。気温は常に四十度近くになるが、カラリと晴れた日ひ射ざしはむしろ爽さわやかで心ここ地ちよい。

　巨きよ大だいプールや温泉、そして高級ホテルが建ちならぶリゾート都市部──

　そのホテルの上階で。

「予想どおりだな。新聞も情報誌ゴシツプも、昨日今日と連続で一面の大ニュース扱あつかいだ」

　銀ぎん髪ぱつの狙そ撃げき手ジンが、ばさっとテーブルに新聞を放ほうり投げた。




『常夏の観光地リゾートが、一夜にして大炎えん上じよう。

　アルサミラの都市郊こう外がい、原油採さい掘くつ場で謎なぞの大爆ばく発はつが発生──』




　ジンが記事を見下ろして。

「帝てい国こく司令部の耳にも入ってるはずだ。いや、殲滅物体オブジエクトを破は壊かいした時点で気づいてるか。機体の交信が途と絶だえて疑問をもたない連中じゃない」

「……あちゃあ」

　部屋の床ゆかで、イスカは弱々しく悲鳴をあげた。

　ちなみに一時間ほど床で正座しているのだが、これは自分イスカなりの反省ごめんなさいになる。

「申し訳ない……」

「皇て庁きから仕し掛かけてきたことだ、てめぇの失態じゃねえ。だが最近、らしくないんじゃねえのか？」

　ソファーによりかかるジン。

　いまは珍めずらしく肩かたの露ろ出しゆつするタンクトップ姿。肩から上じよう腕わんにかけて包帯を巻いているため、上着を着ることができないからだ。

　──仮か面めん卿きようとの交戦時の負傷。

　一昨日。

　この国の郊外で、ネビュリス皇おう庁ちようの星霊部隊と一戦交えた時の傷である。

「中立都市で誘ゆう拐かいされて皇庁に連れていかれて、今度はホテルの外で一人散歩した矢先に、星霊部隊に絡からまれたか」

「……面めん目ぼくない」

「あ、ジン兄ちゃんってばイスカ兄だけ責めるのはダメだよ。悪いのは、こんな戦場でもない場所で襲おそってきた皇庁むこうだし」

　赤あか髪がみの少女・音ネ々ネがやってきた。

　長く豊かな髪をポニーテールでまとめた、すらりとしたモデル体型の少女である。

　機工士として部隊の通信担当にあたる音々が、今はジンの隣となりで、救急キットの袋ふくろを手に取っている。

「それよりジン兄ちゃんは消毒の時間でしょ。包帯も取り替かえないと」

「七時間前に消毒しただろうが」

「だーめ。狙撃手が利きき腕うでをケガして、傷が化か膿のうしちゃったら大変だもん。ジン兄ちゃんだって右手が使えなくなったら嫌いやでしょ」

「それは嫌だ」

「だから手当するの」

　渋しぶ々しぶと右腕を出すジン。音々がその上腕部の包帯を切って、まだ赤く腫はれ上がった傷に消毒薬をふりかける。

「しっかし死線を二度も三度もくぐりぬけて、ようやくマトモな休きゆう暇かと思ったら……」

　ソファーに座るジンが、溜息混じりに。

「ここは帝国領土じゃねえし、皇庁の奴やつらが目を光らせてても不思議じゃない。だけどな、一年前にイスカが脱だつ獄ごくさせた魔女が、よりによってここにいた？　何十万分の一の偶ぐう然ぜんでそんな事が起きるんだか」

「……僕だって本気で驚おどろいたよ」

　帝てい都とを離はなれ、この国を訪おとずれてまだ四日。

　到とう着ちやく早々に「彼女」との再会が待っていたのは完全な想定外だ。そしてこれは、あのシスベル本人にとっても──




〝使徒聖イスカ。わたくしのことを覚えてますか？〟

〝シスベルと申します。覚えていて下さって光栄ですわ〟




　好こう奇き心しん旺おう盛せいそうな大きな双そう眸ぼう。

　ストロベリーブロンドの髪は艶つややかで、愛くるしい顔立ちには姉アリスにも負けない気品が宿っていた。

　魔女の楽園の第三王女シスベル──

　一年前、イスカが帝国の牢ろう獄ごくから助けだした少女その人。

　……あの時は考えもしなかったんだ。星せい紋もんのエネルギーも弱かった。

　……彼女が純血種だなんて。

　帝国軍も、まさか王家を捕とらえていたとは思いもしなかっただろう。

　ネビュリス王家の星せい霊れいはどれも強力無比。だからこそ星紋のエネルギー反応が弱い者はただの魔女と思いこんでいた。

「昨日も話したけど、あれは本気で偶然だったんだ。向こうも驚いてた」

「当たり前だ。偶然じゃなかったら俺らが皇庁に尾び行こうされてたことになる。そんなヘマをした覚えはねぇよ。で、ソイツは？」

「僕にもわからない。彼女、狙ねらわれてるみたいだったから一昨日の夜のうちに国を出たと思う。ジンが戦った奴だよ狙ってたのは」

「……仮面卿だっけか。確かにそんなことも言ってたな」

　ジンが争った敵だ。

　星脈噴出泉ボルテツクスの争そう奪だつ戦に続き、これで二度目の遭そう遇ぐうになる。




〝我々は事を荒あら立だてる気はなかった。目的は同どう胞ほうを連れ帰るだけ。それを、なぜ帝国兵が庇かばい立てする？〟




　数秒の沈ちん黙もく。

　宙を見上げていたジンが、ソファーに座ったまま身体からだを前のめりにして。

「俺らにとっちゃ好都合か」

「あっ、ジン兄ちゃん動かないでってば。包帯がズレちゃうし」

「適当でかまわねぇよ」

　包帯は音々に任せ、ジンは強い口ぶりで言葉を続けた。

「要するに一昨日の星霊部隊は、イスカが一年前に脱獄させた魔女を狙ってた。罪人なのか裏切り者なのか知らねぇが、これで仮面卿とやらが俺らを狙って独立国家アルサミラに留とどまってるって線は消える」

　シスベルは夜のうちに国を出ただろう。

　おそらくは周辺の諸外国のどこか、あるいはネビュリス皇庁本国か。

　そして仮面卿率いる星霊部隊も、彼女を追っていったと考えるのが妥だ当とう。第九○七部隊じぶんたちに執しゆう着ちやくする要素も見あたらない。

「それでいいんだな、イスカ」

「僕もそう思ってる。一昨日の夜は小こ競ぜり合いが起きたけど、逆に僕らはここに留まっていた方が安全かなって」

「バカンス続行か。あんまり暢のん気きに構えるわけじゃねえが……それでだ」

　ジンが部屋をきょろきょろと見回す仕草。

　ここにいるのはイスカ、ジン、音々の三人だけ。残りの一人がいない。

「隊ボ長スはまだ帰ってこねぇのか？　上階のジムでトレーニングだなんて柄がらでもないことして、どうせ三十分で飽あきるかと思いきや」

「やる気出してるんだよ」

　部ジ下ンが負傷したのは、自分を庇ってのこと。

　それを悔くやんだミスミスが、一念発ほつ起きして今日から自主トレーニングに打ちこんでいるというわけだ。

「でもさすがにちょっと遅おそいかな。……大だい丈じよう夫ぶだといいけど」

「あ、じゃあ音々が見てこよっか」

　立ち上がった音々が、部屋の隅すみへ。

　鞄かばんからなぜかタオルと着き替がえを取りだして、ハンドバッグに詰つめていく。

「音々、そのタオルは？」

「隊長を迎むかえにいくのに必要なの」

「……？」

「ちゃんと心当たりあるから任せてちょうだい。じゃあ行ってきまーす！」
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　ホテル上階、フィットネスエリア。

　ランニングマシン、エアロバイク等の有酸素マシンがずらりと並ぶ。

　そこに併へい設せつしてプール場があり、くわえて男女別の通路を進むにつれて、真っ白い蒸気が立ちこめる部屋がある。

　サウナ室。

「あぁぁ、幸せ……っ」

　白しら樺かばの香かおりがたちこめる、木板張りの蒸し風呂サウナ。

　まだ早朝の誰だれもいない小部屋でのんびりと寛くつろいで、部隊長ミスミスは束つかの間の贅ぜい沢たくを満まん喫きつしていた。

　ミスミス・クラス。

　二十二歳という立派な成人女性であるものの、十六歳の音々よりも幼い童顔な容姿で、いまも映画館を子供料金で入れてしまうのが特とく徴ちようだ。

　身長と体重はそれぞれ帝国軍の規定ギリギリ。

　入隊時には、ひそかに靴くつ下したに厚底をいれて合格したという逸いつ話わもある。

「ジムでたくさん汗あせをかいて、プールで思いきり体力を使って、そしてサウナでゆっくり心と体をほぐすの……すっごい贅沢ぅ……」

　ほそい首筋を伝っていく大おお粒つぶの汗。

　裸はだかにバスタオル一枚というあられもない姿でごろんと横たわる。身体に巻いたタオルが少々はだけてしまっても気にしない。

「こんな朝だし。他ほかに誰もいないもんね」

　自宅のベッドのような解放感。

　ジムで疲つかれきった身体が蒸気でじんわりと温まっていくのが、なんとも心ここ地ちいい。

「イスカ君も、敵は国外に行っただろうって言ってたし。そうじゃなくてもリゾートの中で手を出せるわけないしね」

　ホテルで襲しゆう撃げきなどあれば大事だ。

　独立国家に括くくられる国は、中立都市と違ちがって中立を宣言していない。

　たとえばこのホテルが星霊使いの攻こう撃げきを受ければ、即そく座ざに皇おう庁ちようへ敵対宣言を出すだろう。それが抑よく止し力りよくとなる。

「だからアタシたちはここでゆっくり待機……うーん気持ちいぃ」

　ごろんと仰あお向むけに寝ね返がえり。

　蒸気でうっすらとした天てん井じようを見上げていると、サウナの心地よさも相まって瞼まぶたが次し第だいに重たくなってきた。

「あー……このままお昼寝しちゃいたい」

「隊長、汗かきすぎて脱だつ水すい状態になっちゃうよ」

「へーきへーき。そんな堅かたいこと言わないでよ音々ちゃん。……あれ？」

　瞬まばたきして目をこする。

　蒸気の靄もやのなかに、バスタオルを巻いたポニーテールの少女の顔が。

「やっぱりここにいたぁ！」

「音々ちゃんも汗を流しに来たの？」

「そうじゃなくて隊長のこと確かく認にんしにきたの。もう、そんな寝転がっちゃって……」

　だらしなく寝っ転がる隊ミ長スを見下ろして、部ネ下ネがやれやれと腕うで組ぐみ。

　その目が、はだけたタオルの先へ。

　ほっそりと窪くぼんだお臍へそを登っていって、その先の、仰向けになりながらも見事な山なりを描えがいている双そう丘きゆうをじーっと観察。サウナの熱気で桜色に染まった谷間に、胸の汗がすっと流れ落ちていくのが何とも扇せん情じよう的だ。

　ただし、その寝っ転がったミスミスは、部ネ下ネから見たらちょっと恥はずかしい。

「隊長、丸見えー」

「わわっ!?」

「音々知ってるよ。隊長みたいな人を露ろ出しゆつ狂きようっていうの」

「ち、違うの！　ちょっと油断してただけ！」

　慌あわてて座り直し、ずり落ちかけていたタオルを身体に巻いて。

「音々ちゃん、お隣となりおいでよ」

「うーん、じゃあちょっとだけね。隊長が寝ちゃわないように見張ってないと」

　隣に音々が腰こしかける。

　と──

　ギィ、と木の音を響ひびかせて扉とびらが開き、小こ柄がらな少女がサウナ室に入ってきた。

「失礼いたしますわ」

　胸むなもとに薄うす地じのバスタオル。

　湯気のなかでもストロベリーブロンドの髪かみは鮮あざやかで、愛らしい顔立ちと小柄な背せ丈たけはまるで人形のお姫ひめさまのよう。

　その容姿に、ミスミスはぼんやりと見覚えを感じていた。

　どこかで会った？

　サウナゆえ髪を下ろしているから確信がもてないが、この少女は……

「ねえ隊長、この子どこかで見たことない？」

「やっぱり音々ちゃんもそう思う？　でも誰だっけ」

　街中で再会するのとはワケが違う。

　なにしろ服を着ておらず髪も整えていないから、容姿の手がかりが顔しかないのだ。

「……ええと」

　ミスミスと音々が首を傾かしげている間に。

　その少女の方から、座っているミスミスへと近づいてきたではないか。モノも言わずに無言で、直立不動でミスミスの頭から爪つま先さきまでを眺ながめてから。

　ふっと小さく笑えんだ。

「そこのあなた」

「へ？　アタシ」

「そうあなたですわ。これ──」

　手を伸のばす。

　ミスミスの左ひだり肩かたへ、その指先がまっすぐ伸びることに反応する間もなく。

「これは何ですの？」

　貼はられていた肌はだ色いろのシールを剝はがし取った。

　あふれる星せい霊れい光こう──

　ミスミスの肩にある星せい紋もんから、鮮やかな碧みどり色いろの光がぱっと浮うかびあがる。

「あ……ちょ、ちょっとっ!?」

「隊長だめだよ隠かくして！」

　真っ先に反応したのは音々だ。

　自分の身体に巻いていたタオルを隊長の肩に押しつけて、光り輝かがやく魔ま女じよの証あかしを覆おおい隠す。

　サウナ室にいるのは三人。

　他に目もく撃げき者はいないが、いつ誰が入ってくるかわからない。

　帝てい国こく以外の地で大っぴらに「魔女」を敵視する者はいないはずだが、潜せん在ざい的に嫌けん悪お感かんを抱いだいている者は少なくないだろう。

「あなた何するの！」

　タオルを脱ぬぎさった音々が、裸ら身しんをさらすことも厭いとわずに少女に迫せまる。ほぼ同じ年とし頃ごろだが、背は音々がだいぶ上。

「これは傷を隠す医い療りよう用テーピングなの。それを勝手に剝がすなんて！」

「あ、あらごめんなさい」

　少女が動じたそぶり。

「そんなつもりはなかったのです。ですがわたくし、ちょうど手持ちがありますわ」

「……手持ち？」

「帝国の物では心こころ許もとないでしょう？　それで光を隠せても、目に見えない星霊エネルギーが漏もれっぱなしです」

　少女が手元に持っていた乳白色のシール。

　手慣れた様子でミスミスの星紋に貼りつけるや、あふれていた星霊エネルギーの光がみるみると消え始めたではないか。

　あまりに早い。

　帝国の医療用テーピングでは、ここまで早く光が消えることはない。

「え……っ!?」

　目をみひらく音々。

　当人であるミスミスも、何が起きたのかわからずに自分の肌を見つめるばかりだ。

「耐たい水すい性ですが、水に浸つけるのはほどほどに」

　少女が背を向ける。

　サウナ室の扉に手をかけるのを、ミスミスは慌てて声をかけた。

「ま、待って！　あなた──」

「サウナは苦手ですの。さらに言えば、裸の話しあいも慣れておりませんし」

　横顔だけふり返る。

　蒸気でほのかに火ほ照てった頰ほおに、少女は、気高い微び笑しようを湛たたえていた。

「ホテル十七階のカフェでお待ちしておりますね」
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　時同じく──

　ネビュリス王宮「女王の間」。

　まだ太陽が天頂に昇のぼりきらない刻ときに、アリスはネビュリス女王と並んで立っていた。

　後ろには従者の燐リン。

　今はこの三人が、女王の間に残っている顔ぶれとなる。

「女王おかあさま、いいのですか……」

「イリーティアの事ならば、あなたが気にする必要はありませんよ」

　姉イリーティアは退室した。

　それを気にかけるアリスと対照的に、女王の口ぶりは落ちついたものだ。




〝私がいてはシスベルのことも話しにくいでしょう〟

〝なにせ私は、あの子の行き先をゾア家に伝えた容疑が晴れてないのですから〟




　イリーティアが裏切り者であった場合。

　ここでアリスがシスベルの報告を行えば、その情報が再びイリーティア経由でゾア家に伝わってしまうことになる。

　だから姉イリーテイアは、自ら気をきかせて退室した。

　……そうは言うけど。

　……これじゃあ、わたしがお姉様を追い出したみたいじゃない。

　三女シスベルの動向を母にだけ報告したことも、次女アリスの本心ではやはり後ろめたい。

　後で長女イリーテイアには個人的に謝っておこう。

　心の内でそう頷うなずいて、アリスは女王に顔を向けた。

「些いささか──」

　女王の唇くちびるを伝ってこぼれる、嘆たん息そく。

「些か、面めん倒どうくさいことになりましたね。あの子が帝国との繫つながりを疑われてしまった。それも仮か面めん卿きように」

「……はい」

「ゾア家は、これを恰かつ好こうの機と見るでしょう。ルゥ家わたしたちの地位を揺ゆるがして次代女王の座を狙ねらうのに最適と考えるはず。さあどうしたものか」

　ステンドグラスを見上げる女王。その一方で、アリスは従者の燐とこっそり目を合わせて頷いた。

　──これでいいわよね？

　その意図を汲くみ、燐が頷き返してくる。

「お母様。シスベルは、しばらく身を隠すと言っていました」

　アリスから女王への報告は五つ。

　一。妹シスベルは、一年前、イスカという帝国兵に助けだされたことがある。

　二。独立国家アルサミラでその帝国兵と出会ったのは本当に偶ぐう然ぜんだった。

　三。シスベルは、自分を助けた動機を知りたくて彼に接近した。

　四。それを仮面卿が目撃。

　五。仮面卿は、シスベルが国の裏切り者だとして摘てき発はつしたがっている。

　アリスが妹シスベルから聞き出したものだ。

　もっともイスカとの関係を聞いた時は、さすがのアリスも耳を疑った。




〝ことの発ほつ端たんは一年前ですわ〟

〝わたしの失態で帝国軍に囚とらわれたところを、帝国兵に助けだされたのです〟




　それがあのイスカだというのだ。

　帝国軍の使徒聖でありながら魔女脱だつ獄ごく幇ほう助じよの罪に問われ、今は一いつ介かいの兵として戦場へ。そしてアリスと出会った。

　……あれ。つまり、わたしよりシスベルが先にイスカと会ってたの？

　……い、いえ！　どっちが先かなんて関係ないわ！

　イスカとは互たがいに好敵手ライバルとして認め合った仲である。

　妹シスベルのような成り行きの関係ではない。もっと複雑で運命的で、帝国と皇おう庁ちようの互いの代表というべき関係と言えるだろう。

　今さら他人が入りこむ余地なんてない。ないはずだ。

「そうよ。シスベルなんかにイス────」

「アリス様」

「あっ……な、なんでもないですわお母様……あ、あははは」

　あわててごまかし笑い。

　と。それを見て前に進みでたのは燐だった。

「女王陛下、僭せん越えつながら申しあげたいことがございます」

「何でしょう燐」

「アリス様からの報告の四点目です」

「……仮面卿ですか？」

　燐の提言に、再び女王の唇から重い嘆息。

「シスベル様は、女王陛下の命をうけて独立国家アルサミラに向かわれました。そこに仮面卿が待ち伏ぶせしていたのは明らかに不ふ穏おんです」

「…………」

「誰だれかがシスベル様の行き先をゾア家に漏らしたのは明白。ですが問題は、そこに仮面卿が向かわれたという人選です」

　ゾア家でも当主に近い位置にいる。

　彼が自ら動いたのは、シスベルの立場が揺らぐ事件スクープが起きると予期できていたから。確証がなければわざわざ他国に足を運ぶことは考えにくい。

　……つまり仮面卿は、シスベルと帝イ国ス兵カの密会を予期していた。

　……おかしいわ。シスベルは、帝イ国ス兵カとの再会は偶然って言ってたじゃない。

　この二点で矛む盾じゆんが生ずる。

　考えられるのは──

「女王陛下。無礼を承知で、発言させて頂きたいのです」

　そう告げる燐の言葉の端はし々ばしには、既すでにただならぬ緊きん張ちようがにじんでいる。

「私はこう考えました。シスベル様の出向先をゾア家に漏らした者は、同時に、帝国軍とも繫がりを持っている」

「根こん拠きよは？」

「状じよう況きようがそう告げています」

　燐の言葉には迷いがない。

　そう。アリスと燐が、皇庁に帰国するまでに導きだした結論だ。

「仮面卿ほどの大物が独立国家アルサミラに向かった。この事実が、ゾア家が事件スクープの発生を確信していたことを物語っています。シスベル様が帝てい国こく兵と接せつ触しよくするという確信です」

「……それで？」

「帝国軍の動きを知っていなければできないことです。帝国軍の部隊が独立国家アルサミラにいる。その情報を摑つかんでいたから、『裏切り者』は最高のタイミングでゾア家に話を持ちこめたはずなのです。シスベル様の出向先を」

　確信があったのだ。

　火と酸素とが結びついて激しく爆ばく発はつするように──

　第シ三ス王ベ女ルと帝国剣士イスカが出会うことで起きる化学反応を知っていた。

「燐」

　アリスの隣となりに立つ従者へ、女王が問いかける。

「あなたはその『裏切り者』の心当たりがありますか？」

「……消去法でなら」

「言ってみなさい。私が許可します」

「第一王女イリーテイア様です」

「でしょうね」

　女王の応こたえは、アリスが拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさりしたものだった。

「私も同じ推測でした。だからこそあの子イリーテイアを一人で呼びつけたのだから」

　だがイリーティアが犯人という確証はない。

　さらに言えばアリスにとっての姉、女王にとっては実の娘むすめだ。心情的にもまさか家族の中に裏切り者がいるとは思いたくない。

「アリス。シスベルは今どこにいるのです？」

「しばらく身を隠かくすと言っていました。自分の場所をゾア家に告げた裏切り者がいるのは確実で、それが誰かわかるまでは皇庁に戻もどるのは危険だからと」

「独立国家アルサミラに留とどまると？」

「……たぶん。でも移動するかもしれません」

　周辺国に身を隠す可能性はある。ゾア家の目から逃のがれるためには、独立国家アルサミラから出た方が無難なのだから。

「あの子の星せい霊れいは自衛に不向きです。あの子は嫌いやがるかもしれませんが、私の護衛を遣つかわせましょう。……来なさい、梓キササゲ。ワーヴィック」

　パチッ、と女王ミラベアが指をうち鳴らす。

　小さくも軽快な音が壁かべにあたって反射して、その木こ霊だまが消えるまでの数秒で。

「聞いていましたね。シスベルの保護に向かってもらいます」

「──はっ」

「シスベル嬢じようは大事なお嬢様。無事に王宮までお連れすること、誓ちかいまする」

　ゆらりと。

　陽かげ炎ろうがうかぶように現れて女王に傅かしずく男女の星せい霊れい使い。両者『王宮守護星』と呼ばれる王家の護衛である。

　……お母様の親衛隊ね。

　……まったく、相変わらず心臓に悪いわ。

　この二人は最初から部屋にいた。

　まったくの無音・透とう明めい不可視。

　帝国軍の最新光学迷めい彩さいを上回る隠ス密テ能ル力スの星霊を宿し、常に待機しているという。

　待機している──と断言できないのは、この二人が目に見える姿でいるのを、アリスも片手で数えられる程ほどしか見たことがないからだ。

「あの子が独立国家アルサミラに留まっていてくれると保護しやすいのですが、さてどうでしょうね。上う手まくいくといいけれど」

　姿を消す二人の王宮守護星。

　早くも女王の間を発たった護衛をよそに、女王がその場で腕うで組ぐみ。

「そういえばアリス、念のため一つ訊きいておきましょう」

「はい。何か？」

「独立国家アルサミラでシスベルが出会っていたという帝国兵のこと。あなたは帝国兵の顔を見ましたか。いったいどんな者なのか」

「いいえ知りません」

　燐が何やら言いたげなのは無視。

「独立国家アルサミラで出会ってませんし戦場でも出会っていません。中立都市でも出会ってないし。ええと燐、他ほかにあったかしら」

「あまり喋しやべりすぎない方が賢けん明めいかと」

「そうね。ですのでお母様、わたし全然知りませんわ。イスカという帝国兵のことなんか。わたしちっとも知りません」

「強調しすぎて怪あやしいです」

「う、うるさいわよ燐！　もう……！」

　きっぱりと。

　アリスはそっぽを向いて答えたのだった。
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　独立国家アルサミラ──

　ガーネットホテル十七階・カフェラウンジ。

「ご注文は？」

「わたくしストロベリーシェイクで」

　にこやかな笑え顔がおで店員に注文して、ストロベリーブロンドの髪かみをしたワンピース姿の少女が頷うなずいた。

「皆みな様さま、お集まりいただき恐きよう縮しゆくですわ。ええとミスミス隊長、イスカ、音々。それとジン。お名前を間ま違ちがっていたら教えてくださいね？」

　シスベル・ルゥ・ネビュリス９世。

　始祖ネビュリスの血脈にして現ネビュリス女王の娘が、目の前にならぶ帝国軍の四人をそれぞれ名指し。

「ああ一つ断っておきますわ。皆様の名前はわたくしが調べたからで、イスカから教えてもらったのではありません」

「そんなのは二の次だ」

　テーブルを挟はさんだ六人用の席。

　イスカ、音々、ミスミスが一つのソファーに掛かけて、対面のソファーにシスベルが一人で悠ゆう々ゆうと座っている。

　いま応じた狙そ撃げき手ジンは、席に座らず立ったまま。

「イスカからお前のことは聞いてる。用件を言え」

「その前に。あなたは座らないのですか？」

「どこに席があるんだ」

「わたくしの隣が空いているではありませんか」

　大人三人がゆったりと座れる本ほん革がわ製の高級ソファー。小こ柄がらな女性であれば四人座っても余よ裕ゆうがあるだろう。

　ポンポン、とシスベルが両隣の席を叩たたいてみせる。

「ほらここ。わたくしの右でも左でも、お好きな方にお座りになって」

　ジンは無言。

　それを見て、可か憐れんな魔ま女じよが目を細めた。

「あら。それとも──」

　挑ちよう発はつめいたまなざしで。

「わたくしのような魔女との相席は、お嫌きらいですか」

「帝国兵おれとの雑談が目的か？　なら帰るぞ」

「……」

「有益な話の用意があるなら相席でも何でもしてやる。だから先に用件を言えといった」

　沈ちん黙もくのシスベル。

　が、すぐに苦笑い気味に息を吐はきだして。

「ええ。今のはお詫わびします。イスカはともかく、わたくしはあなた方の人ひと柄がらを知らない。反応を試ためしたかったのです。……仰おつしやるとおり、ここからは有益な話をさせていただきますわ。よろしいですねミスミス隊長？」

「ひゃ、ひゃいっ!?」

　名前を呼ばれた隊長がソファーから勢いよく跳とび上がった。

　まるで上官から招集がかかった時の緊きん張ちようぶりで。

　……あ、これダメなやつだ。

　……隊長ってばカチンコチンに張りつめちゃってる。

　けれど責められない。

　突とつ然ぜんに目的不明の魔女が現れて、しかも交こう渉しようを要求してきたのだ。頭の中が真っ白になるのも無理はない。

「こりゃダメだな。隊ボ長スいいから座れ。立ってると目立つ────おいイスカ」

「……わかった」

　音々とジンに向かって頷いて、イスカは小さく手を上げた。

「僕が話を聞く。それでいい？」

「もちろんですわ！」

「……急に、声が元気になった気がするけど」

「お気になさらず。わたくしも知ってる相手と話す方が楽ですし……こほん。イスカとは二日ぶりですね」

　また白々しいことを。

　イスカとしては、内心、溜ため息いきの一つでもつきたくなる思いだ。

　純血種シスベルの星霊は「灯ともしび」。あらゆる星霊の中でも特に珍めずらしい時空干かん渉しよう系であり、過去の事象を映像として再現できる。

　……昨日は僕と出会ってなくたって。

　……僕らの一部始終、どうせ星霊の力で視みていたんだろう？

　ホテルを嗅かぎつけている時点で明白だ。昨日今日と、ここまでの行動はすべて見通されていると思った方がいい。

「僕としては、君はとっくに国外に逃にげたと思ってた」

　帝国部隊じぶんたちとは状じよう況きようが違ちがう。

　彼女は、ほかならぬネビュリス皇おう庁ちようの王女なのだ。身を狙ねらわれ、仮か面めん卿きようにもここにいることを知られている。

　一刻も早く身を隠すだろう。それ以外に考えられなかったが。

「まだ留まっていたのか……」

「もちろん国外に向かいますわ。これから大急ぎで」

　魔女の姫ひめがにこやかに頷いた。

「みなさまを連れて、ね」

　注文のストロベリーシェイクが運ばれてくる。

　シスベルが店員にチップを手て渡わたして、その店員が厨ちゆう房ぼうへ去っていくまで、誰だれ一人ひとりとして言葉を発することはできなかった。

　帝国部隊じぶんたちを連れて？

「どういう意味だ。言っとくが素す直なおに捕ほ虜りよになる気はねぇぞ」

「わたくしの護衛をお願いしたいのです」

「……なに？」

　ジンが眉み間けんに皺しわをよせる。

　あまりに理ことわりから外れた言葉への苛いら立だちと困こん惑わくで、だ。

「意味がわからねぇな。護衛？　俺ら四人が、お前の護衛になれって言ったのか？」

「はい」

　無む垢くな笑みでシスベルが頷いた。

「ネビュリス皇庁の王宮へ向かいたいのです。皆様へのお願いは、そこまでの道中、わたくしを襲おそってくる星霊部隊を排はい除じよすること」

「却きやつ下かだ。おい隊ボ長ス、イスカ、音々、撤てつ収しゆうする。こんなとこで敵とチンタラ会話してたら、司令部にバレて俺らが巻き添ぞえを食うだけだ」

「ウソ」

「……なに？」

「帝てい国こく軍に知られたくないのは、そこの隊長が魔女であるという事の方でしょう」

　テーブルを挟んで──

　魔女の国の王女が、新たに魔女となった隊長を見つめる。星せい紋もんを隠かくした左ひだり肩かたを。

「そうですわねイスカ？」

「……知ってたのか」

　シスベルの力ならば見破られても不思議ではない。

　思いあたる場面もある。

「もしや一昨日、殲滅物体オブジエクトが襲ってきた時に？」




〝星せい霊れいエネルギーを感知。一、二、三、四、五……六。集計終しゆう了りよう。




　仮面卿とその部下四人で、五。

　そしてミスミスで六。

　帝国の「魔ま女じよ狩がりの機体」は、ミスミスを魔女として記録した。

「はい。あの場面を確かく認にんしましたわ。そしてミスミス隊長。あなたの素す性じようは存じませんが、肩にある星も紋の、おそらく後天的にできたものですわね？」

「っ」

　ビクッ、と小柄な女隊長が身をふるわせた。

「先天的な星霊使いは、もう帝国内では生まれないはず。そんなテーピングで星紋を隠すのも稚ち拙せつです。そんなあり合わせで星霊エネルギーは隠せませんから」

　シスベルが手のひらに載のせたシール。

　それは、今まさにミスミスの肩に貼はってあるものと同じものだ。

「『星鉄ネビユラ』と呼ばれる特とく殊しゆな素材です。星霊エネルギーの漏ろう洩えいを防ぐ素材は、まだ帝国にはありません。そうでしょう？」

「……ああ」

　ミスミスにも伝わるよう、イスカは声に出して頷いた。

　理解できた。

　この魔女姫が、自らの護衛の見返りとしていったい何を用意する気なのか。

　……そうきたか。

　……確かに、今の僕らには喉のどから手が出るほど欲ほしい。是ぜが非ひでもだ。

　帝国にはない。

　だが皇庁にはあるのだ。

　ミスミス隊長の魔女化を隠しとおせる手段が。

「わたくしの護衛の見返りとして、星紋を隠す知識を提供しますわ。このシールがあれば帝国領内でも恐おそれる必要はありません」

　場が静まりかえる。

　イスカと音々はそれぞれ口元を引きしめ、そしてミスミスは自分の左肩を押さえたまま、動どう揺ように唇くちびるをふるわせている。

「なにも帝国を裏切れという話ではありません。私をつけ狙う相手は皇庁の星霊使いです。帝国軍が星霊使いと戦うのは道理でしょう。ミスミス隊長？」

「……そ、それはええと……」

「いわば休戦交渉のようなもの。真っ当な取引ですわ。これは──」

「そこまでだ」

「ハイおしまい」

　イスカと音々の一いつ喝かつが、重なった。

　示し合わせたわけではない。だがシスベルが思わず二人を交こう互ごに見やるほど、その声は美しい重なりを見せた。

　不ふ離り一体。この場で思うことは皆みな同じだろう。

「わかったシスベル。それでいい。交渉は成立だ」

「っっ!?　ちょ、ちょっとイスカ君っ!?」

「部下ぼくらの総意です」

　こちらの顔を覗のぞきこむ隊長にではなく、イスカが目配せしたのはソファーに座る音々だ。

「だろ」

「うん。隊長は立場的にそんな提案できないもんね。魔ヒ女ミ化ツを隠すシールが欲しくても、敵の護衛だなんて。ねえ」

　頷うなずく音々。

「だから音々たちが自分で手をあげるから。それならいいでしょ」

「……で、でも音々ちゃん！」

「絶対条件がある。帝国の不利益になる行動は無しだ」

　重い口を開いたのは、ジン。

　ストロベリーシェイクに口をつける王女を、睨にらみつけるように見下ろして。

「お前が帝国軍に追われる状況があれば、俺たちはお前を見殺しにする」

「結構ですわ」

「俺たちは動くのは二定型パターン。一、お前と同行する。二、お前が星霊部隊に襲われた時のみ迎げい撃げきする」

「それも了りよう承しようです」

「最後だ。俺たちが帝国外にいられるのは任務期間外の五十日。お前の同行に費ついやしてやれるのは三十日」

「わかりました」

「…………ったく。とんだ長期休きゆう暇かだ」

　額に手をやり、ジンがカフェラウンジを盗ぬすみ見る。

　やや遅おそめの朝食時間。店内には観光客がまばらに座り、従業員も忙せわしなくテーブル間を行き来している。

「内容が内容だしな。こっから先はホテルの部屋に戻もどってから……と言いたいところだが、最後に訊きいておく。お前が狙われる理由は何だ？」

「…………」

「それがわからなきゃ護衛のしようがない。お前が狙われる理由次し第だいで、敵の星霊部隊の規模が変わってくる。それに対する俺たちの作戦もだ」

　沈ちん黙もくする魔女姫。

　そのまなざしが、一いつ瞬しゆん、イスカに向けられたのは決して勘かん違ちがいではないだろう。

「……皇庁わがくにとて一枚岩ではないのです」

　慎しん重ちように。

　一つ一つの語を選ぶように、魔女がつらつらと言の葉を重ねていく。

「わたくしは王宮の家臣の一人です。しかしそこにも多くの派は閥ばつと思おも惑わくが渦うず巻まいています。帝国でもそうでしょう？　誰が昇しよう級きゆうして、誰が蹴け落おとされるか。わたくしの邪じや魔まをすることで得をする者がいる」

「……仮面卿とかいう連中か」

「はい。そしてもう一つお伝えします。脚きやく色しよくぬきの未来です」

　いまだ緊きん張ちようの面おも持もちの女隊長へ。

「わたくしが王宮へ戻らねば、おそらく一年以内に帝国と皇庁の全面戦争が勃ぼつ発ぱつします。正しよう真しん正しよう銘めいどちらかが滅めつ亡ぼうするまでの潰つぶしあいです」

「──────っぜっっっ!?」

「だめ隊長！」

　慌あわててミスミスの口を塞ふさいだのは音々だ。

　あと一秒遅ければ、カフェラウンジの店内に「全面戦争っ!?」というミスミスの絶ぜつ叫きようが響ひびきわたっていたことだろう。

「二国の全面戦争は、星の破は滅めつをもたらします。だから一刻も早く王宮に戻りたいのです。……ああ、むしろコレを先に伝えておくべきでしたね。みなさまの心情的にも話を受け入れざるを得ないでしょうし」

「ど、どういう意味なの……」

　唇をふるわせながら、ミスミス。

「それは帝国の隊長として聞き捨てならないよ……」

「続きはホテルの部屋で。万が一にも聞かれては困りますから」

　シスベルが立ち上がる。

　テーブル上の会計シートを手にとって、カフェラウンジの精算口レジへ。

「みなさまのお部屋へ行きましょう。あ、ここはわたくしがお支し払はらいします。みなさまとの友好の証あかしですわ」

「てめぇがストロベリーシェイク飲んだだけで、俺らは何も注文してねぇよ」

「……言っておきますが」

　長ちよう髪はつとワンピースとをなびかせて。

　ネビュリスの第三王女が、強気なまなざしでジンに応じた。

「わたくしだって帝国部隊あなたたちと話すのに緊張もするのです。喉がカラカラに渇かわいて、ストロベリーシェイクくらい頼たのんでもバチは当たりませんわ」

「いや、俺が言いたいのは。てめぇが金を払うのは当然──」

「さあ行きましょう」

「聞けよ人の話っ」

　イスカは理解した。

　……あ、この組み合わせは危険だ。

　……たぶんこれ話が合わない。それも根っこの性格面で。

　この王女のどこか抜ぬけた鷹揚マイペースさは、理路整然を常とするジンと嚙かみあわない。

「ジン、大だい丈じよう夫ぶ？」

「支障ねぇよ。ストレスは抱かかえそうだがな」

　銀ぎん髪ぱつの狙そ撃げき手しゆが颯さつ爽そうと進んでいく。

　その肩で風を切りながら、ジンは心強い口調で断言した。

「問題児が隊ボ長ス一人から二人に増えただけだ。三十日なら何とかなる」
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　魔女の楽園「ネビュリス皇おう庁ちよう」。

　この国はかつて、始祖ネビュリスの双ふた子ごの妹であるネビュリス一世が建国した。そして分かれた三血族が王家として君臨する。

　現女王のルゥ家──

　帝てい国こくとの戦いを続行しつつ、同志である星せい霊れい部隊の犠ぎ牲せいを抑おさえてきた。

　過激派のゾア家──

　あらゆる犠牲を出しても帝国を壊かい滅めつせよと掲かかげる一族。

　中ちゆう庸よう派のヒュドラ家──

　どの時代の女王にも、その優ゆう秀しゆうな意見役として柔じゆう軟なんに従ってきた。

　三つの王家。

　それぞれが住まうのは三本の塔とう。うち一つがルゥ家の本ほん拠きよ地ちである「星の塔」となる。

　女王の寝しん室しつやアリスの私室など。

　そしてアリスが今いるのは、自分の部屋ではなかった。

「アリス様、こんなところでのんびり寝ねそべっていていいんでしょうか？」

「ベッドだから平気よ」

「他人の部屋だから問題だと言っているのです」

「いいのよ。どうせまだ外国にいるんだもん」

　第三王女シスベルの部屋。

　そのベッドに勝手に寝転がり、アリスはぼんやりと天てん井じようを見上げていた。

　……あの子が戻ってきたら、星霊の力でわたしがここにいたのも知られちゃうけど。

　……今さらよね。独立国家アルサミラで顔を合わせてるわけだし。

　そういえば。

　妹と顔を見合わせて話ができたのは、いつぶりだろう。廊ろう下かですれ違ちがっても無視するか、素っ気なく「失礼しますわ」で断られてしまっていたけれど。

　……少しほっとしたの。

　……あの子が何を考えてるのかわからなくて、今まで少し怖こわかったから。

　女王聖別儀礼コンクラーヴエで争う相手であっても家族である。妹と会話をするのは、姉として当然のことだとアリスは思う。

　けれど妹はそれをどう思っているのか。




〝お姉様、この帝国剣けん士しと知り合いなのですか〟




　誤算だ。何もかもが誤算だ。

　自分とイスカの関係は誰だれにも知られるまいと決意してたし、たとえ何かを目もく撃げきされても、帝国兵の顔を知っている者なんていないと思ってた。

「……はぁ」

「アリス様どうしました。いかにも『憂ゆう鬱うつだわ』なんて溜ため息いきをついて」

「ねえ燐。シスベルは、今ごろどこで何をしてるのかしら」

「じきにわかります。女王様の護衛二人が保護に向かっているところですから」

　従者の答えは素っ気ない。

　無難で客観的。

　だがアリス主観では、どうにも嫌いやな予感がするのだ。

「……あの子、まさかイスカと一いつ緒しよにいたりしないわよね」




〝イスカ。やはりわたくしの目に狂くるいはなかった〟

〝あなたを部下にするまで諦あきらめません。必ずや部下に迎むかえ入れてみせますわ！〟




　バンッ、とベッドを叩たたいて跳はね起きる。

「じょーだんじゃないわっ！」

「アリス様がご乱心っ!?」

「いいえわたしは冷静よ。でも、何が『あなたを部下にする』よ。イスカはわたしの好敵手ものなの。手を出すなんてことがあれば……！」

　あの時のシスベルの、あの顔。

　目を潤うるませて、実の姉にも見せないような希望に満ちた表情。それが許せない。なんて都合のいい態度だろう。

「そもそも一国の王女が、帝国兵を部下にだなんて信じられないわ！　最低の発想よ！　帝国は倒たおすべき相手じゃない！」

「アリス様も前に同じことを言ってたような……」

「燐」

「口が滑すべりました。どうぞお先を」

「とにかく！　イスカは何があっても皇庁には靡なびかないわ。わたしが誰より知ってるの。それを何なのよ！」

　彼イスカは、決して星霊使いと相あい容いれることはない。

　だからこそ──

　アリスは星霊使いの代表として、帝国を代表する剣士と決着をつけたいのだ。

「わたしが彼イスカを認めてるのは一人の敵としてよ。戦場で出会った時は容よう赦しやなんてしない。全力で攻こう撃げきするから覚かく悟ごなさいって意味で好敵手ライバルって言ったんだもん」

「その通りですアリス様。我々が相容れることはありません」

「……ええ。わたしとイスカは戦うしかないの」

　好敵手ライバルとは、仲良しの意味ではない。

　いずれ決けつ闘とうするしかない敵という烙らく印いん。馴なれ合いはない。戦場で、どちらかが地に膝ひざをつく未来しかないのだから。

「わたしは、それくらいの覚悟でいるの……なのに……妹あのこは……」

　歯を食いしばる。

　そんな怒いかれるアリスの全身から極ごつ寒かんの冷気が溢あふれ出ているのだが、アリス自身はそれに気づいていなかった。

「やっぱりお仕置きが必要かも」

「アリス様!?　お、落ちついてください、部屋が白く凍こおりつきはじめてます！」

「あ、あら？」

　窓は真っ白に。

　カーテンも霜しも柱ばしらが降りて凍りついている。

「お気持ちはわかりますが、ここはどうか寛かん容ように。ルゥ家の三姉妹しまいは国民からも仲良しと評判ですから」

「……ええそうね」

　もちろん政治的理由である。

　国民の目があるところでは、アリスも笑え顔がおでシスベルと手を繫つないでみせることがある。ただし城に入った瞬しゆん間かん、妹は一いつ切さい言葉を話さなくなってしまうのだが。

「……まあいいわ」

　気持ちを鎮しずめよう。

　大きく息を吸って、ゆっくり吐はきだした。

「イスカを部下にだなんて、さすがに本気じゃないと思うの。そう思いたいわ」

　寝室から窓を覗のぞく。

　はるか遠い砂さ漠ばくの方角を見やって、アリスは溜息をついたのだった。










　　　Chapter.2　『姉妹しまい戦争までのカウントダウン』
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「お嬢じよう、国境を抜けました」

「みなさんお聞きになりまして？　わたくしたちは独立国家アルサミラの国境を越こえました。どこで刺し客かくが待ち伏ぶせしているかわかりません。気を引き締しめてください」

　広大な砂漠を走る循じゆん環かんバス──

　独立国家アルサミラを囲むこの砂漠は、大型徊かい獣じゆう・蛇の王バジリスクの巣としても知られる地だ。

　人の目の届かぬ無法の地。

　しかし徊獣以上に危険視すべきは、他ほかならぬ人間の襲しゆう撃げきだろう。

「具体的には、あの仮面の男の一派ですわ」

　乗務員キヤビン・クルーさながらに、高リ級ム仕ジ様ンバス内でシスベルが声を張りあげた。声に力が漲みなぎっているのは、ここに帝国部隊四人が同席しているからに違いない。

「敵は多くないと予想しますが精せい鋭えいです。彼らは、わたくしの身み柄がらを拘こう束そくしようと画策しているはず。それを──」

「耳にタコができる」

　革かわ張ばりのシートに座っているジンが、呆あきれ声。

「一昨日は俺らのホテルで。昨日はお前の泊とまってるホテルで。一度で十分なのに二度も聞かされて、これで三度目だ」

「そ、それだけ重要な話ではありませんか！」

　むっとした表情でシスベルが言い返す。

「昨日一昨日は互たがいに質問責めでした。そのお復さ習らいですわ」

「ネビュリス皇おう庁ちようの裏切り者だろ。現女王の王政を転てん覆ぷくさせて、帝てい国こくとの全面戦争を望む連中とかいう」

「そ、そうです！」

「だが現実的に、俺らはその話の真しん偽ぎを確かめようがない」

　魔女シスベルの言葉を一方的に流す、帝国軍人ジン。

「極きよく端たんな話、お前こそが王政転覆を狙ねらう裏切り者の可能性だって捨てきれない。どのみち、敵の事情には一切関知しない。ネビュリスの女王は、俺たちからすれば敵の親玉だ」

「…………」

「下手に関かかわれば俺たちが帝国司令部に疑われる。その危険リスクを負う気はない」

「……ええ。そうでしょうね」

　皇庁の第三王女が唇くちびるを嚙かみしめる。

　その背後で。

「至し極ごく、正論」

　運転席に座る老人が、ぼそりと呟つぶやいた。

「我々の交こう渉しようは信しん頼らいに基もとづくものではなく、戦略的互恵トレード。ゆえに我々が提供する情報も、貴官らの護衛に関わるものに限定させてもらう」

　王女の付き人シュヴァルツ。

　白しら髪が交じりの頭とう髪はつを綺き麗れいにととのえた老人で、着こなす黒スーツは細身で皺しわ一つない。老ろう獪かいという言葉がピタリと似合う男だ。

　今はバスの運転手として振ふる舞まいつつ、仮か面めん卿きようの追っ手に目を配っている。

　……燐リンと同じ従者か。

　……シスベルが王宮で唯ゆい一いつ信しん頼らいしてるっていう。

　ただし決定的に違ちがうのが戦力。アリスの護衛も兼けん任にんする燐に対して、この老人シュヴァルツの星せい霊れいは戦せん闘とうに不向きという。

「お嬢、これは商取引ビジネスです。感情をこめる必要はありません」

「……わかってるわシュヴァルツ」

　シスベルが深呼吸。

「とにかく言いたいのは、わたくしを狙う刺客の排はい除じよを任せましたということです」

「隊ボ長ス。そういうことでいいな？」

「え？　あ、う、うん！」

　シートに座る女隊長が、慌あわてて姿勢を正した。

「だ、だけどこれきりですよ！　これが終わったら二度とアタシたちに関わらないで！」

「もちろん。でもその間は頑がん張ばってもらいますわ。わたくしたち、今だけは国境を越えた親愛なる取引相手ビジネスパートナーなのですから」

　満足そうに頷うなずくシスベルが、優ゆう雅がにバス内を歩いてくる。

　そして。

「というわけでイスカ、わかってますわね」

「はい？」

「今日からあなたはわたくしの部下ですわ！」

　ミスミスとイスカの間──

　そこに割りこむかたちで魔ま女じよの姫ひめが勢いよく座りこんだ。腕うでを伸のばして、こイちスらカの腕をからめとるように抱だきついてくる。

「これぞ星の運命。わたくしたち、きっと良い主従関係を結べることでしょう」

「……ええと」

「この先、どんな困難をも共に解決していきましょうね」

「僕、護衛だろ」

　自分はいつから部下になったのだろう。

　取引相手ビジネスパートナーだと言うのなら、なおさら関係は対等であるはずなのだが。

「あら、そうでしたね。これは失敬」

　わざとらしい。

　明らかに知ってて言ったといわんばかりの悪戯いたずらっぽい笑顔のシスベルだが、気のせいか、妙みように肌はだと肌の距きよ離りが近い。

　薄うす地じのワンピースを通じて、少女シスベルの胸の感かん触しよくがぎゅっと押しつけられている。小ぶりながらも確かに感じる圧力と柔やわらかさ。

　じーっと。

　熱っぽい潤うるんだ瞳ひとみで。

「あなたさえよければ、いつでもわたくしの部下になって頂いて良いのですよ？」

「ちょっと待った────────！」

「反対反対、音ネ々ネはぜ────ったいに反対！」

　音々とミスミスの怒ど号ごうが、バスに轟とどろいた。

「な、ななななにを言ってるのこの魔女！　イスカ君はアタシの部下だもん！」

「あら。あなただって魔女でしょうミスミス隊長？」

「イスカ兄は音々の仲間だもん！　勝手に奪うばおうとしたってだめだから！」

「今はわたくしも仲間ですわ。何も問題ありません」

　睨にらみあう三人。

　ただし、先に退ひいたのはシスベルだった。

「……というくらい心強いということですわ。ご覧のとおり、わたくしの味方はシュヴァルツだけなので」

　そこに疑問の声は出ない。

　シスベルの身分も目的も、第九○七部隊は関知しない。それがジンの提案で、ミスミス隊長も承しよう諾だくした。

　……帝国司令部に疑われないためだけど。

　……結果として、シスベルは正体を隠かくしたままでよくなったわけか。

　第三王女シスベル──

　イスカが知っている彼女の目的は、大きく二つある。

　一つは、母である現女王の命を守ること。

　二つ目は、国家転覆をたくらむ裏切り者を洗いだすこと。彼女の星霊ならば時間をかければ可能だろう。

　それを知るのは自分イスカのみ。

　ミスミス・ジン・音々はあえて「聞かない」ことを選せん択たくした。

　……たぶんジンの判断が正解なんだ。

　……僕がアリスとの関係を三人に伝えられないのも、同じ理由だから。

　皇庁と繫つながった帝国人は、極きよつ刑けい。

　使イ徒ス聖カという代わりのきかない人材でさえ終身禁固刑なのだ。機構司令部は裏切り者に対して一切の容よう赦しやがない。

「しかし今日も暑いですわね」

　手を団扇うちわのようにパタパタと扇あおぐ、魔女の姫。

「ここに来るときも散々でしたが、砂さ漠ばく横断は過か酷こくですわ。アリスお姉様ならさっと冷やせるのでしょうが」

「ん？」

「ああい、いえいえ！　何でもありませんわ！」

　耳ざとく聞きつけたジンに睨まれて、慌ててシスベルがそっぽを向く。

「イスカ、あなたは平然としているようですが」

「暑いよ。でも冷れい房ぼうも効いてるし、あと……」

　暑い暑いと言うシスベルは、自分に密着するのを止やめる気はないのだろうか。なにしろバスの座席はいくらでも空いているのに。

「……涼すずしい席に座ったらどうかな」

「それは嫌いやですわ」

　プイッと顔を背そむけてしまう。

　まるで子供みたいな仕草で、改めて考えると、自分イスカは彼女の年ねん齢れいを知らない。

　見た目の比ひ較かくなら音々より一つか二つ下だろうか。




〝キミ、何歳なの〟

〝いま十六。今年で十七〟

〝あれ？　じゃあわたしの方が一つ上だったんだ〟




　……そういえば。

　……アリスとそんなやり取りもしたことあったっけ。

　アリスの妹が隣となりにいる。

　始祖の血脈。純血種。女王の娘むすめ──

　和平交渉のための人ひと質じちには最適な相手だ。イスカが戦場で死しに物もの狂ぐるいに探し続けてきた魔女が、こんな無防備に身体からだを寄せてきている。

　……帝国軍人の立場で彼女を拘束することは全然おかしくない。

　……でもダメだ。隊長の魔女化を隠すシールがいる。

　シスベルはその交渉相手。

　そう。だから──

　これは「仕方ない」ことなのだ。情が移ったわけではない。

　自分の手で脱だつ獄ごくさせた少女をもう一度捕とらえる。この護衛の件の後に戦場で出会えば、それもありえる。

　アリスと同じ。戦場で出会えば、戦う以外に選択肢みちはない。

「シスベル、はっきり伝えておくよ」

　力をこめて、隣の少女をじっと見つめた。

　あらゆる柵しがらみを断ちきるつもりで。

「この護衛が終わったら僕らは無関係だ。戦場でぶつかれば敵同士。わかってるね」

「もちろんですわ」

　力強く頷く少女。

　ただし、なぜか嬉うれしそうに声を弾はずませて。

「護衛が終わったら──裏を返せば、その護衛期間はわたくしの味方であると。その決意の表れですね！」

「…………」

　逆効果だ。

　はっきりと距離を置くはずが、うまく言い返されてしまった。

「────いいんです。護衛の間だけで」

「シスベル？」

「……感謝しているのは本当です。あなたがいてくれて、本当によかった」

　消え入りそうな声。

　イスカ以外の誰だれ一人ひとりとして、ミスミス隊長も音々もジンも、魔女の姫の振りしぼった心ことばを聞いた者はいなかっただろう。

　声ではなく。

　触ふれる肩かたと肩とを通じた微かすかな振しん動どうとして、それは伝わってきた。

「約束は守ります。王宮まで着くことができたら星せい紋もんを隠すシールを必ずさし上げます。だからお願い、わたくしを守ってくださいね……」

「────」

　弱った。これは不ふ可か抗こう力りよくだ。

　こんなことを言われてしまえば、こうして身を密着させてくることも無下に断れない。少なくとも護衛の間は、彼女にはその権利がある。

　……不安で仕方ないんだ。

　……今のこそが本心なんだろ。それはわかってるよ。

　ただし、イスカにしがみつく護衛主シスベルを左右から見つめるミスミス隊長と音々の目つきは、何やら険悪になっている。

　あまりに鋭するどい眼光に、自分イスカの方が怖こわくなってくるほどだ。

「いや、だからこれは不可抗力で……」

　小声でそっと呟つぶやいて、イスカは溜ため息いきをついたのだった。




　　　　　　　２




　砂漠を抜ぬけた先の幹線道路ハイウエイ。

　点在する中立都市を結ぶ道を、あえて遠回りするルートで走り続けること四時間。

「お嬢じよう」

「…………」

「お嬢、起きてください」

「────ひゃっ!?」

　運転席から老人に呼ばれて、すやすや寝ね入いっていた少女が跳はね起きた。イスカの隣の席から立ち上がるや、我に返ったように車内を見わたして。

「え、ええと……もう国境に？」

「ＨＷＯハイウエイオアシスの駐ちゆう車しや場です。長ちよう距きよ離りの循じゆん環かんバスを利用する客に向けた、ホテルとレストランの混在施し設せつとなっております。お嬢が利用するのは初めてですな」

　車外──

　すっかり夜に染まった空を指し、従者シュヴァルツが運転席から立ち上がった。

「ゾア家の目を避さけるため、皇おう庁ちようへの最短ルートではない道を選択しています。夜の幹線道路ハイウエイは危険が付きもの。徊かい獣じゆうの群れが車道にやってくることもありますゆえ、今夜はこのＨＷＯハイウエイオアシスで明かすべきかと」

「賢けん明めいよシュヴァルツ。それにお腹なかも空すいたし」

　駐車場のすぐ先。

　シスベルが目を向ける先には、レストランの看板が街灯に照らされている。

「行きましょうイスカ。レストランがたくさんありますが、何にしますか？」

「僕ら護衛だし、君が選んだお店についていくよ」

「まあ！」

　イスカの手を（無理やり）握にぎった魔ま女じよの姫ひめから、感極きわまった声。

「わたくしについてくる。つまり一いち蓮れん托たく生しよう。これはもう、わたくしの部下になるという告白の表れですわね！」

「……寝てる間にずいぶん元気になったみたいで」

「はい。おかげさまで熟じゆく睡すいできました。これもあなたのおかげですね！」

　ぐいぐいと手を引っ張ってくる。

　隣で寝息を立てていた時はあんなに可か憐れんで儚はかない印象だったのに、いまはすっかり気き丈じようなお嬢様といった雰ふん囲い気きだ。

「元気になったなら、そろそろ手を離はなしてくれると──」

「それはダメですわ」

　言わなきゃよかった。

　イスカが後こう悔かいしたくなるくらい、再び腕うでをぎゅっと絡からめて密着させてくる。

　と。その横で──

「これは任務これは任務これは任務これは任務これは任務……」

「隊ボ長ス、おい隊ボ長ス。どす黒い殺意がもれてるぞ」

「これは護衛これは護衛これは護衛これは護衛……」

「おい音々、お前まで影えい響きようされてどうすんだ」

　ギラギラと血走った目の二人。

　魔女よそものに向けられた「イスカにそれ以上近づくな」という圧力が痛い。あいにく当のシスベルがそうした気配に鈍どん感かんなため、一向に気づく気配がないのだが。

「どこのレストランにしましょうか」

　イスカの腕にしがみついてくる魔女の姫。

　護衛という関係のはずだが、まるで年上の兄に懐なつく妹のような恰かつ好こうだ。

「あ、そうですわイスカ、お近づきの証あかしに、わたくしの好物をあててみて下さい。それを本日の夕食にしましょう」

「シスベルの？」

「ふふ、困ってらっしゃいますわね。少し難しいですし、ならば三さん択たく問題でも」

「……パスタ」

「え？　う、うそ。大当たりですわ!?」

　シスベルが驚おどろきで口を半開きに。

「なぜわたくしの好物がパスタとわかったのです!?」

「勘かんだよ」

　やっぱり姉妹しまいか。

　内心の微び苦く笑しようを隠かくしながら、夜の駐車場を歩いていく。

　……そういえばアリスはどうしてるんだろう。

　……とっくに皇庁に戻もどってるだろうけど、アリスも対応に困ってるんじゃないか？

　皇庁は一枚岩ではない。

　それはネビュリス女王の娘たちさえも、だ。




〝あの子は、アリスの妹じゃないのか？〟

〝妹よ。だけど……女王になれるのは一人だけよ〟




　姉妹は互たがいに牽けん制せいしあっている。

　アリスは、帝イ国ス兵カとの幾いく度どもの邂かい逅こうを妹シスベルに知られたくない。

　シスベルは、帝てい国こくにひそむ裏切り者を探さぐっているため姉アリスを警けい戒かいしている。

　それを──

　敵の自分イスカだけが知っている。何という皮肉だろう。実の姉妹なのに、将来の女王候補の競争相手だからこそ伝えられないとは。

　……僕が気にすることじゃない。

　……それは敵の内情だ。帝国兵がそんなの気にする必要はない。

　ただそれだけ。

　姉妹の好きな食べ物が同じだったとしても、そこに姉妹の見えない絆きずなを感じたとしても、自分が情を抱いだいてはいけない。

「あら？　どうかしましたかイスカ。溜息なんてついて」

「そういう気分なんだよ……」

　そっぽを向いて、イスカは魔女の姫にそう応こたえた。
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　ネビュリス王宮「星の塔とう」。

　その一角にある私室『鐘シオンの宝石箱』のバルコニーから夜空を眺ながめることが、アリスの就しゆう寝しん前の楽しみだ。

「……今日も終わっちゃうのね。あっという間に」

　黒の天球に、宝石箱をひっくり返したように星々が煌きらめいて。

　数えきれないくらいの星座と、天から地平線へ落下するように流れていく流れ星。

「っ、寒い……」

　身に沁しみる寒風。

　薄うすい寝ね間ま着きだけを羽織った身に、冷たい夜風が突つきささる。全身の肌はだが粟あわ立だって思わず身み震ぶるいしてしまう。

　……でもいいの。

　……頭の中が澄すんでいく気がするから。

　バルコニーの手すりに寄りかかって、息をつく。

「あの子シスベル、今ごろ何をしてるのかしら……」

　女王が護衛二名を遣つかわせたのが昨日のこと。早ければ今晩中、あるいは明日の明け方に独立国家アルサミラに到とう着ちやくするだろう。

　それまでシスベルはほぼ無防備。

　付き人のシュヴァルツでは心こころ許もとない。帝国の殲滅物体オブジエクトのようなものが再び派は遣けんされれば、命の危険もある。

　……いえ、それ以上にゾア家ね。

　……皇庁の裏切り者って容疑で、妹シスベルを拘こう束そくしにかかる方が現実的だわ。

　異い端たん審しん問もんは三血族の権限だ。

　ルゥ家、ゾア家、ヒュドラ家のいずれかが国家反逆罪に問われた時、それを「自じ浄じよう」、すなわち血族を捕とらえるのが王家の義務。

「でもまだよ。それは最後の一線だもん。まだ妹シスベルは白黒ハッキリしてない灰色だから、迂う闊かつには動けないはず……」

　ゾア家は絶対の機を逃のがしている。

　それは数日前、シスベルとイスカが接せつ触しよくした瞬しゆん間かんだ。

　あの時に現行犯で囚とらわれていれば、アリスも女王も、妹シスベルを庇かばうことはできなかっただろう。




〝シスベル君？　隣となりに立っている少年は誰だれかな〟

〝待ってください仮か面めん卿きよう！　わたくしは帝国に寝返ったわけではありません〟




　あの場は、帝国軍による殲滅物体オブジエクトが結果として幸いした。

　仮面卿が身を退ひいたのも、他国の地で騒さわぎが拡大すればゾア家の不利益になると判断してのことだろう。

「でもシスベルへの疑ぎ惑わくは残ったままね。わたしがゾア家の立場なら、次は──」

「アリス様」

　寒風の舞まうバルコニーに、家政婦姿の燐が現れたのはその時だった。

「就寝前にかかわらず申し訳ありません」

「どうしたの？」

「客人です。お断りをしてよろしいでしょうか、という確かく認にんで参りました」

　この時間に？

　バルコニーから見わたす皇庁の繁はん華か街がいも、既すでに半分ほどの家屋から明かりが消えている。当のアリスも、今はあられもない寝間着姿だ。

　高級な絹の生き地じごしに、桃もも色いろの素す肌はだが淡あわく透すけるくらいの薄地である。

「断っていいわ。こんな夜ふけに王女わたしを訪ねる非常識者に会う気はないの。……ちなみに、念のために訊きいておくけど誰かしら」

「仮面卿です」

「…………………………待って」

　その制止まつたをかけるのに、どれだけ気をすり減らしたことだろう。

　頭が重い。

　聞くんじゃなかった。やはり名前なんて聞かずに断ってしまえばよかった。

「……燐、あなたどう思う？」

「嫌いやがらせの天才ですね。あの男は」

　従者の少女は、嫌けん悪お感かんを隠そうともしなかった。

「アリス様は王女である前に一人の淑しゆく女じよ。こんな夜ふけに部屋を訪おとずれるのは甚はなはだ非常識で、ゾア家の看板がなければ、私が背中を蹴けりつけてやるところです」

「その通りね」

「しかし仮面卿の言い分も予測できます。『それだけ急を要する面会なのだよ』と、こう展開してくるでしょう。実際、何かしらの話を用意しているはず。もちろんアリス様には断る権利がありますが」

「……断ったら、わたしが今夜ぐっすり眠ねむれなくなりそうね」

「はい。そこまで読んだ上での来訪いやがらせと思います」

　果たして仮面卿はどんな話を持ってきたのか。

　どうせ悪だくみの類たぐいだろう。それを悶もん々もんと考えてしまって寝不足になる自信がアリスにもある。ならば今夜のうちに聞いてからぐっすり寝たい。

　……なんてわたしの思おも惑わくまで読まれてそうね。

　……ゾア家きっての策さく謀ぼう家かだし。

「仕方ないわね。燐、お茶とお菓か子しの用意をなさい。わたしの分はいらないわ」

　返事を待たずに踵きびすを返す。

　バルコニーから自室のリビングへ。

　厚手のガウンを取りだして羽織って肌を隠しつつ、テーブル前の席へ腰こしかける。

「アリス様、ではご案内します」

　燐が扉とびらを開いていく。

　そこに、普ふ段だんと何一つ変わらない仮面と黒服を身につけた男が。

「これは失敬。うら若き乙女おとめに対し、礼れい儀ぎを欠いた真ま似ねであることは平に謝らせて頂くよ」

「乙女たち、ですわ」

「ん？」

「燐もです」

「おお、これは申し訳ない。そうだね、燐君も立派な乙女だ」

　扉の向こう側──

　通路に立ったまま、ゾア家屈くつ指しの手しゆ腕わん家かは、アリスの部屋に一歩たりとも踏ふみ入れようとしなかった。

「ああ、なに、こんな夜に異性の部屋に入るのは慣れていないのさ。アリス君はそのまま座っていてくれたまえ。燐君、お茶の用意も不要だよ」

　なんとも太ふて々ぶてしい。

　こんな夜ふけの来訪でこちらの神経を散々逆さか撫なでしつつ、一方で、さも自分が紳しん士し然とふるまう偽ぎ善ぜん者ぶりまで計算され尽つくしている。

「それで、何のご用でしょう」

「妹君について。女王陛下と今の今まで話しこんでいたところさ」

「……シスベルですか？」

　予想できていた話だ。

　逆に、あまりに正直すぎて裏があるのではと疑いたくなるが。

「率そつ直ちよくに聞こう。シスベル君が帝国と通じている可能性があることは、ご存じかな」

「いいえ」

　迷わない。

　そして噓うそは言っていない。妹が帝イ国ス兵カと一年前に因いん縁ねんがあったことは事実だが、アリスは、それが帝国との共きよう謀ぼうでないことまで知っている。

　対してゾア家は、妹と帝国の共謀という容疑を捏ねつ造ぞうしたいはず。

「あの子が帝国と繫つながっている？　それはどういう意味でしょう」

「私としても残念極きわまりないことだが、事実だよ。シスベル君は、独立国家アルサミラで帝国兵の一人と接近していた」

「……それで？」

「女王陛下は、その可能性はありえないと仰おつしやった」

「当然です」

　母が頷うなずくわけがない。

　愛まな娘むすめを守るため、昨日のうちに密ひそかに護衛も遣わせているのだから。

「むろん私も、シスベル君の容疑は濡ぬれ衣ぎぬであってほしいと思う」

「本心で？」

「もちろんさ。しかし容疑は容疑だ。これを晴らすにはシスベル君が、自らの潔白を証明しなければならない。今のままでは王家の信しん頼らいが失われてしまいかねないからね。そこで一刻も早くシスベル君の帰き還かんが求められる…………だが」

　仮面から漏もれる、無念そうな吐と息いき。

「もぬけの殻だった」

「……何がですか」

「妹君は、既に独立国家アルサミラにいないようだよ。これは先ほど女王から直々に伝え聞いたことだ」

「不思議ではありません。女王おかあさまもその可能性は考えていましたわ」

　アリスにとっても想定内だ。

　帝てい国こくの殲滅物体オブジエクトに襲おそわれたこと、イスカとの接触を仮面卿に見られたこと。

　その二つを嫌きらったシスベルが、従者シュヴァルツとともに周辺国へ身を隠かくすのは理に適かなっている。

「それで仮面卿は何を仰りたいのです？」

「シスベル君と同行している者がいるのではないか。それが今夜の本題だ」

　コツッ、と。

　硬こう質しつな仮面を指先で弾はじくように叩たたくのは、この男の癖くせの一つだ。それも相手に無理難題を押しつける時の得意芸──

「帝国軍さ」

「っ！」

「シスベル君が帝国兵と二人きりで密会していたのは、私と部下あわせて五名が目もく撃げきした。そして私に現場を見られてすぐ、シスベル君は行方ゆくえをくらませた。そこに帝国軍の協力があると考えるのは至って合理的解かい釈しやくだろう？」

「ありえませんわ」

　アリスの心に噓うそ偽いつわりはない。

　……シスベルは帝国軍に捕らえられていたのよ。それを助けたのがイスカ。

　……帝国軍には、あの子は恨うらみしかないはずだもん。

　だが知ってるのはアリスだけ。

　そして都合の悪いことに、アリスが事実を話しても証しよう拠こがない。

　ゾア家にとって、この「誰も真実を語れない」状じよう況きようは、ルゥ家にあらゆる容疑を被かぶせる最高の機でもある。

　女王聖別儀礼コンクラーヴエでルゥ家を振ふるい落とす、下げ克こく上じようの機。

「いずれにせよシスベル君の容疑はさらに深まった。自ら雲くも隠がくれしたのだからね」

「……女王にも、同じことを話したのですね」

「そう、女王は断れなかったよ。状況が状況だからね」

　何を──

　そう訊たずねるまでもなく、仮面卿が口の端はしをつりあげた。

「シスベル君の捜そう索さく隊を編制する。ゾア家とルゥ家の合同でだ。ゾア家の責任者は、私。そしてルゥ家は」

「わたしにやれと？　今宵こよいの訪おとずれは、それを伝えに来たのですね」

「そう。仲良くシスベル君を捜さがそうじゃないか」

　これで仮面卿は、公おおやけにシスベル捜索の大義名分を得た。

　合同捜索の理由もわかりやすい。

　……わたしを責任者に据すえるのは、姉わたしが妹シスベルの行き先を最初に摑つかむという読み。

　……その情報をこちらにも渡わたしてもらう。という示し唆さね。

　つくづく癪しやくにさわる。

　この男の前でなければ溜ため息いきの一つもつきたいところだ。

「承知しましたわ。話はお終しまいですか？」

「うむ。夜も更ふけたから頃ころ合あいだね。それではアリス君、燐君、良い夢を」

「──ええ」

　今日は夢見が悪そうね。

　喉のどまで出かかった反はん抗こう心をぐっと堪こらえて、背を向ける紳士を見送った。

「燐」

　従者が部屋の扉を閉めるのを待って。

　アリスは、堅かたく拳こぶしを握にぎりしめた。

「……わたし負けず嫌いなの。このまま主導権を握られっぱなしはご免めんよ」

「存じております」

「知ち恵えを貸して。ゾア家なんて、みんなまとめて青ざめさせてやるわ」




　　　　　　　４




　魔ま女じよの楽園。

　ネビュリス皇おう庁ちよう・第八州リースバーテン──

　皇庁の国境に隣りん接せつし、中立都市との交流も盛さかんなこの州は、多くの世界的文ぶん豪ごうが生まれたことで知られている。

　美しく整備された街並みと、穏おだやかな人の行き交かい。

　広場に面した喫カ茶フ店エのテラス席では、多くの女性たちが昼間の一時を満まん喫きつしている姿がある。

「どうしましたかイスカ」

　歩道を並んで歩くシスベルが、ふと立ち止まって見上げてきた。

「あの店が気になると？」

「……いや、どの国も喫カ茶フ店エの違ちがいはないんだなってさ」

　かたや機械仕じ掛かけの理想郷「楽園」。

　かたや魔女の楽園「ネビュリス皇庁」。

　機械文明と星せい霊れい文明。この二つは正反対のものとして語られるが、実際は、百年前まで帝国に住んでいた者たちが造反し、建国したのが皇庁だ。

　……文明の根っこは何も変わらない。言語も繁はん華か街がいも。

　……一番の違いは紙し幣へいくらいか。

　もう一つ。

　目に見えない違いがあるとすれば、この街並みを歩く者が若い少女から大人まですべて「魔女」であり「魔人」であるということだ。

　喫カ茶フ店エのテラスに立つアルバイトの少女さえ、帝国では魔女と恐おそれられる存在である。一見おっとりした彼女さえ、その気になれば、帝国兵を圧あつ倒とうする脅きよう威いの星霊術を使える可能性がある。

　……百年前の帝国はそれが日常だったんだ。

　……星霊使いの少女が、一いつ般ぱん人の彼氏に激げき怒どして星霊術を見み舞まう事件もあった。

　並の人間は抵てい抗こうのしようがない。

　そして命に関かかわる負傷を負った当事者からすれば、そんな彼女はもはや恋こい人びとではなく、獣けものより危険な「魔女」に見えたことだろう。

　だからこそ帝国は、それを危険視して星霊使いを迫はく害がいした。

　それも一つの史実である。

「……こんな簡単に、帝国兵ぼくが国境を越こえて大だい丈じよう夫ぶなのかな」

「ですから申しあげたでしょう。わたくしがいれば心配いりませんわ」

　男女共用の上着トレーナーに帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶったシスベルは、さらに伊だ達てメガネまでかけての変装ぶり。

　イスカは薄うす地じのシャツ姿。

　こちらも中立都市でよく見られる軽装で、二本の星せい剣けんは持ち歩いていない。帝国人と思われる要素はゼロだろう。

「ここ第八州リースバーテンの国境は、優ゆう秀しゆうな検問官をそろえています。わたくしとシュヴァルツの顔を見て、ピンと来ない者はおりません。当然に顔パスです」

「顔パスさせる検問官って優秀……？」

「ちゃんと王女の血統証も提示しましたわ。わたくしが王女であると証明されれば、後ろの護衛まで確かく認にんするのは野や暮ぼというものです」

　シスベルと従者シュヴァルツの身分証明はできる。

　隊長ミスミスも、幸か不幸か、魔女化したことによって星せい紋もん審しん判ぱんを通過できる。残りのイスカと音々とジンは、国境検問所チエツクポイントを通過する瞬しゆん間かんまで冷や汗あせものだった。

「万が一、僕らの星紋審判を要求されてたら」

「わたくしが怒ど鳴なって退かせていましたわ。王女の護衛を疑うなど検問官失格でしょう。もちろんバレれば大おお騒さわぎでしたが……」

　シスベルが帝国兵を招き入れたことが発覚する。

　知られれば、現女王ははの体制さえ危あやうくする大事件に至っていただろう。

「わたくしだって必死なのです。一刻も早く王宮にたどり着く。今の王宮は怪かい物ぶつの巣。女王を放置しておけません」

　シスベルの何気ない応こたえ。

　だがそこには、イスカが初めて聞くものがあった。

「怪物？」

　聞き慣れない単語だ。

　蛇の王バジリスクのような大型徊かい獣じゆうをそう喩たとえることもあるが、女王の住まう王宮にそんな獣が徘はい徊かいしているとは想像しにくい。

　魔女や魔人を意味する隠いん語ごだろうか？

「……そういえば、まだ話してませんでしたね」

　歩道を歩くシスベルの小声。

　が、帽子を目深にかぶった少女は、おずおずと首を横にふってみせた。

「いえ失言でしたわ。護衛とは別の話です」

「わかった」

「……ところで、朝から歩きっぱなしで少し疲つかれました」

　小こ柄がらな魔女の姫ひめが立ち止まった。

　歩道のずっと先にあるケーキショップ、その看板を指さして。

「あそこまで歩いたらお茶にしましょう」

「帝国兵ぼくが入っても構わない？」

「皇庁の街並みを見ておきたいと言ったのはイスカではないですか。ここが中央州なら話は別ですが、第八州リースバーテンのごくごく一般的なお店であれば」

「帝国兵ぼくに知られたって問題ないわけだ」

「そういうことですわ。帝てい国こく人が皇庁を堂々と見学するなんて、これが初めてでしょうね。興きよう味み津しん々しんでしょう？」

　イタズラっぽく笑えむ王女。

「さすがの元使徒聖あなたも、実際の街並みを見るのは初めてでしょうし」

「そうだね」

　イスカの首しゆ肯こうのぎこちなさに、シスベルが気づく気配はない。

　……絶対思いもしないだろうなぁ。

　……自分の姉アリスに攫さらわれて、僕が、第十三州アルカトルズに捕ほ虜りよとして来たことがあるなんて。

　皇庁への渡と航こう経験はある。

　しかしホテルの王族専用賓客室プレジデンシヤルスイートに軟なん禁きんされた状態で、まだイスカは皇庁の都市というものをほとんど知らないのだ。

　……ミスミス隊長、音々、ジンはその知識が十分ある。

　……僕を助けるために第十三州アルカトルズの街中で数日間じっと過ごしてたから。

　知識がないのはイスカ一人。

　だから三人と従者シユヴアルツを部屋に残して、自分イスカは外を歩いているというわけだ。

「いざという時に、皇庁このくにのことを知らず地の利を取られたとあっては洒落しやれになりません。何でも訊きいてください」

「じゃあ幾いくつか。街に、星霊エネルギーの検出器は？」

　帝国の都市には備えつけられている。

　星霊部隊の刺し客かくが入りこんだ時に、その侵しん入にゆうを感知するためだ。

「ありますわ。ただし帝国と目的が違います。微び弱じやくな星霊エネルギーではなく、大きな力に対してのみ作動する警報機器です」

「帝国兵の侵入を警けい戒かいするわけじゃないんだ？」

「それは国境検問所チエツクポイントの仕事です。第八州リースバーテンもかつての諸外国を属国化したものですから、星霊使い以外もたくさんいます」

「じゃあ何のために？」

「……帝国だって、銃じゆうを犯罪に悪用する者がいるでしょう？」

　魔女の姫の苦笑い。

　あえて直接の返事を避さけたのは、それで自分イスカには十分と踏ふんだからだろう。

「星霊術を使った犯罪を感知するため？　強ごう盗とうとか器物損壊とか」

「ええ。強力な星霊を宿した者のすべてが真人間とは限りません。今は数も減りましたが、昔はそうした犯罪者が後を絶ちませんでした。そういう犯罪者を捕とらえる監かん獄ごく塔とうがあちこちにあって、特に有名なのを挙げるなら」

「第十三州アルカトルズ？」

「さすが元使徒聖。皇庁の知識も豊富ですのね」

　感心した面おも持もちのシスベル。

「悪名高い犯罪者を、わたくしたちはあえて『魔女』『魔人』という呼び方をしています。特に最悪中の最悪なのがサリンジャーという魔人ですが──おっと。これは完全に蛇だ足そくでしたね。ついつい話しすぎてしまいますわ」

「…………」

　超ちよう越えつの魔人サリンジャー。

　まだ記き憶おくに新しい名に、イスカはこくんと息を吞のんでいた。




〝第三次統合トライステージ『人と星霊の統合』〟

〝この星で、自らの力でそこに到とう達たつした者はわずかに二人。いずれも正しよう真しん正しよう銘めいの化け物だ。だが必ずや俺は到達する〟




　あの意味を推おしはかる気はない。

　どれだけの力を誇ほころうと、既すでにあの男はアリスの指揮で身み柄がらを拘こう束そくされた。そう知っていたからこそ──

　シスベルの次の言葉に、イスカは耳を疑った。

「いま皇庁わがくにでは、その魔人サリンジヤーを追つい跡せきするために警務隊が全州で警邏パトロール中なのです」

「……何だって？」

「つい先日のことですわ。その魔人サリンジヤーが脱だつ獄ごくを仕掛けたのです。それ自体は、たまたま第十三州アルカトルズに居合わせたアリスお姉様が取り押さえるのに成功した。けれど取り押さえたはずの男は、星霊術で作った分身だったそうです。気づけば牢ろう獄ごくはもぬけの殻から」

「…………」

「だから皇庁わがくには警戒態勢なのですわ。わたくしたちにとっても逆風。なにせ、そこら中に警務隊が目を光らせているわけですから…………あら。イスカ？」

　口早に喋しやべり終えたシスベルが、きょとんと瞬まばたき。

「どうかしました。何か気になることが」

「……色々ね。ただ、僕らが考えなくちゃいけないのは目先のことだろ。中央州までどうやって進むのか」

「そうです。ここからが本番ですわ」

　変装用メガネのレンズ越ごしに。

　第三王女の瞳ひとみが、ゆっくりと緊きん張ちように染まっていく。

「国境検問所チエツクポイントを通過したことで、わたくしの現在地は王宮にも伝わっているはず」

「仮か面めん卿きようにも？」

「はい。王宮へ向かう途と中ちゆうでの妨ぼう害がいが考えられます。もちろん、わたくしとしては多少の妨害くらいなら強きよう行こう突とつ破ぱするつもりです。王宮にさえたどり着けばいい」

　灯ともしびの星せい霊れいで、裏切り者をあぶり出せる。

　シスベルが独立国家へ向かったことを仮面卿に漏もらした通つう謀ぼう者をだ。




〝仮面卿っ!?　な、なぜこの地に……〟

〝ただの休きゆう暇かだよ。何もおかしいことはない〟




　容疑者は二人。

　それも王家の者だとシスベルは言うが、イスカも具体的な名前は聞かされていないし、皇おう庁ちようの血の争いに深入りする気もない。

「もう一つ訊いていい？」

「何なりと」

「君の家族は、君の味方じゃないのか？」

　仮面卿という男が、王宮でどれだけの権力を誇っているのかは不明。

　だが姉アリスならば──

　たとえ仮面卿に狙ねらわれようと、アリスに守られていれば手を出してくるとは考えにくい。

　……僕とアリスの関係は明かせない。

　……こんな曖あい昧まいな言い方しかできないけど、趣しゆ旨しは伝わるはず。

　姉の庇ひ護ごを受けるべきではないか？

　そう暗に伝えた言葉に対し、妹は、自じ嘲ちようの笑みを浮うかべただけだった。

「わたくしが信しん頼らいできるのはお母様だけですわ。アリスお姉様を、わたくしはまだ信用できません」

「わかった」

「……少し、長話が過ぎましたね」

　シスベルが足を止めてふり返る。

　歩道のずっと後方。目指していたはずのケーキショップも、話している間にはるか後ろに通りすぎてしまっていた。

「戻もどりましょう」

「あのお店まで？」

「いえホテルまでです。従者シユヴアルツを待たせていますし、あなたの部隊も帰りを待っている頃ころでしょう。ケーキは我が慢まんしますわ」

　踵きびすを返す。

　通ってきた道をまっすぐ後戻り。

「……ふぅ暑い。歩きっぱなしで汗あせがたくさん。帰ったらお風ふ呂ろに入らなくては」

「その帽ぼう子しが暑いんじゃない？」

「ええ。髪かみの毛が蒸むれて大変です。こういう時は殿との方がたの短い髪が羨うらやましいですわ」

　帽子の鍔つばをほんの少しだけ持ち上げて、シスベルが溜ため息いき。

　そして。

　イスカの腕うでにしがみつくように自分の腕を絡からめてきた。ごくごく自然に。まるでデート中のカップルのようにさりげなく、だ。

　彼イスカの腕に、小ぶりな胸を主張するように精せい一いつ杯ぱい押しあてて。

「ああ楽ちん。このままホテルまで行きましょう」

「この恰かつ好こうで!?」

「これも作戦です。まさか警務隊も、一国の王女がこんな大だい胆たんなデートを装よそおってるなんて夢にも思いませんわ。……ねえイスカ？」

　とびきり可愛かわいらしい声で。

　にっこりと満面の笑みを浮かべた少女が、思わせぶりなまなざしで。

「わたくし、まだあなたを部下にするのを諦あきらめてませんからね」

「雲行きがあやしいから早く戻ろう」

「あ、こら話を聞いてますか！　ねえイスカってば！」

　腕にしがみつくシスベルにそっぽを向いて、イスカは異国の地を進んでいった。










　　　Intermission　『だれのもの？』
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「あの子が見つかった!?　第八州リースバーテンですって!?」

　激しく宙を舞まう水しぶき。

　イルカが水面から跳とび上がるような勢いで、アリスは、乳白色の湯が満ちる浴よく槽そうから立ち上がった。

「ちょ、ちょっとアリス様！　私の服が濡ぬれちゃいますってば！」

　水に濡れたタイルを蹴けって、あわてて後退するのは燐リンである。

　今まさに主アリスへ最新情報シスベルのことを報しらせた当人だ。

「私の服ぅ……」

「一大事でしょ。わたしも今すぐお風呂から上がるから、着き替がえたら話をお願いね」

　浴室を出て、鏡を前にする。

　湿しつ気けで曇くもった鏡に映るアリスの肌はだは、ほんのりと桜色。濡れそぼった裸ら身しんに濡れた髪が張りつく艶あでやかさは、一枚の絵画のように芸術めいた美しさである。

「……王女って面めん倒どう。こんな時でも肌を気にしなくちゃいけないの？」

「鏡を見て心配なさらずともお綺き麗れいですよ。ええ、それはもう羨ましいくらい」

　燐のまなざしはアリスの肌──ではなく。

　腕組みするアリスの胸むな元もとだ。

　アリスの交差した両腕にずっしりとのしかかる、豊満な二つの膨ふくらみ。腕組みで下から押し上げられながらも、大きくて丸い形はしっかり保ったまま。

「実にお見事です」

「何について言ってるのかしら？」

「いいえ何にも……はぁ。ほんとご立派ですねアリス様のは……」

　ちなみに燐本人はというと、腕組みしても乗っかるものがない。その悲しい個人差が、どうやら本人は気にくわなかったらしい。

「ほらアリス様、早くお着替えを」

「まってまって。ちゃんと水気を拭ふいてからよ」

　脱だつ衣い場へ──

　長い金きん髪ぱつにタオルをあてて水気を拭ぬぐう。

　燐が着替えを用意してくれる間に、肌の水すい滴てきをタオルで拭っていく。本来これは従者である燐の日課だが、そんな悠ゆう長ちように時間を過ごしてはいられない。

「いいわ。話してちょうだい」

「お伝えできることはごくわずかです。本日の正午前、皇庁の国境検問所チエツクポイントをシスベル様が通過されたとのことです」

「それで第八州リースバーテンに入ったのね」

　下着を穿はいて、寝ね間ま着きの袖そでに腕を通していく。

「あの子と従者シユヴアルツの二人？」

「そこに護衛らしき者たちが四人。シスベル様の話では、砂さ漠ばくを越こえるために独立国家アルサミラで傭よう兵へいを雇やとったとのこと」

「……妥だ当とうね」

　傭兵に守られながら砂漠を越えるのは賢けん明めいだ。

　仮面卿ひきいるゾア家が待ち伏ぶせしている可能性も、考こう慮りよしたうえだろう。

「安心したわ。女王おかあさまの遣つかわせた護衛とすれ違ちがった理由もわかったし、無事だったのね」

「はい。遅おそかれ早かれ中央州へ戻ってこられるでしょうが、女王様としては第八州リースバーテンでシスベル様を保護したいとのことです」

「わたしが？　でも余計な同行者がついてくるわよ」




〝シスベル君の捜そう索さく隊を編制する。ゾア家とルゥ家の合同でだ〟

〝仲良くシスベル君を捜さがそうじゃないか〟




　アリスの単独捜索は許されない。

「あの子を見つけても、仮面卿が隣となりにいたら面倒よ」

「血族の招集です」

　燐の返事は速すみやかだった。

「女王発令によるルゥ家、ゾア家、ヒュドラ家の血族協議が明日に行われます。ゾア家の二番手である仮面卿は会議への参加を免まぬかれません」

「……でも、それはわたしもじゃない？」

　当主と二番手が出席する血族協議。

　ルゥ家からは女王とアリスが出るのが最近の慣ならわしだ。仮面卿を足止めしようとしても、アリスも会議の参加は免れない。

「イリーティア様がいらっしゃいます」

「あっ！　そうよ、今ならお姉様が王宮にいるし、わたしが出なくていいじゃない！」

　さすがは女は王は。

　前回の女王聖別儀礼コンクラーヴエを勝ちぬいた手しゆ腕わんは、いまだ健在だ。

「明日いっぱいゾア家は動けません。アリス様にはルゥ家の実働隊エージエントを率いて第八州リースバーテンへ向かっていただきます」

「わかったわ。……正直まだあの子の気持ちがわからないけど、妹は妹だしね」

　妹の窮きゆう地ちには駆かけつけるべきだろう。

　明日の日の出に出発すれば、夕方には第八州リースバーテンへ到とう着ちやくする。

「わたしが助けてあげないと」




　が──

　この発言をすぐさま悔くやむことになる明日みらいを、アリスはまだ知らなかった。
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　ネビュリス皇おう庁ちよう、第八州リースバーテン。

　夜十時。

　ネオンの灯ともった繁はん華か街がいを一望する、皇庁企き業ぎよう系フェリックスホテル。富ふ裕ゆう層の観光客をはじめ、大企業も懇こん親しん会で利用する高級ホテル。

　その上階にある一室で。

「釈しやく然ぜんとしねぇな」

　格調高い年代物の家具と、最高級ソファー。さらには大型テレビジョンが並んでもまだ余よ裕ゆうのあるリビングで、ジンは椅い子すに寄りかかっていた。

「俺の人生史上ぶっちぎり一位の豪ごう華かさだ。これはいったい何の冗じよう談だんだっての……」

「落ちつかないね」

　応じるイスカは絨じゆう毯たんの上に寝ねっ転がっている。

　ソファーが豪華すぎて座っていても違い和わ感かんしかないのだ。こうして床ゆかに寝転がっていた方がまだ居い心ごこ地ちがいい。

　……僕の人生史上だと二番かな。

　……アリスと泊とまった部屋が一番で、あれは王族専用賓客室プレジデンシヤルスイートだって話だし。

　あの時は捕ほ虜りよだった。

　こうも豪ごう奢しやな部屋に客として泊まる経験は、イスカにとっても初めてだ。

「シスベルの部屋は９０２号室。僕らが左右の９０１号室と９０３号室。このホテルには自前で警報機もついてるし、そもそも星せい霊れい部隊が皇庁内で騒そう動どうを起こすことはまず考えにくいから……」

　寝っ転がっていた姿勢から起き上がる。

　イスカがふり返った目の前には、本来なら９０３号室にいるべきミスミス隊長と音ネ々ネが、険しい表情でソファーに座っていた。

「そういうわけだから、隊長も音々もそんな神経を尖とがらせなくても」

「違うよイスカ君」

「へ？」

「このアタシたちの警備は……」

「イスカ兄を守るためなの」

　ミスミスと音々、二人の声はいつにない殺意がにじみ出ていた。

「イスカ君に悪い虫がつかないように見張ってないとね」

　拳けん銃じゆうを握にぎりしめたミスミス。

　さらに隣の音々も、お手製の高性能手しゆ榴りゆう弾だんを両手に握りしめている。

「音々は嫌いやな予感がするの。あの魔ま女じよ、夜ふけにイスカ兄の部屋に忍しのびこんでくる気がする。わたくしには夜も護衛が必要ですわって」

「…………」

　否定できない。現に独立国家アルサミラで、イスカの部屋に彼女が一人で忍びこんできたこともあるからだ。

「でもそこ僕のベッドがわりのソファー……」

「だめ。イスカ兄のベッドは戦せん闘とう最前線。ここに踏ふみこんできたら音々がこの破は砕さい手榴弾で粉々にしてやるんだから！」

「アタシだって、イスカ君を守るためにこの拳銃で蜂はちの巣にしないと！」

　帝てい国こく軍人二人の顔は、本気だ。

　シスベルが夜中に入ってこようものなら、本気で迎げい撃げきするつもりである。

「ちょ、ちょっと二人とも落ちついてっ!?」

「アタシは本気だよ！」

「音々だって本気だもん！」
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　９０２号室。

　小さな常夜灯が灯った寝しん室しつ──

「…………」

　小こ柄がらな少女には余りある大きさのベッドの上、シスベルは無言で、薄うす地じのタオルケットにくるまっていた。

　タオルケットの下は一糸まとわぬ裸ら身しん。

　入浴後の濡ぬれた髪かみが乾かわききる前に、寝間着に着き替がえる力も残っておらず、倒たおれこむようにベッドに寝ころんだからだ。

　……まだ本国に戻もどってきただけではないですか。

　……なのに、なんでこんなに疲つかれているの。

　逃とう避ひ行こうとはこうも精神をすり減らすものなのか。

「ここからです。ここからが本当の駆け引きの始まりだから……」

　第八州リースバーテンへの帰き還かん成功。

　だが国境を越えた時点で、自分の居場所は知れわたってしまった。まずはゾア家の刺し客かく。おそらく「第三王女の保護」を掲かかげて捜索隊がやってくるはず。

　加えてルゥ家からも。

　第一王女イリーテイアと第二王女アリスリーゼの私兵がやってくるだろう。

「心を許してはだめ……信用できるのは女王おかあさまだけ。イリーティアお姉様とアリスお姉様、どちらかがゾア家と繫つながってるのは間ま違ちがいないのです」

　片方あるいは両方が裏切り者。

　その者は、自分が偶ぐう然ぜんに見てしまった「あの怪物」の仲間である可能性が高い。

　……保護という名分でわたくしを捕とらえて、口を封ふうじる気？

　……そうはさせるものですか！

　やられる前にやる。ルゥ家の裏切り者を暴あばいて女王に告発し、その者を幽ゆう閉へいするのだ。

　それで女王の命は守られる。

　……お母様はわたくしが守るのです。

　……始祖様の血を引く者として、あのバケモノに王家を渡わたしはしない！

　とくんとくん、と胸が早鳴る。

　極度の緊きん張ちようと昂たかぶりのせい？　針で刺さされたように心臓が痛い。従者シユヴアルツからは極度のストレスがもたらす精神的な痛みだろうと告げられた。

　どうかご自愛ください、と。

「いいえシュヴァルツ。あと少しなのです。あと少しの辛しん抱ぼうだから……」

　勝利条件は一つ──

　自力で王宮に辿たどりつき、裏切り者を暴くこと。

　敗北条件は三つ──

　長女イリーテイア、次女アリスリーゼ、ゾア家のいずれかの手先に捕つかまること。

　捕まればそのまま拉ら致ちされて、裏切り者によって幽閉か口封じされてお終しまいだ。だからこそ護衛がほしかった。

　本音を言えば──

　心の奥から悲鳴を上げるなら──

　一時の護衛ではなく、ずっと一いつ緒しよにいてくれる強い部下がいれば、どれほど心強いことだろう。




〝ねえイスカ？〟

〝わたくし、まだあなたを部下にするのを諦あきらめてませんからね〟




「…………」

　左胸に手をそえる。

　まだまだ膨ふくらみかけながらも、女性特有のやわらかさを帯びた丘おか。

　つい昼間のこと。

　自分は彼イスカの手にしがみついた。慣れない仕草で胸を押しつけて誘ゆう惑わくを試みた。

　彼が年とし頃ごろの異性だから。

　それは王女として恥はずべきこと。女王が見れば𠮟しつ咤たされている行こう為いだ。

　……でもお母様。

　……女王の「格」を最優先する点だけは、わたくしはお母様と別意見ですわ。

　矜恃プライドなんて二の次だ。

　この皇く庁にを守るためなら、少女としての精せい一いつ杯ぱいの色気で誘惑することだって厭いとわない。はしたないとか品格なんて気にしない。それを咎とがめるくらいなら、戦争で奇き襲しゆうを仕し掛かける方がはるかに下げ劣れつだと思う。

「わたくしはいいのです……薄うす汚ぎたない魔女と思われたって……」

　自分は、どんなに見下されたっていい。

　安い魔女と思われたって。

　……でもお母様。

　……わたくし本当は……抱だきつける人がいるのにほっとしているの……

　彼イスカと一緒にいることが嫌ではない。

「今は彼しかいないのです」

　腕うでに摑つかまって、体温を感じて。

　自分は心の底から安あん堵どできたのだ。

　最初の目的が誘惑だったとしても、抱きついている間は、そんな目的も忘れて無我夢中でしがみついていた。

　このまま彼と一緒にいられればどんなに頼たのもしいことか。そう感じてしまった。

「……あと二十四日？　二十五日？」

　イスカたち第九○七部隊から提示された護衛期間は、三十日。

　十分余裕がある。

　慌あわてなくていい。確実に中央州へ向かって、そして王宮に飛びこもう。

「どうか導いて。数あま多たの星霊たちよ──」




　星に願いを。

　祈いのりに言霊ちからが宿るなら、何度だって自分は祈りを捧ささげよう。










　　　Chapter.3　『姉妹戦争アリスだいばくはつ』
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　ネビュリス皇おう庁ちよう、第八州リースバーテン。

　美しく整備された街を朝あさ陽ひが彩いろどる。細やかな石いし畳だたみの敷しかれた歩道は通学中の少年少女で賑にぎわって、その隣となりの車道も通勤車で混雑している。

　……昨日も見て感じたけど。

　……帝てい都とのようなアスファルトじゃなくて、皇庁の路面は石畳なのか。

　中立都市の様相に近い。

　この地が、かつては独立国家であった頃ころの名残なごりである。

「イスカ。そろそろカーテンを閉めてください」

「ああ、そうだった」

　ホテル９０１号室、そのリビングからの光景をカーテンで遮しや断だんした。

　背後には、シスベルがソファーでくつろぐ姿。

　その横にはミスミス隊長と音ネ々ネがいて、どちらも絨じゆう毯たんにぺったりと腰こしを下ろしている。

「ずいぶん早い出発だな」

　テーブル脇わきの椅い子すに座るジンが、じろりと魔ま女じよの姫ひめを見つめた。

「シュヴァルツと言ったか。お前の連れはもうホテルにいない。そういうわけだな？」

「はい。先ほど中央州に向けて発たちましたわ」

　ソファーに座るシスベルが、小さく首しゆ肯こう。

　普ふ段だんはツーサイドアップにしている髪をまっすぐ下ろしている。それだけでぐっと印象が大人びて、イスカが驚おどろいて二度見したほどだ。

「彼シユヴアルツの星せい霊れいは隠おん密みつ行動に適しています。明日には中央州へ。そして明後日には女王への謁えつ見けんもかなうはずです。わたくしたちは彼からの連れん絡らく待ちですわ」

「俺が訊ききたいのは、女王への謁見とやらに成功した後のことだ」

　ジンの手には、狙そ撃げき銃じゆうの弾だん丸がん。

　いつ使う時がくる？

　その意図がこめられた無言の仕草だろう。

「考えられるのは二通りですわ。女王ならば自分の腹心を遣つかわすか。それがかなわずとも、わたくしたちを安全に手引きをしてくれるかと」

「後ろの『それがかなわずとも』ってパターンは、何が原因だ？」

「女王の行動に一つ一つ反対を挙げる者がいます。最初にお伝えしたとおり、ネビュリスの王家は一枚岩ではありませんから」

「仮面の男か？」

「これについては女王をよく思わない者の総意です」

「──で。俺らはここで待機か。どうやっても四日五日は待ちぼうけだな」

　ジンがテーブルに頰ほお杖づえ。

　その机上に敷かれているのは、ここ第八州リースバーテンの州地図だ。そこに赤インクで○が付いているのはホテルの位置である。

「二日おきに隠ホれテ家ルを替かえるぞ。同じ場所に潜せん伏ぷくするのは危険でしかないし、長期滞たい在ざいはホテル側にも怪あやしまれる」

「判断はお任せしますわ。帝国軍人あなたがたの得意分野でしょうし」

　シスベルが眼鏡を着用。

　度の入ってない変装用だが、イスカの目からは髪型と眼鏡だけでほとんど別人だ。

「手て筈はずどおり、わたくしとイスカは見張りに向かいます。場所は主要駅ターミナル。中央州から刺客が派は遣けんされるなら、この鉄道を利用すると思われます」

　刺客を逆に見つけてやれ、という攻せめ寄りの自衛戦法だ。

　そしてシスベルの「灯ともしび」の星霊ならば、刺客を一度見つけてしまえばその後いくらでも追つい跡せきが可能になる。

　ただし──

　仮か面めん卿きようの部隊は第九○七部隊イスカたちの顔ぶれを知っている。

「はいイスカ君。これかけて頑がん張ばってね」

　ミスミスからの紙かみ袋ぶくろ。

　中を開ければ、そこにはシスベルのものと似た変装用の眼鏡が。

「まさか僕も？」

「もちろん。イスカ君かけてみて……わっ似合う似合う！　音々ちゃん、どうどう？」

「イスカ兄かっこいいーーっ！　なんか頭良さそうだよ！」

「……あんま嬉うれしくない」

　渋しぶ々しぶとそう応こたえ、イスカは鏡の前で溜ため息いきをついたのだった。




　　　　　　　２




　第八州リースバーテン。

　主要駅ターミナル『南アルトリア』。

　広大な州のほぼ南なん端たんに位置するこの駅は、大陸鉄道を通じて中央州へと繫つながっている。主要駅ターミナルとしての機能だけではなく、ショッピングセンター、ホテルなど多くの施し設せつが複合的に組みこまれた建物だ。




『南アルトリアに到とう着ちやくです。お忘れ物のなきよう──』




「いくわよ燐リン」

「はいはい、これ重いからお待ちくださいアリス様」

　車両から飛びおりるアリス。

　それを追いかけて、一ひと抱かかえはあるキャリーカートを引っ張るのが燐だ。

「あの子を見つけなくちゃ」

「急ぎすぎですよ。今もう夕方ですし、今日のところは空いてるホテルを見つけないと。今後の拠きよ点てんになるわけですから」

「あら、まだホテルを決めてなかったの？」

「……予約する前に、アリス様が列車に飛び乗ったせいですからね。ホントはこの一本後、真夜中の到着だったんですから」

　ぐったりした燐。そんな彼女が着ているのは家政婦のエプロンではなく、珍めずらしくも外出用の外着パーカーだ。

　アリスは中立都市に出向く時のワンピースだが、こちらも髪かみを後ろで結ゆわえている。

　と──

「アリス様」

　別車両から降りてきた男女の実業家ビジネスマン二人が、通りすぎざまに耳打ち。

「私たちも到着しました。この主要駅ターミナルから各所に分散して捜そう索さくを開始します。次の列車で第二陣じんもすぐに到着する予定です」

「わかったわ。夜九時にわたしから参集をかけるから」

「承知」

　何事もなかったかのように去っていく。皺しわ一つないスーツに身を包んだ男女だが、彼らはアリスに同行する女王の実働隊エージエントである。

　ごくごく自然に周りの旅行客に溶とけこむ彼らを見送って。

「……あの子、もう別の州に移動してたりして」

「国境検問所チエツクポイントでの発見が昨日です。シスベル様がその気ならとっくに第八州ここを抜ぬけて隣の州に移動されているでしょうね」

　だが捜索は、あえてここ。

　そうするよう命じたのはネビュリス女王その人だ。

「お母様は、シスベルがここに留とどまるだろうって予測したのね？」

「はい。娘シスベルが知ち恵えを絞しぼるならここで息を潜ひそめ、従者シユヴアルツを連絡役として王宮に遣わせるのではと仰おつしやっていました」

　シスベルからすれば、王宮は敵対勢力の巣そう窟くつ。

　城の状じよう況きようがわからないまま本人が近づくより、まずは従者を斥せつ候こうとして向かわせるのが無難。それはアリスも頷うなずける。

「もちろん、ここにいたとしても見つけるのは大変です。この州だけでも何十万人という人口がいるわけですし」

　キャリーカートを後ろ手にする燐。

　主要駅ターミナルの出口へ。駅舎内にずらりと並ぶテナントを見わたしながら──

「アリス様の妹です。身内として行きそうな場所に心当たりは？」

「それがわかったら苦労はしないわ」

　大げさに肩かたをすくめて返事。

「あの子、いつも部屋に閉じこもってたじゃない。好みだってちっともよ。ケーキが好きなのかプリンが好きなのかも知らないわ」

「そこを持ち前の強運で何とかしてください。中立都市でどこぞの剣けん士しとあれほど連続で出会い続けた力で」

「イスカは偶ぐう然ぜんよ」

　出会いたくて出会える力があるのなら、とっくに妹に対して使ってる。

　そもそもイスカとだって。

　……わたしが会いたいのは戦場だもん。

　……なのに出会うのは中立都市とか、戦場以外の場所ばっかりだし。

　強運どころか大ハズレだ。

　星の運命は、ことごとく自分アリスの思おも惑わくをからかうように働いている。

「でもそうね。シスベルがどのお店に立ち寄るか考えるのも一興かしら。これだけ広いと頭を使って捜さがさないといけないし」

　旅行客で賑わう商業店てん舗ぽをじっくりと見比べる。そんなアリスが指さしたのはフレッシュジュース店の看板だった。

「あそこよ！」

「え。本気ですかアリス様……」

　燐の疑うたぐり深いまなざし。

「どの主要駅ターミナルにもあるジュースバーです。果物をミキサーで搾しぼって提供するだけで、あの店にシスベル様が向かう理由がありません」

「喉のどがかわいたからよ」

　そんな燐を手招きして、颯さつ爽そうとジュースバーへと歩きだす。

「このビルは人通りが多くて蒸むし暑いし、空調のせいで乾かん燥そうしてるわ。すっきり爽さわやかな果物で喉を潤うるおしたくなると思うの。さあ現場検証よ。ついでにわたしたちもジュースを飲むべきだと思うの」

「……単にアリス様が飲みたいだけじゃ」

「だから、あの子もそう考えるかなって思ったの」

　数人が列に並んでいるジュースバーだが、やはりというべきか妹はいない。

「あら残念。ハズレね」

「いるわけがありません。それで、アリス様は何のジュースにされますか？」

「そうね……」

　リンゴで味を調ととのえた栄養満点グリーンスムージー。

　しっとり豆乳ときな粉を混ぜたバナナジュース。

　産地採れたての苺いちごを贅ぜい沢たくに使ったストロベリーシェイク。

　どれも美お味いしそうだが、アリスの狙ねらいは普ふ段だんなかなか飲む機会のない庶しよ民みん派ジュース。ずばり、生クリームがたっぷり載のった特製メロンソーダである。

「決めたわ。ねえ燐、わたしは──」

「すいません、このメロンソーダとストロベリーシェイクを一つずつ」

「……え？」

　アリスでも燐でもない。

　ひょいっと列に並んだ黒こつ褐かつ色しよくの髪の少年が、迷ってるアリスたちの前で声を上げたのだ。黒くろ縁ぶち眼鏡をかけた大人しそうな顔つき──

　イスカに似た顔と声。

　そんなことをぼんやりと眺ながめていたアリスの目の前で、ジュースを受けとった少年が、踵きびすを返してふり向いた。

　そして。

「……………………あれ」

「……………………あら」

　目と目があった。

　変装用の眼鏡をかけた帝国少年イスカと、こちらもお忍しのび用に髪を結わえた第二王女アリスリーゼが。

「って、やっぱりイスカじゃない────!?　何よその眼鏡！」

「アリス!?　なんでここに」

　妹を捜していたのに、見つかったのはなぜか帝てい国こく人であるイスカ？

　そんな彼を指さして燐が吼ほえた。

「貴様、なぜ我が国に……あの砂さ漠ばくの地にいたはずではなかったのか。それがよくもまあヌケヌケと！」

「…………」

「どうした、その変装を見破られて声も出ないか」

「どちら様？」

「……わ、私だ！　……ああもう、こうすればわかるだろ！」

　下ろしている茶ちや髪ぱつを、両手で結わえるように燐が持ち上げる。

　髪型がガラリと違ちがう上になんといっても家政婦のエプロンではない。イスカにはまるで別人に見えたのだろう。

「どういうことかしらね」

　イスカを頭から靴くつ先さきまで眺めまわす。

　特にその眼鏡。イスカの目が悪いとは思えないし、中立都市にいた時もかけてなかった。変装以外に考えられない。

　……あらあら、でも眼鏡も悪くないわね？

　……顔立ちが大人しいから知的に見えるし……って違うわ、そうじゃないのよ！

　ひそかに我に返るアリス。

　そう、変装しているという事実が問題なのだ。

　帝国兵として侵しん入にゆうしたという自覚があることの示し唆さに他ほかならない。

「帝国の任務？　だとすれば見過ごせないわ」

「ち、違うって！　待ったアリス、誤解だ！」

　両手にジュースを抱かかえたままイスカが後ずさる。

「これは帝国の任務じゃない。むしろ僕の意志じゃないっていうか、その」

「なにが違うのよ」

「えと……だから、ええとだから、ああ」

　言いよどむイスカ。

　もちろんアリスとしても追つい及きゆうの手を緩ゆるめる気はない。皇おう庁ちように侵入した帝国人は重罪だし、その意図も気になる。

「話は主要駅ターミナルの外で聞くわ。イスカ、わたしと一いつ緒しよに──」

「アリス様」

　イスカに迫せまったアリスの、背後。

「わざわざ我々をお待ち下さっていたとは。光栄です」

「ただいま到とう着ちやくいたしました」

「は、はいっ!?」

　不意の名指しに、思わず声が裏返った。

　──女王の実働隊エージエント二人。

　灰色のスーツで揃そろえた若い男女の二人組が、目の前に。

「アリス様、その者は？」

　横に並ぶイスカを見やる実働隊エージエント二人。対するイスカも、ただならぬ気配を感じとったのか口元を引きしめた。

　なんという間の悪さだ。

　……ちょうどイスカを問いつめようとしていたのに。

　……実働隊エージエントに見られるのはわたしがまずいわ。

　イスカは帝国兵だ。

　そしてアリスが「なぜこの場で彼を帝国人と断定できたのか」ということが知られれば、今度は自分にまで嫌けん疑ぎがかかる。

「ええとあの、そう！　道案内よ！　この彼が主要駅ターミナルで迷子になっちゃったそうで、それで最も寄よりの出口を教えてあげてたの」

　背に腹は代えられない。

　奥歯を嚙かみしめ、アリスはイスカの背中を手で押しやった。あっちに行け、と。

「ほら。もう道はわかったでしょ」

「え？　あ、うん」

　ぽかんとしながらも、イスカが足早に逃にげていく。

「見てのとおりよ」

「なるほど。これは失礼いたしました。我々がお声がけする間が悪かったですな」

　スーツ姿の男女二人組が、恭うやうやしく頭を下げる。

　周りから見ればアリスが社長令れい嬢じようで、この二人が会社の部下に見られるだろう。王家の実働隊エージエントとは思われまい。

「手て筈はずどおりお願いね。夜九時に参集をかけるから。最低一人は動けるように」

「畏かしこまりました」

　雑ざつ踏とうのなかに潜もぐりこむ王家の遣つかい。

　彼らが完全に見えなくなるのを待って、アリスは燐に目配せした。

「燐」

「はい。帝国剣けん士しは八番出口の方に向かいました。両手にジュースを持っているので走ることはできないはずです」

「ジュースの数も大事よ。イスカの仲間があと一人いることになるわ」

　出口に向かって小走り。

　もう一人は帝国部隊の仲間だろう。中立都市で出で会くわした女隊長ミスミスだとは思うが、だとすれば接しにくい相手だ。




〝卑ひ怯きよう者ものっっっ！〟

〝イスカ君に何をしたの！　この都市がどんな場所かも知っててこんな卑怯な真ま似ねを〟




　彼ミ女スにとってのアリスは、中立都市で部下を襲おそった卑ひ劣れつな魔ま女じよのまま。

　あの時の誤解は解けていない。まだ自分は恨うらまれたままだろう。

　……悔くやんでられないわ。

　……たとえ彼ミ女スであっても帝国軍人の侵入を許すわけにはいかないの。

　見つけて拘こう束そくする。

　逃げるなら国境まで追いかけるし、抵てい抗こうするなら武力行使もアリスは躊躇ためらわない。

「アリス様、いました！」

　八番出口と記された主要駅ターミナルの看板の下で──

　落ちつきない表情で、あたりを忙せわしなく探さぐっているイスカの姿。

「奴やつめ、あんな目立つ場所で堂々と構えているとは。しかもご丁てい寧ねいにジュースを持ったまま。アリス様、いかがいたしましょう」

「……様子がおかしいわ」

　なぜ逃げない？

　イスカが全力で逃げに徹てつすれば、アリスはもちろん燐も追いつくことはできないだろう。

「誰だれかを待ってる可能性がありますね」

「ええ。むしろその二人目を人ひと質じちに拘束すべきね。誰か知らないけどイスカ以上に手て強ごわいとは思えないし」

　息を殺して物もの陰かげに隠かくれる。

　狙うのはイスカではない二人目──

　つまりは弱い方だ。その二人目を人質に取って、イスカに降こう伏ふくをうながす。そこまでを捕ほ獲かく作戦として脳のう裏りに描えがききった直後。

「イスカ」

　スキップ調で少女がやってきた。

　鮮あざやかなストロベリーブロンドの髪かみに、知的そうな眼鏡をかけた風ふう貌ぼうだ。アリスよりも幼げな顔立ちだが、その愛らしさは負けず劣おとらず。

「お待たせしましたわ。ジュース、ありがとう」

　にこやかな笑え顔がおの少女。

　髪を下ろして眼鏡をかけているが、その正体は妹シスベルだ。

「あの子!?」

　イスカの待ち人は妹シスベル？

　王女という身分でありながら、まさか帝国兵を国内に招き入れたというのか。

　……どういうことなの!?

　……これじゃ仮か面めん卿きようの推測どおりじゃない！

　根も葉もない空言だとアリスが思いこんでいた推測が、まさか。




〝シスベル君は行方ゆくえをくらませた。そこに帝国軍の協力があると考えるのは至って合理的解かい釈しやくだろう？〟




　話が違う。

　なぜシスベルが帝国兵を連れているのか、アリスもわからない。

　……あの子とイスカの関係は、一年前の一度きりのはずよ。

　……独立国家アルサミラで偶ぐう然ぜんに再会したけど、それ以上のものは無いって言ってたじゃない。

　だが現実に、妹は帝国兵を連れている。

　これはアリスが聞いた話だけでは説明がつかない。まだシスベルは、イスカとの関係で秘密があるのだろうか。

「これは……悩なやみますね」

　燐も、珍めずらしく眉まゆをひそめている。

「事実だけを見れば、仮面卿の言うようにシスベル様が皇庁を裏切ろうとしているように見えます。ですが、これはあまりにお粗そ末まつかと」

　イスカの顔は割れている。

　アリスが気づいたように、皇庁内でイスカが目もく撃げきされればこうして疑われるのが目に見えているだろうに。

「シスベル急ごう。早く！　見つからないうちに！」

「え？　ちょ、ちょっとどうしたのですイスカ。そんなに慌あわてて!?」

　二人が走っていく。

　主要駅ターミナルの外に出たところで歩行に切りかえたのは、シスベル側に動どう揺ようを疑われないためのイスカの譲じよう歩ほだろう。

「燐？　イスカは、わたしたちに見つかったって妹あのこに話すと思う？」

「できません」

　二人の後を追いながら、燐。

「『大変だシスベル、僕がアリスに見つかった』と正直に話してしまえば、シスベル様の返事はこうなります」




〝イスカ、どういうことですか？〟

〝変装したあなたを一目で見つけられるほど、お姉様とあなたは深い関係に？〟




　今度はイスカがシスベルに疑われる。

　だから喋しやべれない。

　イスカにできるのは主要駅ターミナルの外まで走ること。それ以上はシスベルに疑われる。

「好都合ですアリス様。あの帝てい国こく剣士は歩調をシスベル様に合わせている。このまま後ろから追いかけましょう」

「ええ。異論ないわ」

　尾び行こう開始。

　人で賑にぎわう歩道をイスカとシスベルが歩いていく。それを追いかけるのはアリスにも難しくない。難しくないのだが──

　なんだろう。この妙みような感覚は。

　夕暮れ時のせいで、茜あかね色いろに染まる二人がとても情緒的ロマンチツクに見えてしまうのだ。仲のいいカップルが並んでいるよう。それが気になって仕方ない。

　……なんなの、このイライラ感。

　……わたしは真ま面じ目めに尾行してるのに。妹あのこ、あんなにしちゃって。

　変化が起きた。

　妹シスベルが、イスカの持っていたジュースの片方を受けとったのだ。

「アリス様、シスベル様がジュースを！」

「……見ればわかるわ」

　ジュースを飲みながら、再び通りを歩いていく二人。

　そんな二人の間かん隔かくが近すぎるように思うのは、はたしてアリスの気のせいだろうか。

　近い。近すぎる。

　もう肩かたと肩が触ふれあうくらいだ。

「な、何よあの距きよ離り……！　近すぎるわ、相手は帝国兵なのよ!?」

「アリス様、ご覧ください！」

　燐が指さす先で。

　ジュースを先に飲み終えたシスベルが、彼イスカの腕うでに抱だきついたではないか。イスカの肘ひじに、己おのれの華きや奢しやな両手を絡からめてべったりと。

　彼イスカはまだジュースが飲みかけなので、それを拒こばめない。

「ちょ、ちょっと!?　イスカが困ってるじゃない、なのにあの子……！」

　遠目からも彼イスカが困っているのはわかる。

　妹シスベルはその反応を楽しそうに見上げるばかりで、一向に身を離はなす気配がない。

　何よりも、あの火ほ照てった微び笑しようだ。

　……あんなシスベルの顔、見たことないわ。

　……わたしにもお母さまにも見せたことない顔を！

　頰ほおが熱っぽいし、目も心なしか潤うるんでいる。それにこの夕暮れ時の雰ふん囲い気きも相まって、皇おう庁ちようの姫ひめと帝国人という雰囲気ではない。

　完全に恋こいする少女のソレである。

「…………」

　その姿に──

　アリスは、過去に体感したことのない身体からだの異変を感じていた。

　息が苦しい。

　さらには顔が火傷やけどしそうになるほど頰も熱くなってきた。身体の血が沸ふつ騰とうし始めたかのように汗あせも出てきた。

　理由はわからない。わからないが、あの二人から目が離せない。

「アリス様？　どうかなさいましたか？」

　きょとんと燐が顔を向ける。

　突とつ然ぜんに沈ちん黙もくした主あるじを不思議に思ったのに違ちがいないが、あいにくアリスに、従者に応じる余よ裕ゆうは残っていなかった。

　──イスカ、見てください夕ゆう陽ひが綺き麗れいですわ。

　夕陽を指さしてはにかむ妹。

　その微笑に、ますますアリスの鼓こ動どうが速くなる。

「アリス様？」

「ふーっ……ふーっ……！　うぅぅぅぅぅっっっっ！」

「ど、どうしたのですアリス様!?　怒おこった猫ねこみたいに息が荒あらいし、顔が真っ赤！」

「だって、これは一大事よ！」

　もう頭が真っ白になりかけている。

　冷静に事態を見つめることもままならないが、一つわかるのは、これが自分にとっての過去最大の屈くつ辱じよくであるということだ。

　奪われかけてる。

「イスカはわたしの好敵手ものよ。なのにあの子──」

「アリス様、ご覧を！」
















　燐のふるえる指先が示す先で。

　大通りの隅すみでイスカを呼びとめるシスベル。ふり返るイスカにいたずらっぽく微笑ほほえむ第三王女が、少しだけ背せ伸のびして指を伸ばした。

　イスカの頰。

　唇くちびるから離れたところにくっついたクリームソーダの泡あわを、あろうことかシスベルは己の指先でぬぐい取ったのだ。

　ハンカチでも紙ナプキンでもなく、自分の指先で。

　もちろん当のイスカも仰ぎよう天てんだ。顔を真っ赤にして何か早口で言っているが、その会話は遠くて聞こえない。

　……な、なな……なんなの公衆の面前で。

　……なんて羨うらやましい……じゃなくて、破は廉れん恥ちな！　イスカも驚おどろいてるじゃない！

　王女に許される行こう為いじゃない。

　あんなの以もつてのほか。女は王はが見れば顔を真っ赤にしていたことだろう。

「アリス様！」

　燐の悲鳴再び。

　はっとアリスが顔を上げた先で、イスカがあたりを見回している。おそらく自分たちの尾行を何となく察しているのだろう。

　だが燐が指さしたのはイスカではなく、その後ろにいる妹シスベルだ。

　イスカは背を向けているので気づかない。

　後ろのシスベルが、今しがた指先でぬぐい取ったクリームソーダの泡を見つめているということに。

　彼イスカに悟さとられないようにこっそりと──

　その指先の泡を、思いきったように自分の口元へ────

　まさか。

　いけない、それだけはだめだ。たとえ妹であっても見過ごすわけにはいかない。

「だめよシスベル、それは────」

　ぱくっ。

　掬すくいとった指先の泡を、第三王女が口にした。

　イスカの口元についていた泡。

　それを舐なめとった。彼イスカがふり返った時には、シスベルは知らんぷりしながらも満足そうに顔を赤らめて上目づかい。

　まさに恋する少女そのものではないか。

「────」

　その瞬しゆん間かん。

　アリスの中で何かが切れた。

　ぷちん、と音を立てて千切れおちていく。

　目の前の視界が真っ赤に染まる。沸騰しそうだった血がみるみる冷たくなり、指先のふるえもピタリと止まる。

　胸の鼓動も鎮しずまっていって。

「──────────────戦、争、ね」

「あ、アリス様……？」

「──────わかったわ」

　何かを感じとって青ざめる燐に、アリスは、とびきりの微笑で応じてみせた。

「燐。わたし理解したの。わたしの最大の敵は帝国じゃなかった」

「は、はい……？」

「ここで待っててちょうだい。すぐ済むから」

　ビル陰かげの燐を置いて大通りへ。

「今すぐ妹あのこを氷オのブ彫ジ像エにして宝石店に売りつけるわ。わたしのイスカに手を出した罪を、その身に刻んで──」

「刻んじゃだめですってば!?　アリス様、どうか正気に！」

　歩きだす寸前に。

　アリスは、後ろから燐に全力で羽は交がい締じめにされてしまった。華奢ながらも鍛きたえられた燐の腕はそう簡単に剝はがれない。

「は、離して燐！　ど、どこを鷲わしづかみにしてるの！　人前よ!?」

「こうしないとアリス様が止まらないからです！」

「だ、だってぇ……！」

　イスカが奪うばわれる。

　その危機を目前にして、アリスの頭はもうそれだけで容量超過キヤパシテイ・オーバーだ。

　妹の保護という女は王はからの命令？

　ゾア家との対立？

　女王聖別儀礼コンクラーヴエ？

　そんなのどうでもいい。すべてが些さ末まつに等しく思えるくらい、自分でも不思議なほど、目の前のことで頭がいっぱいになってしまった。

　……だって……だってイスカがいなくなったら……

　……わたしは何を生き甲斐にすればいいの!?

　帝てい国こくと戦うことは星せい霊れい使いの「使命」で。

　ネビュリス皇庁の姫として生まれ、女王聖別儀礼コンクラーヴエを争い抜ぬくことは「宿命」で。

　世界統一を果たすことは「責務」だ。

　やらなくてはいけない。

　星の運命の下もとに生まれた自分が、天命として預かり受けたもの────

　でもイスカは違う。

　アリスが自分の意思で決めたのだ。最大の敵であると選んだのだ。




〝和平交こう渉しよう。戦いを終わらせたい〟

〝僕が考えたのはネビュリスの直系を捕とらえることだった。ネビュリス王家も身内の危機には動どう揺ようが大きいと思った。嫌いやでも和平交渉に応じるしかない〟




　その大望はムリだ、実現不可能だ。

　だけど。

　そういう彼の信念と生き様に、惹ひかれてしまった。

　星霊使いの王女である自分が惜おしみなく全力と信念をぶつけられて、その上で決着をつけたいと思えた「敵」。

　……戦いの結果がどちらの敗北であっても構わないわ。

　……二人きりの戦いこそが大事なの！

　なのに。

　それが、よりによって目の前で奪われようとしている。

「ねえ燐」

「は、はい」

「妹あのことの決けつ闘とう、女王おかあさまは許してくれるかしら」

「ダメに決まってます!?」

「……くっ。無念よ。ここで眺ながめるしかできないなんて」

　歯を食いしばって堪こらえる。

　まだまだ胸の動どう悸きは治まらないが、それでも現実と向き合うことが大切だ。

「……そうね。ぎりぎり唇じゃなかったわ、ほっぺの泡。なら決闘は先送りかしら」

「なんの話ですか!?」

　しがみつく燐がこちらを見上げてきて。

「アリス様、一つ提案があります。私にあの二人をお任せいただけませんか」

「あなたが？　二人に接せつ触しよくするってこと？」

「はい。恐おそれながらシスベル様は、まだアリス様に不信感を抱いだいておられます。従者わたし一人で向かった方が、シスベル様との折せつ衝しようも運びやすいかと」

「…………」

　燐の目をまっすぐ見つめる。

　そして理解した。この目は、断固として譲ゆずらない目だ。アリスが何を言っても燐は腹をくくってしまっている。

「……わかったわ。わたしは主要駅ここで荷物番をしてるから。あなたに任せる」

「ありがとうございます、では！」

　風のように走っていく従者。

　その背を見送って、アリスはもう一度深呼吸をくり返したのだった。
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　主アリスは憤いきどおっている。

　そしてそれ以上に不安げだった。

「ああもう、アリス様、いったいどうなされたのです！」

　声をあげながら燐は路地を走り続けた。

　追いかけるのはもちろんあの二人。

　……あんなにも狼狽うろたえるアリス様は初めてだ。

　……怒おこりすぎて、どう対応すればいいのか自分でも混乱してらしたのか。

　主アリスの、帝国剣けん士しイスカへの執しゆう着ちやくには並々ならぬものがある。

　敵でありながらも「お気に入り」なのだ。

　幼少期から仕えているが、主アリスがそんな興味を抱いたのは彼一人。それを奪うというのは、妹であっても見み逃のがせるわけがない。

　アレが続けば、主アリスは間ま違ちがいなく爆ばく発はつする。

「こじれたな。シスベル様の確保で終わるはずだったのに……！」

　まずはシスベルと帝国剣士を引きはがす。

　問題はそこから先だ。今の怒いかれるアリスが妹と顔をつき合わせても、そのまま姉妹しまい戦争が勃ぼつ発ぱつしかねない。

「アリス様をなだめないと側近の私が一番困るんだ。わかるか帝国剣士！」

　主アリスが怒った時の鎮め方。

　それはなんと言ってもストレス解消である。

　一、甘いデザートを勧すすめる？

　──却きやつ下か。先のメロンソーダ事件を思いだして、再び噴ふん火かするだけだ。

　二、美術鑑かん賞しよう？

　──却下。この近くに美術館がない。そもそも今なら「妹を氷の芸術にしてやるわ！」と再び怒りだすおそれがある。

　三、よく寝ねる。

　──却下。さっきの場面を夢に見て再び爆発する未来しかない。

「全部ダメじゃないか！　ああもうっ、やはりこれしかないのか。お前にも責任をとってもらうぞイスカ！」

　苛いら立だちに奥歯を嚙かみしめながら、街の路地裏から表通りに飛びだした。

　そこを歩く二人組の目の前に。

「きゃっ!?」

「────燐っ！」

「お静かに。そして帝国剣士、貴様も黙だまれ」

　驚おどろきに目をみひらく第三王女へ一礼。ただし、まわりを歩く一いつ般ぱん人たちに怪あやしまれない程度に配はい慮りよしながら。

「お捜さがししました妹シスベルさま」

「……ずいぶん珍めずらしい恰かつ好こうですね、燐。あなたがそんな上着パーカーを着てるなんて」

　ストロベリーブロンドの髪かみの少女が、露ろ骨こつに顔をしかめてみせる。イスカに見せていた恥はじらいの微び笑しようがすでに影かげも形もない。

「シスベル様、こちらで何をしておいででしょう」

「見てのとおりです。諸そ州とを歩いて見識を深めるのも勉強。アリスお姉様が中立都市に足を運ばれるのと同じですわ」

「単刀直入に申しあげます」

　薄うすい眼鏡レンズごしに、燐はシスベルの目をまっすぐ見すえた。

「仮か面めん卿きようが、あなたを『ある容疑』で捜しておられます。心当たりは？」

「っ！」

　少女が肩かたをふるわせる。

　ただし燐が注目したのは、そこにイスカがすぐさま目を細めたことだ。燐の言葉に驚くのではなく警けい戒かいを強める反応を見せた。

　──つまり知っている。

　シスベルが狙ねらわれていることを当然と認にん識しきしている人間の反応。

　そのうえで魔ま女じよの姫ひめに同行する理由は？

　……帝国兵の護衛？

　……シスベル様、あなたは本当に、帝国に心を売ってしまわれたのですか？

　懐かい疑ぎは深まるばかり。

　ルゥ家に仕える燐としても見過ごせない。

「まず私もアリス様も、シスベル様に一いつ切さいの害意をもっておりません。ここに来たのも、女王の命を受けてあなたを保護しに来たためです」

「……嫌ですわ」

「嫌とは？」

「わたくしは保護を求めていません。わたくしの意思で王宮に帰き還かんするだけです。アリスお姉様にもそうお伝えください」

　姉からの施ほどこしは受けない。

　やはり姉妹の溝みぞは浅くない。

「では一つだけお訊ききします。これを直じかに聞くまで引き返すわけにはいきません」

「どうして僕がここにいるか。だろ？」

　応じたのはイスカ。

　シスベルを庇かばい立てする気か？　燐の目からはそう見える。

「それは僕の隊長に関係する」

「イスカ……!?」

「誤解は解いた方がいい。ここで黙ってても互たがいに疑われるだけだ」

「……あなたがそう言うなら」

　シスベルが迷ったように目を伏ふせる。

　だがすぐに、絞しぼりだすような擦かすれ声で。

「……わかりましたわ。わたくしから話します」

「アリス様をお呼びしても？」

「いえ。お姉様には後ほど伝えてください。ここはあなた一人で」

「承知しました。会話を録音し、アリス様にはそれをお聞かせします」

　後ろポケットに隠かくしていた小型録音器──

　それを目の前で起動させ、燐はあらためて第三王女に一礼した。

「どうぞシスベル様」
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　フェリックスホテル９０１号室。

　繁はん華か街がいを赤く染めていた夕ゆう陽ひが、ビルとビルの谷間に沈しずみきった時刻──

「ただいま」

　扉とびらを押し開いて。

　イスカが戻もどったそこには、待機していた部隊三人の姿があった。

「おかえりー……っ、どうしたの彼女!?」

　ミスミスが凝ぎよう視ししたのはイスカの背。

　そこにおぶわれた少女シスベルに、ミスミス隊長、音々、ジンの視線が集中する。

「ああ、彼女は少し疲つかれたみたいで」

　イスカがおぶっている第三王女。

　もとから小こ柄がらで華きや奢しやではあるが、今のシスベルはぐったりと弱りきっていて、イスカの背中にしがみつく力も残っていない。

「僕らの追っ手がいないかの見回りだったけど、慣れないことして疲れたみたいで」

「……ご覧のとおりですわ」

　ソファーに横たわる魔女の姫。

　──噓うそはついていない。

　ただし一つ言葉にしなかった事情がある。その見回りの最さ中なか、まさにシスベルが懸け念ねんしていた「女王以外の捜そう索さく部隊」と鉢はち合あわせしたことだ。

　……可能性自体はあったんだ。

　……僕らが尻尾しつぽをつかもうとして外に出て、逆に尻尾をつかまれる。

　シスベルの気疲れも長時間歩いたことの疲ひ労ろうではなく、燐との対話で慣れない交こう渉しようを強しいられたことによる。

「────すぅ」

「あれ。ねえジン兄ちゃん、この子寝ちゃったよ。相当疲れてたんだ」

　寝息を立て始めた魔女を指さして、音々が小さく苦笑い。

「どーしよ。イスカ兄が戻ってきたらご飯にしよって言ってたけど。音々たちだけ先に夕ご飯にしたら怒るかな？」

「十中八九な。こいつの鷹揚マイペースな性格からすりゃ、仲間はずれにされたら騒さわぎだすに決まってる。無難に過ごすなら待つほうがいい」

「もうっ。音々も隊長もお腹なかすいてるのにぃ……！」

　頰ほおを膨ふくらませる音々が、冷蔵庫から取りだすジュース。

「しょうがないから起きるまでジュース飲んで我が慢まんしよっと。隊長も飲む？　この部屋の冷蔵庫なんでもあるし」

「はいはい！　アタシはジンジャエール！」

「隊長、ジンジャエールこれで今日三本目だね。ジン兄ちゃんも飲む？」

「水」

　平常運転のジン。

　いまはテーブル脇わきの椅い子すに座って読書中。遠巻きに覗のぞくかぎり、どうやら皇おう庁ちようで発行された文ぶん献けんを読みふけっているらしい。

　そんな光景を眺ながめてから。

「ジン、もいっかい留守番頼たのんでいいかな」

「……外に出る気か？」

「廊ろう下かだよ。念には念を入れてホテルの中を見てくる。どうせ彼女そのこが起きないと何もできないし」

「一時間以内な」

　銀ぎん髪ぱつの狙そ撃げき手しゆに頷うなずいて、イスカは再び部屋を後にした。

　廊下へ。

　夕食時の人の行き交かいがあるが、彼らがイスカを気にすることはない。まさか帝てい国こく人が堂々と立っているなど思いもしないだろう。

　昇降機エレベーターで、一つ上の十階へ。

　広々とした廊下の先で、イスカを迎むかえ入れたのは茶ちや髪ぱつの少女だった。

「約束どおり一人で来たか。貴様の部隊は、残り全員が部屋に残っているな？」

「そうじゃなかったら大騒ぎするだろ」

「当然だ」

　燐が腕うで組ぐみ。

「シスベル様は？」

「疲れきって寝たよ。誰だれかさんの質問責めが応こたえたんじゃないかな」

「それが私の職務だ。さらに言えば、今度ばかりはシスベル様ご自身の身から出た錆さびだ。まさか帝国兵に護衛を依い頼らいされるとは……国民に知られたら大騒ぎだ」

　小声での独り言。

　そんな燐の唇くちびるから、呆あきれまじりの嘆たん息そくが伝ってこぼれた。

「お前のような使徒聖崩くずれの帝国人が、二度も我が国に立ち入るとはな」

「僕が望んだことじゃない。さっきシスベルが話しただろ」

「…………」

「むしろ帝ぼ国く側らは、彼女から報ほう酬しゆうを貰もらってすぐにでも国境の外に出たいんだよ」

　一時間前──

　シスベルから燐に伝えた事は三つだ。

　一、皇庁に戻るために護衛が必要だった。

　二、その最中に、星せい霊れい使いとなった帝ミ国ス隊ミ長スの存在を知った。

　三、星霊使いは同志。ゆえに護衛と見返りの交換条件トレード・オフをシスベルは提案した。




〝中立都市では、皇庁と帝国は不戦扱あつかいでしょう？〟

〝それを独立国家まで拡大解かい釈しやくし、一時的な休戦と交換条件トレード・オフを行っただけですわ〟




　これがシスベルの持論だ。

　その見返りにミスミス隊長の星せい紋もんを隠すシールを提供することも、燐を通じてアリスに伝わっていることだろう。

　……それは問題ないはずなんだ。

　……ミスミス隊長の魔女化はアリスも知っていて、その上で黙だまっているんだから。

　廊下を歩きだす、燐。

　昇降機エレベーターではなく廊下の端はしにある非常階段を指さして。

「シスベル様の護衛が、お前以外の帝国兵なら信じなかった」

「…………」

「私なりに、アリス様に進言したことがある」

　燐が階段を上がっていく。

　シスベルの部屋が九階で、二つ上の十一階へ。

「妹シスベル様の論は苦しい。どんな事情があろうとも、あの方が帝国部隊を雇やとい入れたことは王家の信用失しつ墜つい行こう為いだ。ゾア家の耳に入ればまずい」

「ゾア家？」

「…………口が滑すべったな。仮か面めん卿きようの一派の血脈だ」

　茶髪の少女がふり返る。

　二段先の階段から、アリスの従者は、珍めずらしく溜ため息いきをついてみせた。

「だから『知らんぷり』するべきです。私は、アリス様にそう意見を述べた」

「僕らを見なかったことにする？」

「我々は関知しない。シスベル様が誰を雇ってどこへ行こうが『知らんぷり』だ。自力で王宮にたどり着けば一件落着。それが失敗し、シスベル様と帝国部隊おまえたちの交換条件トレード・オフがバレた時には、罪はシスベル様一人で負ってもらう」

　アリスは、この件を女王には報告しない。

　あえて報しらせないことで、事態が明るみになった時には第三王女だけが罪を背負う。命の危機が迫せまったトカゲが、自ら尻尾を切り離はなすようなもの。

　……一年前の僕と同じか。

　……魔ま女じよ脱だつ獄ごく事件の時に、第九○七部隊みんなに教えなかった理由とまったく同じ。

　イスカの単独行こう為いにしたかった。

　自分の計画を一言でも話していれば、ミスミス隊長、音々、ジンも同罪で捕つかまっていたことだろう。

「ただしアリス様は、お前の口からも証言を聞きたいと言われている」

「覚かく悟ごしてるよ」

　拒きよ否ひ権けんはない。アリスがその気なら、イスカたち帝国兵はすぐにでも星霊部隊に捕とらえられてしまう。

「ここだ」

　非常階段から、再びホテルの廊下へ。

　その先にある部屋の前で燐が立ち止まった。

「入るのはお前一人だ」

「あれ燐は？」

「私か。ああ、ロビーに別働隊が待機している。アリス様がお前といる間、私はその時間稼かせぎを────って何を言わせる！」

「痛っ!?　ま、待ったナイフはずるい!?」

　刺さされた。

　袖そで口ぐちに隠かくしていたナイフで容よう赦しやなく燐が突つついてきたのだ。

「貴様、巧こう妙みような口ぶりでアリス様の予定を暴あばきだす気だな。見み損そこなったぞ、そんな姑こ息そくな手を使う奴やつだったとは！」

「勝手に話したのソッチじゃん!?」

「うるさい！……ああもう、貴様と話していると調子が狂くるう」

　ナイフの先で、部屋の扉を指ししめす従者。

「さっさとアリス様の部屋に入れ。そして尋じん問もんでも拷ごう問もんでも受けるがいい！」

「え。拷問？　今さらっと危ないこと言っただろ」

「一つ言っておこう」

　イスカの背中をナイフで突きながら、燐。

「なぜかわからないが、アリス様は今、大変にお気持ちが乱れておられる。平たく言えば、とても怒おこっている」

「え。どうしてさ……」

「知らん。だがここで大事なのは、なぜお怒いかりかという真理より、怒りを発散するための人柱の方だ。ちなみに私はご免めんだ」

「僕だって嫌いやだし!?」

「いいから行け。行って、アリス様の怒りを鎮しずめる犠ぎ牲せいとなれ！」

「ちょっと!?」

　開くドア。

　そのまま燐に背中を蹴けりつけられて、アリスの部屋に雪な崩だれ込んだ。

　──リビング。

　煌きらびやかな照明が照らす広々とした大広間。その一角にあたる豪ごう奢しやなソファーに座って、一人の少女が無言でこちらを見つめていた。

「…………………………」

　確かにおかしい。

　まず、アリスの振ふる舞まいからして普ふ段だんと違ちがう。

　ソファーの上で、両りよう膝ひざを抱かかえこむという子供のような座り方なのだ。

　いつもの彼女ならここで「よく来たわね」とでも言うはずが、こちらを見つめるばかりで何一つ言葉を発さない。

　眼光も見るからに強い。燐のいう機き嫌げんの悪さが、もう既すでに滲にじみ出ている。

　……まさかいきなり攻こう撃げきしてきたり。

　……星せい剣けんは置いてきてるし、星霊術を撃うたれたら僕は逃にげるしかないぞ。

　しかし落ちつけ。

　自分はそのアリスから呼びだされた身だ。彼女の妹に関かかわる話を聞きたいというのだから、いきなり攻撃される可能性は低い……と思いたい。

「あ、あの。ええと？」

「…………」

「燐に案内されたんだ。シスベルが話したこと、僕からも言げん質ちをって」

「いらない」

「え？」

　耳を疑った。

　今までに覚えのないほど投げやりな口調で、魔女の姫ひめがそう返してきたのだ。

「…………そうじゃないもん。呼んだ理の由ははソレじゃない」

　拗すねた子供のような、声。

　その意味をイスカが推おしはかる間もなく。

「どういうことなのっ！」

　張りつめた悲鳴を想おもわせる声が、リビングにこだました。

　鬼き気き迫せまる。

　今にも泣きだしそうな。それを必死に堪こらえているような、ふるえる声。

「……どういう……ことなの……！」

　金きん髪ぱつの少女が立ち上がる。

　その宝石のような紅玉ルビー色の瞳ひとみを、水面みなものように揺ゆらせながら。ネビュリス皇おう庁ちようの王女は、拳こぶしを握にぎりしめていた。

　だが、まだイスカには理解できない。

　怒っているのはわかる。けれど、何からもたらされた感情なのか。あの側近の燐さえもわからないと言っていた程ほどだ。

「どういうことって、何のことか僕にはわからない」

　また黙だんまり。

　だが今度は、アリスもおずおずながら口を開いた。

「昼間よ。あの子と一いつ緒しよに歩いていたでしょう」

「……シスベル？」

　こくんと頷うなずくアリス。

「わたし見たんだから」

「それは護衛の一いつ環かんだって燐から伝えただろ。主要駅ターミナルに二人で向かったのは偵てい察さつで、あの仮面卿とかいう男の一派がやってくるならこの駅だって」

　そして実際に間ま違ちがっていなかった。

　アリスもあの主要駅ターミナルを利用した。その読みに失ミ態スがあったとすれば、シスベルの無茶な注文だろう。

　……「ねえイスカ、喉のどが渇かわきましたわ」とか言いだすから。

　……あれが無ければアリスにも見つかってなかったのに。

　わからない。

　アリスが怒っている理由は何だというのだ？

「燐が言ってたし僕も内心はわかってる。今回のシスベルの提案は、本来ならどちらの国にとっても許されるものじゃない。怒ってるのはそれが理由……？」

「違うわ」

　魔女の姫が首を横にふる。

　まっすぐ佇ちよ立りつした姿勢。何かを言いたくて堪たまらないように唇くちびるを開きかけて、だが躊ちゆう躇ちよしたようにまた閉じてしまう。

「アリス。気分を害するかもしれないけど、僕だって言ってもらわなきゃわからない」

「…………」

　それからどれだけ待っただろう。

　アリスが息を吞のむ気配が、伝わってきた。

「…………一緒に歩いてた」

「はい？」

「妹シスベルと一緒に手を繫つないでたわ。わたしを差し置いて」

「だって護衛役だし」

　物々しい警備態勢など、逆に怪あやしまれるに決まっている。

　道を歩く時にはごくごく自然な振る舞いをするのも当然で、何よりこれはアリスの妹を守るための大事な行為だ。

　その姉が何か固こ執しつするようなものが、今の話にあっただろうか。

「……だ、だから！　キミね、前にも言ったけどもっと繊細さデリカシーを持つべきよ。キミのそういう部分が元はといえば……」

「？」

「いいわ、教えてあげる！」

　目にかかった前まえ髪がみをさっと払はらいのけて。

　氷ひよう禍かの魔女アリスリーゼが、こちらに向かって指を突きつけた。




「妹シスベルばっかりずるいわっ！」




　響ひびきわたる宣言。

「…………はい？」

　ぽかんと首を傾かしげたイスカの前で、アリス本人が一歩、また一歩と近づいてくる。

　こちらを指さしたまま。

「これは裏切りよ！」

「だから何のっ!?」

「わたしの好敵手ものっていう約束をしたのに、あの子の言いなりになるなんて！」

「言いなりにはなってないけど……だとしても護衛の件は、僕らも命がかかってるんだ。それが背徳行こう為いだとは思ってない」

　女隊長ミスミスの星せい紋もんを隠すための取引だ。

　あと五十日後、第九○七部隊は帝てい都とに帰き還かんする。その時点でシールを手に入れていなければ全員が捕つかまってしまう。

「で、でもわたしは納なつ得とくいかないもん！」

「逆に聞くけど、シスベルの護衛を今すぐやめる代わりに、アリスに例のものシールを要求したら渡わたしてくれる？」

「そ、それはムリよ。敵に塩を送るわけにはいかないわ！」

「なら仕方ないじゃないか」

「うぅ～～～～っ！」

「いや、そんな子供っぽい声で凄すごまれても……」

「……はぁ」

　盛せい大だいに溜ため息いきをついて、魔ま女じよの姫ががっくりと肩かたを落とした。

「世界でもキミくらいね。わたしが怒ってるのに動じないし、気き遣づかってもくれない」

「僕が気遣ったら変だろ。仮にも敵同士だし」

「ええ。だからワガママ言う気もなくなっちゃったわ……いいの。キミの顔を見てたら、少し気分も晴れたから」

　金髪の姫が大きく深呼吸。

　その表情から毒気が抜ぬけて、穏おだやかなまなざしへ。

「あとこれだけは言わせて。わたしが怒ってる相手はキミじゃないわ」

「そうなんだ？」

　じゃあ誰だれ──

　そう聞くのはやめよう。アリスが再び怒りだすかもしれない。

「じゃあシスベルにも怒ってないんだね」

「そのシスベルよ！　わたしがカンカンに怒ってるのは！」

「そっち!?　ちなみにどうする気さ」

「いい質問ね。それを今から決めるのよ」

　アリスが満足げに首しゆ肯こう。

　二人きりのリビングを見わたして。

「キミをここに呼んだ理由は証人喚かん問もんよ。ネビュリス皇庁の第二王女であるわたしには、下位の王女を裁く権利があるわ」

「……本当に？」

「王宮に戻もどってからそういう法律を作るわ。立法委員会を立ち上げて」

「無理やり裁く気じゃん!?」

「いいから協力して。早くしないと燐が戻ってきちゃうわ」

　アリスがリビングの中央に立って手招き。

　ガラス壁へきの向こうは漆しつ黒こく。夜の帳とばりが降りて、ホテル上階から見下ろす皇庁の街並みは、いくつもの灯ともしびに美しく照らしだされている。

「こほん。では改めて、イスカ」

「……なにする気？」

「昼間、シスベルがキミにしたことの確かく認にんよ。キミの唯一の好敵手ライバルとして、わたしはそれを知る権利があるわ」

　唯ゆい一いつという言葉を強調してから。

　唐とう突とつに、アリスがこちらに身を寄せてきた。

　リビングの広さからは不自然なほど近い距きよ離りまで歩み寄るや、有う無むを言わさずイスカの手を握りしめてきた。

「……い、一緒に手を繫いでいたわよね。こんな風に」

　ぎゅっと。

　情熱的なほど力いっぱい握りしめた掌てのひらから伝わる、少女アリスの体温。

「あ、あの……アリス？」

「う、動かないで！」

　反射的に手を振ふりほどこうとしたが、アリスの手がそれを許さない。

　イスカがまじまじと横顔を見つめているにもかかわらず、アリス本人は握ったイスカの手を見下ろしっぱなしなのだ。

　まるで手の感かん触しよくを確かめているように。

「な、なるほど。こういうことをしてたのね。妹あのこは」

「……見ただけでわかると思うけど」

「それは違ちがうわ。実際に体験してみないとわからないのよ。ええとその……キミの掌って、やっぱり堅かたいのね。剣けんを握る習慣だからかしら」

「怪しすぎる!?」

「違うわ！　これは立派な調査なの！」

　頰ほおを赤く染めながらアリスが否定。

　握にぎっていた手をようやく離はなした。と思いきや、今度は続けざまにこちらの肘ひじを摑つかんで、自分の両りよう腕うでをそこにくっつけてきたではないか。

　──昼間の妹シスベルとまったく同じ。

　まるで恋こい人びとの腕組みさながらに。

「次はこうしてたわよね。……ま、まったく破は廉れん恥ちだわ。それに罪深いわ。一国の王女が、よりによって敵の兵士と腕を組んで歩くなんて」

「……アリスもいま同じことを」

「わ、わたしは検証してるだけよ！　これは皇おう庁ちようの危機かもしれない。だからもっと入念に調べる必要があるわ」

「入念って？」

　火に油を注いでしまった。

　そのことにイスカが気づいたのは、それからきっちり一秒後のことだった。

「そうね、あの子はもっとキミに近づいてたはずよ！」

　腕を組みながらさらに密着。

　それだけではない。イスカの右腕にしがみつくように両腕を絡からめてきたのだ。体重をかける。自然と、腕にアリスの胸が押しつけられる。

「こ、こうよね……！」

　ふわりではなかった。

　ずっしりとアリスの双そう丘きゆうの感触が迫せまってくる。柔やわらかいのに重たい。イスカにとっては未知の物質に触ふれた手て応ごたえだ。

　……それに香こう水すい？　いい匂におい。

　……いやいやいや、これはどう考えてもよくない気がする!?

　妹シスベルも十分に刺し激げき的だった。

　しかし姉アリスは破は壊かい力が違う。なにしろ胸を押しつけられることで、アリスの豊かな胸の谷間に腕がすっぽりと挟はさみこまれているのだ。

　まるで包みこまれるように。

「ア、アリス……あの、ええと……何してるの……」

「い、妹の真ま似ねよ！　それ以上聞かないで！」

　もちろん本人アリスも自分の行動を理解している。

　氷禍の魔女と恐おそれられる少女が、顔だけでなく耳まで紅潮しきっているのだ。恥はじらいと躊躇ためらいに揺ゆれているのは間違いない。

　だが姉アリスは、踏ふみとどまろうとはしなかった。

「こ、これは不健全だわ。罪深いわ……あの子、こんなずるい……じゃなくて、破廉恥な真似を……」

「ならアリスも腕を離してってば」

「それはダメよ！」

　ピシャリと断られてしまった。

　子こ猫ねこが親にしがみつくように、必死にイスカにしがみついて離れない。

　そして気になる息づかい。

　近くにいるせい？　アリスの吐と息いきが妙みように甘くて、それに時折、荒あら々あらしくなるのは自分イスカの思い違いだろうか。

「……ぁ……はぁ………………んっ……」

「何してるのっ!?」

「ち、違うわ。これは緊きん張ちようなの！　キミという強大な敵がこんなに近くにいるんだもの。息だって緊張して荒くなるのが当然でしょ！」

「じゃあ手を離しなよ」

「それはダメよ！　も、もっと検証が必要だもん！」
















　再び断られた。

　ますます激しく、イスカの腕がなかば埋うまるくらい胸をおしつけてくる。そして不意に、イスカの耳元で囁ささやかれる小声。

「…………離すのは、いや」

「え？」

「な、何も言ってないわ！　ち、違うの。今のはその……そうよ、妹シスベルの気持ちになりきってただけだから！」

　アリスが大おお慌あわてで顔を上げた。

　大きな瞳ひとみが、熱を帯びてしっとりと潤うるおっている。彼女は敵だ────そう自覚しているイスカでさえ息を吞のむ、圧あつ倒とう的な美がそこにはあった。

「…………」

「…………」

　言葉がでない。

　腕と腕を絡ませて、身を預けてくるアリスの体温を微かすかに感じながら。その瞳から目が離せない。

　その理由が自分イスカにもわからないのだ。

　一方のアリスは、熱っぽいまなざしに躊躇いの色を浮うかべながら。

「あ、あのねイスカ。これは大事なことよ。好敵手ライバルならもっと深く知り合っ──」

「ご無事ですかアリス様！」

「ひゃんっ!?」

　勢いよく開かれた扉とびらの気配に、アリスが跳とびはねた。

　そこから飛びこんで来たのは従者の燐だ。

「ちょ、ちょっと燐!?　い、いま大事なところだったのに！」

「大事とは？」

「あ……」

　失言。

　そう気づいたアリスが、ようやく我に返ってあたりを見回した。

「な、何でもないわ。それより下のフロアに行ってたんじゃ……」

「やはり帝てい国こく剣けん士しと二人きりは危険と思いまして、大急ぎで駆かけつけてきた次し第だいですが……アリス様？」

　アリスの顔を、しげしげと見上げる従者。

「心なしかお肌はだがツヤツヤでは。さっきまであんなに土気色だったのに」

「そ、そうかしら……？」

　水を得たように潤って、真しん珠じゆのように透すきとおった肌。

　燐も年とし頃ごろの少女である。アリスの肌の変化をすぐに察した。この短時間に、まるで生気を与あたえられたように肌の煌きらめきが復活しているのだから。

「アリス様、何かあったのですか」

「……何もないわ！　なかったわ！」

　燐にじーっと見つめられて、アリスが明後日あさつての方にそっぽを向く。

「顔が赤いようですが」

「だ、だから気のせいよ！」

「……ふむ、アリス様、失礼を」

　アリスの額に手をあてる。

　そのまま数秒して、燐が目をみひらいた。

「いけない。とてつもない高熱ですアリス様！　長旅の連続で風か邪ぜをひかれたのでしょう。今すぐ休まれるべきです」

「ウソよ!?　そ、そんなことはないわ。違うの燐、わたしは元気で──」

「帝国剣士！」

　主あるじの声には耳もくれず、燐の怒いかりがイスカへと。

「アリス様が明らかに発熱しておられるのに、見て見ぬフリをした貴様の罪は重い！」

「誤解すぎるし!?」

「うるさい黙だまれ。そして女王様の実働隊エージエントが参集する時間だ。二秒で消え去れ！」

「僕を呼んだのはそっちだろ!?」

　ナイフを向ける燐から逃にげて、イスカは全力で部屋を飛びだした。

　……右腕、まだアリスの体温が残ってる。

　……って僕は何を考えてるんだ。あれは雑念だ、忘れなきゃいけないんだ……！

　まだ腕に残っている胸の感触。

　圧倒的な重さなのに柔らかい。押しつけられているのに不快じゃない。むしろ安らぎを覚えるような────

　そしてあの色っぽい息づかい。

「ああもうっ、だから違うんだって！」

　雑念を振りきろうと、イスカは無心で非常階段を駆け下りた。










　　　Intermission　『「女王暗殺計画」そして「女王捕ほ獲かく計画」』










　　　　　　　１




　ネビュリス王宮「女王の間」──

　天が夜空となる刻ときになろうとも、この大広間は朝と変わらぬ光に満ちている。

　昼は太陽光。

　夜は、その光を吸収して夜に輝かがやく月げつ晶しよう石せき。大広間の天てん井じようと壁かべと柱それぞれから朝あさ陽ひに負けない光があふれていく。

「遅おそくなりましたわお母さま」

「時間どおりです。問題ありませんよイリーティア」

　女王の間の扉が開く。

　そこから淑しとやかな足取りで現れた長女へ、女王ネビュリス８世は目配せした。

「協議まであと十五分。場所はこのフロアの執しつ務む場ですから、五分前になったら私たちも移動しましょう」

「はいお母さま」

　見み目め麗うるわしい絶世の美女が、微び笑しようとともに恭うやうやしく頭を下げた。

　イリーティア・ルゥ・ネビュリス９世。

　大きく波打つ髪かみは、世にも美しい金を帯びた翡翠色エメラルド。

　次女アリス以上に豊かに成熟した胸の双丘はほんのりと桜色に染まり、男性のみならず女性さえ思わず息を吞む色いろ香かに満ちている。

　双そう眸ぼうに映る愛いとしげな微笑ほほえみも、見つめる者の心を奪うばうほどの美び貌ぼう。

　──傾けい国こくの美女。

　二は十た歳ちという年とし頃ごろで、その美はさらに魔ま性しようの領域へと極きわまりつつある。

「珍めずらしいですね」

　歌うように、イリーティアが声を弾はずませた。

「お母さまが権力ちから任せの手段を取られるなんて。私、とってもドキドキします」

「…………」

「予定になかった血族協議を急きょ開くことで、ゾア家を王宮に留とどまらせる。その隙すきにアリスを第八州リースバーテンに遣つかわせるという手て筈はずですね」

　女王は応こたえない。

　それも構わず、イリーティアはますます楽しげに。

「三血族の協議は、ルゥ家・ゾア家・ヒュドラ家の繁はん栄えいを願って、おおむね年に一度行われる由ゆい緒しよ正ただしきもの。それをあからさまに濫らん用ようする大だい胆たん不ふ敵てきさ。私、嬉うれしいのです。女王たる者、そうでなくては」

「…………」

「ふふ、アリスは第八州リースバーテンに到とう着ちやくしたかしら。シスベルを見つけられるといいけれど」

「イリーティア──」

　窘たしなめる口ぶりで。

「部下の前ですよ。誤解を生む発言は控ひかえなさい」

「あら、これは失礼しましたわ女王陛下」

　女王の間にいるのは女王とイリーティアだけではない。

　血族協議のための政策秘書官、書記官たち。計四名がルゥ家の部下から選出されてこの場に控えている。

　ゾア家とヒュドラ家の姿はないが、万が一にも、今の会話を聞かれるのは具合が悪い。

「わたくしとしたことが、つい興奮してしまいました」

　口元に手をあてて、イリーティアがごまかし笑い。

「でも女王陛下。よい時間つぶしになったでしょう？」

　時計塔とう──

　壁かべ際ぎわにある尖せん塔とうで。時計の針が、協議の五分前をピタリと指ししめしている。

「行きましょう。遅ち刻こくするわけにはいきませんからね」

　女王が踵きびすを返す。床ゆかに触ふれるほど長いドレスの裾すそをひるがえし、硬こう質しつな床を伝って扉へ向かおうとした、その刹せつ那な。

　女王とイリーティア、部下四名という総勢六人の前で。

　ボコンッ……。

　大広間の扉が、シャボン玉のように歪ゆがみ膨ふくれあがった。




『さよならだ、ルゥ家の諸君』




　ぶあつい金属扉が真っ赤に膨れあがる。

　爆ばく炎えん──

「っ！」

　扉を起き爆ばく点として、女王の間が膨ぼう大だいな炎ほのおに吞のみこまれた。

　窓まど際ぎわのカーテンが一いつ瞬しゆんで黒い炭と化し、押し寄せる衝しよう撃げき波はが大広間の床を引っ剝ぱがし、円柱を跡あと形かたもなく吹ふき飛ばしていく。

　何が起きた？

　爆発？　火災？　暗転する視界のなか、女王ネビュリス８世の記き憶おくによみがえるのは、幾いく度どもの戦場で見た帝てい国こく軍の一いつ斉せい爆ばく撃げき。

　それを生き抜ぬいた戦歴が、女王ミラベアの意識をわずかに繫つなぎとめていた。

「舐めるなっっ！」

　女王ではなく。

　始祖の末まつ裔えいの一人。かつて数あま多たの戦場を制圧した古ふる強つわ者ものとして、ミラベア・ルゥ・ネビュリス８世は吼ほえていた。

　首のうなじ──

　うっすらと滲にじんでいた星せい紋もんが、極大の光とともに鮮あざやかに浮うかびあがる。

「『五い百お箇つの風ふう神じん』。衝撃よ、一いつ切さいを押し返せ！」

　風が逆巻いた。

　大爆発の炎と熱と破は壊かい音。濛もう々もうと迫せまる黒こく煙えん。そして大広間を粉々に崩ほう壊かいさせる衝撃波を、吹きすさぶ風が真っ正面から押し返した。

「痛つっ……！」

　火の粉の舞まう大広間で、ネビュリス８世はわずかに口元を歪めた。

　突つきだした掌てのひらが真っ赤に染まっている。

　爆風を受けて指先の皮ひ膚ふが焼け爛ただれ、痛々しく血が流れ出ている。しかしあと〇・一秒、反応が遅ければ全身がこうなっていただろう。

「……星せい霊れい、よくぞ防いでくれました」

　ギリギリだった。

　刹那の差で盾たてが間に合った。そして女王の後ろに控えていた部下たちも、結果的に女王の星霊術に守られた。

「あなたたち」

「わ……我々は支障ありません！　女王様の加護に救われました……女王様こそ、今すぐ指の止血を！」

「私も心配ありません。派手に赤くなっていますが表面だけです」

　起き上がる部下四人。

　その後ろで、床に倒たおれていたイリーティアもゆっくりと起き上がる。

「…………」

「イリーティア？」

「間かん一いつ髪ぱつでしたわ。女王陛下の力に助けられました」

　そう口にするイリーティアも無事ではあるが、美しい王衣ドレスのあちこちが炎の熱で煤すすけていて、口元にも小さい裂れつ傷しようが刻まれている。

「女王陛下！　イリーティア王女！　今のはいったい!?」

　女王の間の外──

　粉々に砕くだけちった扉とびらの向こう、武装した親衛隊が駆かけつけてくる。大広間の無む惨ざんな姿を前に、その誰だれもが言葉を失った。

　砕け落ちたシャンデリアの破は片へん。

　絨じゆう毯たんは跡形もなく燃えおちて、床のタイルも引っ剝がされている。これだけの破壊力の爆発が、ただの自然発火であるはずがない。

「十中八九、何者かの攻こう撃げきでしょうね。爆ばく弾だんだとすれば、扉の外に怪あやしい者はいましたか。帝国兵が侵しん入にゆうしている可能性は？」

「い、いえ！」

「我々はずっと扉の前におりました。誰一人、不ふ審しんな気配はなかったかと……」

　緊きん張ちよう気味に答える兵士二人。

　どちらも長年ルゥ家に仕えていて信しん頼らいのおける者たちだ。その発言には信しん憑ぴよう性せいがある。

　だが。

　──犯人はすぐ近くにいた。

　女王とイリーティアが外に出ようとしたタイミングで、扉が起爆点となって爆発した。これが時限式や遠えん隔かく操作とは思えない。

「女王陛下、一つよろしいでしょうか」

　イリーティアが声を上げた。

　まわりの部下と武装兵にも聞こえる声量であるのは、意図してのことだろう。

「爆発の瞬しゆん間かん、私、聞き覚えのある声を聞いた気がしましたわ」

「…………」

「女王陛下は？」

「奇き遇ぐうですねイリーティア。私もです」

　さよならだ、ルゥ家の諸君──

　宣戦布告ともとれる台詞せりふ。そして第一王女イリーテイアの言うように、あの落ち着きはらった男声は、女王がよく知る者の声だった。

「ゾア家の仮か面めん卿きようの声に思えましたわ」

　ざわり、と。

　部下と兵士たちが目をみひらき、一いつ斉せいにイリーティアを凝ぎよう視しした。続いて女王へ。

「お、おそれながら女王陛下。私も……そのように思えました」

「自分もです！」

　政策秘書官、書記官がおずおずと手を挙げる。

　彼らが物もの怖おじするのは当然だ。

　三血族が直接の抗こう争そうにいたったことは過去に無い。少なくとも歴史の表おもて舞ぶ台たいでは。

　──ゾア家がそれを破った？

　それも女王の暗殺を企くわだてたというのか。

「皆みな、よく聞きなさい。協議は中止です」

　さらに集まってくる兵士たち。

　火の粉の舞う女王の間を見て青ざめる者たちへ、女王ミラベアは一いつ喝かつした。

「女王わたしの命で、ただちにゾア家の喚かん問もんを行います。仮面卿と当主グロウリィ、それに他ほかの血族と従者たちも」

　コツッ……

　硬かたい靴くつ音おとが、瓦が礫れきの散乱する廊ろう下かに響ひびきわたった。

「おや？　これは一体──」

　黒服を着た長身の男。

　まさに渦か中ちゆうの人物である仮面卿が悠ゆう々ゆうと歩いてきたのは、その矢先のこと。

「女王陛下、これは一体なにが？」

　そこに集つどう兵士たちと家臣たち。さらには空くう洞どうと化した扉跡あとを見回して、訝いぶかしげに口を開いた。

「協議にと来てみれば、この有様とは」

「見てのとおり襲しゆう撃げきです。女王の暗殺を目もく論ろんだ心ない者の仕し業わざでしょう」

「……なにっ」

　驚おどろきの声。演技にはとても思えない。だがこの男は当代きっての役者。むしろこの自然すぎる反応が疑わしい。

「女王陛下、それで犯人は」

「あなたですよ」

　女王の一言に──

　黒服の男は、しばしその場で動きを止めていた。

「……聞き間ま違ちがえかな？　女王、私には意味がわからないのだが」

「話は喚問会で聞きましょう。親衛隊二名、卿を丁てい重ちように特別室へ案内してさしあげなさい。喚問後、容疑が晴れるまでの謹きん慎しん措そ置ちを取らせていただきます」

「っ」

　ルゥ家の親衛隊に両りよう脇わきを塞ふさがれる男。

　背を向けて歩きだす、その間際に。

「……そういうことか。なるほど、面おも白しろい搦からめ手を使われますね」

　女王は応じない。

　こちらは本気で命の危機だったのだ。現時点での最有力容疑者に慈じ悲ひをかけるつもりはない。犯人が捕つかまるまでは謹慎処分をするのが道理というもの。

「ゾア家への聴ちよう取しゆは私がじきじきに──」

「お待ちください女王陛下」

　廊下側。

　集まった家臣と兵士たちの人波が、左右二つに分かれていく。そこにできた道を二人の男女がゆっくりと渡わたり歩いてきた。

「久方の血族協議を楽しみにしていましたが、大変なことになりました。とはいえ女王、まずはご自身のお身体からだを労いたわるべきです」

　三番目の血族ヒュドラ。

　──当主『波は濤とう』のタリスマン。

　格調高いスーツに、際だつ体格がよく映はえる。

　彫ほりの深い目鼻立ちに形のいい眉び目もく、鈍にぶい銀ぎん髪ぱつを清潔にまとめた容姿は、齢よわい四十にしてますます男の最さい盛せい期きを感じさせずにはいられない。

　その男が指をうち鳴らすと共に、背後から駆けつけてくる医い療りよう部隊。

「女王の指に万が一があっては大変だ。すぐに手当を」

「タリスマン卿、それではゾア家への対応はいかがすると？」

「この一大事だ、私が担当いたしましょう。ゾア家への聴取を行いますので、ルゥ家の記録官を同席させれば良いかと」

「卿が？……確かに、心強い申し出ですが」

　ヒュドラ家は、三血族のなかの中立派だ。

　ルゥ家が尋じん問もんするより、ゾア家への交こう渉しようも柔じゆう軟なんに進む算段がある。

「並行して犯人捜さがしも進めましょう。頼たのんだよヴィソワーズ」

「女王陛下、私めにご一任を」

　タリスマンの背後から、燃えるような赤あか髪がみの少女が進みでた。こちらも今夜の血族協議に参加する予定だった一員だ。

　──ヒュドラ家、異い端たん審しん問もん官かんヴィソワーズ。

　右耳にピアス、左耳に大きな輪っかのイアリングをつけた少女だ。女王に対しても睨にらむような目つきが気になるが、これは生まれつきのものだと聞いている。

　だが。

　……久しぶりに見ましたが。

　……ヴィソワーズの人相がずいぶん変わったかしら？

　何が違うかは女王にも確証がない。

　ただ、以前のこの娘むすめはもっと俯うつむきがちで、暗い面おも影かげの少女であったように記き憶おくしている。それがずいぶんと堂々とした風格になった。

　何か自信を得るようなことがあったのだろうか。

「私も、タリスマン卿のご提案に賛成ですわ」

「……イリーティア」

「なにしろ女王陛下を狙ねらった計画です。皇おう庁ちよう始まって以来、あの魔ま人じんサリンジャーの襲撃と並ぶ重罪。王家の力を総動員して解決すべきです」

　全身に小さな擦すり傷をつくりながらも、部下たちにそう伝える王女イリーティアの微び笑しようは揺ゆるぎない。

「女王陛下おかあさま」

「……わかりました。タリスマン卿、ヴィソワーズ、力を貸してください。ヒュドラ家とルゥ家、双そう方ほうの力を尽つくして解決しましょう」

　すぐに手配を──

　一礼して颯さつ爽そうと去っていくヒュドラ家二人。続いてイリーティアも医療部隊に囲まれながら部屋を後にする。

　その場に最後まで残った始祖の末まつ裔えいは、女王ネビュリス８世。

「……図はからずも、シスベルが必要になりましたね」

　誰にも聞こえない独り言モノローグ。

　自分自身に言い聞かせるつもりで、女王は口にした。

「急ぎなさいアリス。シスベルを連れ戻もどして。あの子なら今の犯行も真犯人てきも特定できる。だけど、敵も同じことに気づくはず」

　この首しゆ謀ぼう者しやが帝てい国こく軍でなく、皇庁内部の者ならば。

　次に狙われるのは──

「アリス、任せましたよ」
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　単一要よう塞さい領域「天帝国」──

　通つう称しよう「帝国」と呼ばれるこの軍事国家は、帝都ユンメルンゲンに配置された帝国議会が現実的な最高意思決定機関とされている。

　本来のそれは天帝ユンメルンゲン。

　しかし天帝は天守府に籠こもり、自ら意思決定を行うことは滅めつ多たにない。

　ゆえに、だ。

　帝国の最高権力者の名を訊きかれたならば、多くの者がこう答えるだろう。それは議会の最高幹部「八大使徒」であると。




『素す晴ばらしい功績だよ璃リ洒シヤ。やはり君は逸いつ材ざいだ』




　広大な議会場。

　その中心にある壇だんに立ち、璃洒と呼ばれた女軍人の応こたえは溜ため息いきだった。

「……はあ」

『おや不満かね？』

「そりゃあもう。こんな真夜中に叩たたき起こされて、帝都の地下五千メートルなんて陰いん気きな場所に招集された身になってほしいですねえ」

　璃洒・イン・エンパイア。

　怜れい悧りで端たん整せいな面おも立だちに、知的な黒くろ縁ぶち眼鏡がよく似合う長身女性だ。

　年はミスミスと同じ二十二歳だが、隊長であるミスミスに対し、こちらは帝国史上でも稀まれな速さで使徒聖に上りつめた才女である。

　才女というより、率そつ直ちよくに「万ばん能のうの天才」と讃たたえるべきかもしれない。

「先に言っときますけど特ボ別ー報ナ酬スはいらないですよ。休みがほしいです」

『それは天帝閣下に直じき訴そしたまえ』

『使徒聖である君は閣下に仕える身だ。我々の管理下にはない』

　八大使徒。

　帝国議会を統とう括かつする八人だが、本人たちの姿はない。そのおぼろげな顔の輪りん郭かくだけが、壁かべに設置されたモニターに映るだけ。

「ええ、まあそう言われると思いました。それでお話というのは？」

『先日の特務について』

『単一集積知能体「オーメン」による研究──帝国兵に強力な星せい霊れいエネルギーを照射し、人工の星せい紋もんを与あたえる。この試みは成功したと言えるだろう』

『皇庁の国境検問所チエツクポイントを突とつ破ぱした。これは素晴らしい成果だよ』

　拍はく手しゆが鳴りひびく。

　どこか映画のシーンから切り取って編集しただけのような、拙つたない拍手の音。

「お褒ほめいただき光栄ですねぇ」

　対し、女使徒聖もさらりと返事。

「ま。お手て柄がらは実行部隊の頑がん張ばりですよ。さすがは使徒聖第八席ネームレス、いい人選でした」

　特務「女王捕ほ獲かく作戦」。

　十二の部隊が国境検問所チエツクポイントに挑いどみ、うち十が国境を越こえることに成功した。

　中央州をふくむネビュリス皇庁の構造が次々と判明していく。これは百年の戦争史で例のない快挙である。

「……ウチとしては内心ヒヤヒヤでしたけど」

　突発事故アクシデントもあった。

　璃洒がひそかに最大戦力と見込んでいた黒くろ鋼がねの後こう継けいイスカが、その作戦直前に、まさか氷ひよう禍かの魔ま女じよに捕まってしまうという事故だ。




〝第九○七部隊みんなはネビュリス皇庁の国境を突破後、十三州アルカトルズに潜せん伏ぷくしてイスカっちを捜そう索さくしてちょうだい〟




　第九○七部隊は、イスカを保護して帰き還かんに成功した。

　今は帝国から離はなれた砂さ漠ばくの地、独立国家アルサミラで休きゆう暇か中だというが、それは璃洒もいちいち調べようとは思わない。

『璃洒、君も報告を受けているだろう』

　八大使徒の声に力がこもる。

『皇庁への侵しん入にゆうに成功したのは十部隊。そのうちの一部隊が中央州に辿たどりついた』

　魔女の楽園の中心地。

　ネビュリス王宮──始祖の末裔が棲すまう『星の要塞』がそこにある。

「王宮の中には入れましたか？」

『かなわなかった。ただし王宮の外観や空中庭園などの撮さつ影えいには成功した。我が軍の捕とらえている捕虜まじよから聞き出した情報とも一いつ致ちする』

『さておきここからが本題だ』

　八大使徒の声にまじる、冷たい感情。

『我々が皇庁への侵入を講じている間に、当のネビュリス王宮でも面おも白しろいことが起きた』

「あら？　初耳ですねぇ」

『「女王暗殺計画」。行ぎよう儀ぎよく言うならば暴力政変クーデターか』

「…………」

　女使徒聖が押し黙だまった。

　薄うすい口紅ルージユの塗ぬられた唇くちびるを閉じた真顔は、この女軍人が普ふ段だんまず見せることのない姿と言えただろう。

　それだけの意味がある。八大使徒のもたらした情報は。

「ネビュリス８世が内戦に巻きこまれたと？　念のために訊きますが帝国軍の攻こう撃げきではないですよね」

『魔女の蠱こ毒どくだよ』

『始祖の末裔たちの中には、現女王の体制に不満のある者がいる。とはいえ今宵こよいの作戦は失敗したらしいがね』

　ネビュリスの三血族──

　それが決して一枚岩でないことは、璃洒も当然に知識として備えている。そして同時に、腑ふに落ちないこともある。

「不満？　不満程度でそんな大それた真ま似ねをするものですかねぇ」

　眼鏡の奥で。

　睨みつけるほどに鋭するどいまなざしで、壁のモニターを見上げた。

「そろそろ教えて頂けませんか？　ネビュリスの三血族に、帝国に加担する者がいるんでしょう。それが誰だれなのか」

『ふむ？』

『そうだね。君の功績に応じ、一つだけ伝えておこう。我々と直接に連れん絡らくを取り合う者がいるのは事実だ。それは──』




〝純血種『Ｅ被ひ検けん体』〟




　璃洒は、わずかに目め尻じりを動かしただけ。

　被検体という枕まくら詞ことばには興味がない。八大使徒がわざわざそんな言い方をするのだから、どうせ帝国司令部には教える気のない悪だくみだろう。

　注目すべきは「純血種」。

　大臣や従者ではない。ネビュリスの血族が帝国と繫つながっていることを示している。

　だが、誰だ？

『今ごろ皇庁むこうは大おお騒さわぎだそうだ』

「そりゃまあ。女王暗殺だなんて未み遂すいに終わっても大騒ぎでしょうねえ」

『ゆえに我々は淡たん々たんと「続き」を行う。絶好の機だ』

　ヴォンッ、と。

　璃洒の後ろの壁で、地上に続く巨きよ大だい昇降機エレベーターが迫せまってくる音が響ひびきわたった。議会場に誰かがやってくる？

　やがて昇降機エレベーターが静止して、物々しい音とともに扉とびらが開いた。

『時間どおりだ』

『ようこそ使徒聖の諸君、これだけの数が揃そろうのは初めてだね』

　五人の男女。

　その錚そう々そうたる顔ぶれに、璃洒は破顔を禁じえなかった。

「あらら？　皆みなさん」

　天帝直属。

　最高位戦せん闘とう員たち──

　第十一席、『不在ノーヒア』機工士ガルガンリィ。

　第十席、『オーメン』サー・カロッソス・ニュートン研究室長。

　第八席、『神の見えざる手』ネームレス。

　第四席、機構司令部マグナカッサ局長。

　第三席、『降りそそぐ嵐あらし』の冥メイ。

　だが。

　隣となりの昇降機エレベーターから現れた最後の一人に、璃洒の微び苦く笑しようは消え去った。

「……これは問題じゃないのかな？　第一席殿どの？」

　ぶ厚いコートを羽織った長身の男。

　肩かたに細身の長ちよう剣けんを下げたその剣士に対し、天帝の参さん謀ぼうたる女軍人は、隠かくそうともしない𠮟しつ責せきのまなざしを送っていた。

　──第一席、『瞬またたき』の騎き士しヨハイム。

　本来なら天守府にいるはずの男が。

「直属中の直属。その責を負う者が、こんな場にいていいんですかねぇ？　警護を放ほうっておいていいのかな？」

『待ちたまえ璃洒。彼は、我々が天てん帝てい閣下に頼たのんで特別に足を運んでもらったのだよ』

『閣下への報告のためだ』

『我々から閣下に話すより、彼から伝えた方が確実だろう？』

　十人の使徒聖の過半数。

　さらに第三席以上を二人もかき集めて何を話すのか。

『特務の続きだ』

『ネビュリス皇おう庁ちようの内戦に乗じようではないか』

『中央州への経路はすでに解かい析せき済み。王宮に乗りこみ、我々は特務「女王捕獲計画」の総仕上げに入る』

　皇庁の内から、暗殺計画。

　皇庁の外から、捕獲計画。

　二重の計略が女王ネビュリス８世をからめとる。その手て筈はず──

『ネビュリス皇庁は瓦が解かいするだろう。この機を逃のがす理由がない。そこで使徒聖諸君らにも参戦を要よう請せいする』

『帝国擁ようする最上位戦闘員の力、ぞんぶんに振ふるいたまえ』










　　　Chapter.4　『悪星変異』
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　ネビュリス皇庁、第八州リースバーテン。

　街に陽ひがのぼる。まだ風の冷たい早朝から、美しい石いし畳だたみの敷しかれた歩道は、学生やビジネスマンで賑にぎわっている。

　……そのはずだった。

　しんと、怯おびえたように静まりかえる繁はん華か街がい。

　車は一台として走っておらず、歩道を歩く者もまばら。

　かわりに歩道を巡じゆん回かいしているのが警務隊だ。左手に対星霊盾ライオツトシールドを提さげており、通信機で連絡を取り合っている。

「厳げん戒かい態勢ってやつだな。帝国人の俺らでも一目でわかる」

　閉じたカーテンの隙すき間ま──

　ホテル九階から地上を窺うかがうジン。

「こんな皇庁の端はじっこの州まで警務隊が巡回か。十中八九、間ま違ちがいないだろうな」

「……冗じよう談だんではありません！」

　少女の哮たけりが響きわたる。

　リビングの中央で立ちつくすシスベルの姿がそこにはあった。

「な、何なのですか。この凶きよう行こうは！」

　右手に握にぎられている情報誌ゴシツプ。

　それを見つめるイスカ、そしてミスミス隊長の手元にも同じ雑誌がある。

「『昨夜未明。王宮で暴力政変クーデターが発生!?　女王と第一王女への暗殺計画……負傷者多数』、こんな蛮ばん行こうが許されるわけありません！」

　可か憐れんなまなざしからは血の気が失われている。

　ほかならぬ母と姉とが命の危機だったというのだ、衝しよう撃げきを受けるのも当然だろう。

　ただし──

　イスカたちは、この突とつ発ぱつの暴力政変クーデターに何一つ発言できないのが実情だ。

　……帝国部隊ぼくらにとっては敵国のボスなんだ。

　……内戦が勃ぼつ発ぱつしたって、それは帝国にとっては好都合でしかない。

　シスベルの悲ひ愴そうはわかる。

　可憐な少女が嘆なげいている姿には憐あわれみも感じるが、同情は別。シスベル以外の「魔ま女じよ」に何が起きようと関知しない。

　ミスミス隊長も音ネ々ネも、そう理解しているから弱り顔で口を閉じている。

「肝かん心じんのお前はどうなんだ？」

　椅い子すの背によりかかる銀ぎん髪ぱつの狙そ撃げき手しゆ。

「暴力政変クーデターの犯人は見つかってない。情報誌ゴシツプの記事にはそうある。ってことは今の王宮は最危険エリアだ。いつ二度目が起きるかわからないが、王宮に行きたいか？」

「…………」

「暴力政変クーデターの犯人が捕つかまってから乗りこむ選せん択たくは？」

「それも選択肢しの一つですわ。でもおそらく、暴力政変クーデターの犯人が捕まることはありません。逮たい捕ほを待っていては護衛の期日三十日を過ぎてしまいます」

　ふるふると、弱々しい仕草でシスベルが首を振ってみせた。

「以前にもお話ししたとおりです。ネビュリス皇庁は昔から一枚岩ではなかった。それが、現女王の政権で一気に鬱うつ憤ぷんとして膨ふくれあがったのでしょうね」

「……犯人は王家に関かかわる何者か、か」

　ジンが大げさに嘆たん息そく。

　今もじっと立ちつくす魔女に向けて。

「これも仮か面めん卿きようとかいう奴やつの可能性は？」

「わかりません。これはわたくしの直感ですが、違ちがうと思います」

「理由は？」

「彼は策さく謀ぼう家です。暴力政変クーデターとわかるような暴力政変クーデターを選ぶ男ではありません。彼が本気で女王を狙ねらうにしても、より偶ぐう然ぜんの事故に見せますわ。……ああいえ、それも無いですわね。わたくしがいるから」

「ん？」

「わたくしが王宮に戻もどれば犯人を見つけることができます。それを知ってる仮面卿の手口とは思えないのです」

「……お前が？」

　ジンの怪け訝げんそうなまなざし。

「それがお前の星せい霊れい術じゆつだと？」

「はい。もちろん全容はお伝えできませんが、探たん偵ていの真似事ができますわ」

　純血種シスベルの星霊は、過去を視みる。

　王宮で起きた爆ばく発はつ現場の近くまで辿たどりつけば、誰だれがその爆発を仕し掛かけたのか映像として再現できるだろう。犯人は逃れようもない。

　ただし──

　イスカが耳を疑ったのは、第シ三ス王ベ女ルが自分から星霊の力を明かしたという事実にある。

　……ジン、ミスミス隊長、音々にも力を教える気か!?

　……どうしてだシスベル。いや、待て？

　思いあたる。シスベルが自分の星霊を明かした理由は。

「そうか」

　ジンが舌打ち。

「暴力政変クーデターは失敗した。そしてお前が王宮に戻れば犯人を見つけられる。ってことは……、次に犯人が狙うのは本命じゃなく探偵役か」

「っ！」

　音々、そしてミスミス隊長がほぼ同時に息を吞のんだ。二人もようやく察したのだ。なぜシスベルが、わざわざ自分の星霊の力を明かすのか。

「わたくしが狙われる理由がもう一つできました。そういうわけですわ」

　女王暗殺を企くわだてた何者かが、口くち封ふうじのためにシスベルを狙う可能性──

「その割にはえらく冷静じゃねえか」

「みなさんを信じてますわ。中央州までしっかり守ってくださいね？」

　にこりと笑えむシスベル。

　その笑顔の下で、彼女の肩は小刻みにふるえていた。

　どんなに気き丈じようを装よそおっても、幼気いたいけな少女にはあまりに酷こくな心労だ。女は王はが暗殺されかけて、次は自分が狙われるかもしれない恐きよう怖ふ──

「俺たちの次の行動は？」

「依い然ぜん変わりませんわ。従者シユヴアルツが王宮の様子を確かく認にんして報告を寄こすはず。それまでは我が慢まんします」

　今は待機。

　息を殺して、このホテルに身を潜ひそめる。




　　　　　　　[image: にじゅうせん][image: にじゅうせん][image: にじゅうせん][image: にじゅうせん][image: にじゅうせん][image: にじゅうせん][image: にじゅうせん][image: にじゅうせん]




　時同じくして──

　アリスは、主要駅ターミナルに向かって歩道を大おお股またで歩き続けていた。

「……冗談じゃないわ。王宮で暴力政変クーデターが発生ですって！」

　昨日までの変装は一いつ切さいなし。

　自じ慢まんの金きん髪ぱつはまっすぐ下ろし、着る衣い装しようも上質なワンピース。右手首にはルゥ家の象しよう徴ちようである百ゆ合り紋もん章しようの王家の鎖アクセサリ。

　自分の立場を明らかにすることで余計な手間を省く。

　余計な手間とは、すなわち本人確認だ。

「あなたは……アリスリーゼ様!?」

　歩道を見張っている警務隊が、美しき第二王女の姿を見るや対星霊盾ライオツトシールドを掲かかげて一いつ斉せいに敬礼の姿勢をとった。

「通らせてもらいます。主要駅ターミナルは封ふう鎖さしていないわね？」

「は、はい。列車の運行数は間引いていますが、中央州までの急行便は生きてます！」

「ありがとう」

　金髪を大きくなびかせながら、警務隊を横切っていく。

「燐リン、早く来なさい」

「お、お待ちくださいってばアリス様！……早く着いても列車の便は変わりませんよ」

「これが急がずにいられる？」

「心中お察ししますが、女王様は一流の星霊使いです。暴力政変クーデターが一度失敗している以上、犯人も『次』に備えて時間を置くはずです」

　急いで追いついてくる燐の両手には大きなキャリーカートが二つ。自分と主アリスの二人分、今朝の報しらせを聞いて慌あわてて荷造りしたものだ。

「燐、わたしの選択は間違ってないわよね？」

「今すぐ帰き還かんするご判断は正しいと思います。アリス様が王宮にいることで、敵への圧力がまるで違うはずです」

　妹シスベルのことは「知らんぷり」する。

　その方針は変へん更こうない。

　これは内戦や暴力政変クーデターとは関係なく、「妹シスベルが帝国部隊を護衛に雇やとったことを姉アリスが知っていた」と他人に勘かんづかせないため。

　妹シスベルと帝国部隊の癒ゆ着ちやくが明らかになっても、女王の立場までは崩くずれない。

「皮肉ではありますが、シスベル様の身は安全かと」

「……イスカに任せるわ。あの子がイスカを従えてるっていうのはすごく気が滅め入いるけど、今は文句言ってられないもの」

　彼イスカはわたしの好敵手ものであって、妹の護も衛のではない。

　二人が一いつ緒しよにいることは今も釈しやく然ぜんとしていないが、それでもアリスの心は昨日と比べればいくぶん穏おだやかだ。

　……二人っきりでたくさん話せたから？

　……彼イスカの腕うでにくっついた時は少し恥はずかしかったけど。

　妹に負けないくらいの距きよ離りで。

　妹に負けないくらい、自分の存在をしっかり再認識してもらえた気がする。

　……恥ずかしかったけど、これはあの子が先にやったからよ！

　……それにしても。イスカの腕、逞たくましかったわね。

　昨日の感かん触しよくがまだ両手と胸に残ってる。

　細身でも筋肉がしっかりついている。それは燐も同じだが、燐よりも骨格がしっかりしているから身を預けた時の安心感が段違いだった。

　ほんのりと温かくて──

　とくん、とくんと自分まで火ほ照てってきて──

　全身が蕩とろけそうな心ここ地ちよさに、このままずっと身体からだを押しつけていたくて──

「アリス様」

「って違うの違うの!?　あ、あれはシスベルが先に罪深いことを……って……」

「はい？　罪深いとは？」

　真顔の燐が首をかしげる。

　しかも大声を出したことで、後ろの警務隊も神しん妙みような面おも持もちでこちらを見てきているではないか。

「妹様のお名前を出す時は小声でお願いします」

「わ、わかってるわよ。それよりもうすぐ主要駅ターミナルに着くから──」

　十字の交差点。点てん滅めつする信号機を前にアリスが足を止めた直後のこと、ぎゅっと握にぎっていた通信機が鳴った。

　連れん絡らく？

　この地区にいる女王の実働隊エージエントから？　そう思いながら通信機を耳にあてて。

『アリス、無事ですか』

「──────────女王おかあさまっ!?」

　過去に覚えがない。

　たとえ母といえど、一国の女王がこんな個人通信という手段で連絡してくるなんて。

　……だってこれは一いつ般ぱん的な通信端たん末まつよ。

　……傍ぼう受じゆされる可能性もゼロじゃないし、女王は使わないのが原則だもん。

　それを承知で連絡してきた。

　女王の真意は？

「お、お母さまこそ。ご無事ですか」

　歩道の隅すみに身を寄せる。

　アリスは路地裏に隠かくれ、燐にあたりを見張らせながら。

「連絡を受けました。女王の間に爆ばく弾だんが仕掛けられていて、イリーティアお姉様と一緒に危ないところだったと」

『爆弾ではなく星せい霊れい術じゆつですね。火薬の痕こん跡せきがありませんでした』

「…………そうですか」

　星霊術の炎ほのおはすぐに消える。

　爆弾なら焼け残った部品が手がかりになるが、星霊術となれば証しよう拠こが残らない。そこでお手上げになるのが常だが。

『好都合です』

　女王の声に揺ゆらぎはない。

　十時間ほど前に暗殺されかけた本人とは思えないほどに、だ。

『爆弾であれば遠えん隔かく操作も可能ですが、星霊術の射程は限られてます。あの瞬しゆん間かん、犯人は女王の間のすぐ近くにいたでしょう。シスベルの力で確実に正体を摑つかめます。考えようによっては、これは絶好の機になる』

「膿うみを出しきると？」

『内部の浄じよう化かには痛みがつきものです。今のところ最有力候補はゾア家の仮か面めん卿きようですが、それ以外の可能性も考えておくべきでしょうね』

「……それ以外？」

『あらゆる事態を想定するという意味です。そしてシスベルの力は王家に知れています。昨夜の襲しゆう撃げきが失敗したことで、犯人が標的を変えることを危険視すべきです』

　暴力政変クーデターの対象がシスベルに向くかもしれない。

　それはアリスも想定していたことだ。

『アリス、妹あのこの行方ゆくえはまだわかりませんか？』

「っ」

　母からの問いかけに。

　娘むすめとしてアリスは躊躇ためらった。だが、ここで素す直なおに答えればルゥ家全体の立場が危あやうい。

「…………いえ、まだです……」

『急いで捜さがすのです。私には自衛の手段がありますが、あの子の星霊では刺し客かくに太た刀ち打うちできないでしょう』

「……はい」

　違ちがう。自分アリス以外の誰だれも知らないのだ。

　女王が想定している以上に、第三王女シスベルを取りまく状じよう況きようは激変しつつある。

　……妹あのこは自衛のために帝てい国こく部隊を雇っているの。

　……こんなの女王おかあさまに伝えることはできないわ。女王おかあさまの立場が危うくなるもの。

　その護衛は元使徒聖イスカ。

　シスベルを狙ねらった襲撃があっても彼はまず負けない。ゆえに自分アリスは、妹の行動の一切を知らぬフリができる。

「では失礼します女王おかあさま。お気をつけて」

『あの子を頼たのみましたよ』

　通信が切れる。

　と同時に、アリスは大きく息を吐はきだして天を仰あおいだ。

「悲しいわ。お母さまに噓うそをつくなんて初めてよ」

「いや頻ひん繁ぱんについてますよ。朝の読書会に行きたくない時とか、頭が痛くて動けないってよく使う手段ですし」

「燐」

「……口が滑すべりました」

「まあいいわ。こっちにいらっしゃい、あなたの力がいるから」

　緊きん張ちよう感かんを台なしにする従者を、路地裏の陰かげへと手招き。

「聞いてのとおりよ。女王おかあさまから『妹あのこを捜しなさい』って念押しされた以上、中央州に帰れなくなったわ」

　ゆえにアリスとしてはさらに予定変更となる。

「妹あのこはまだホテルに泊とまってる。燐、あなたは今すぐ引き返しなさい」

「……尾び行こうですか？」

「あなたが妹あのこを見守るの。もちろん絶対にバレないように」

　シスベルを捜しだして保護する。

　シスベルの行動の一いつ切さいを知らんぷりする。

　この相対する二つを達成する折せつ衷ちゆう案だ。要するにシスベルの保護にアリスが関わらなければいい。

　……燐はもともとわたしの護衛だし。

　……皇おう庁ちようの錬れん成せい楼ろうで、隠おん密みつ行動も暗殺技能も一通り習熟してるから。

　どのみちアリスにはできない。

　尾行対象に悟さとられず護衛するのは、素人しろうとが決して実じつ践せんできない専門技能の一つである。

「別行動よ。キャリーカートはわたしが預かっておくわ。主要駅ターミナルで待機してるから、何かあったらすぐ連絡して」

「畏かしこまりました。アリス様──」

　手ぶらになった従者の、真しん摯しな瞳ひとみ。

「女王様とシスベル様が狙われるなら、アリス様もいつ標的になるかわかりません。くれぐれもご注意を」

　そして踵きびすを返す。

　肩かたで風を切るように歩いていく燐を見送って、アリスもまた歩きだした。

「……そうね。あの魔人サリンジヤー以来かしら。女王が狙われたのなんて」

　史上二度目の大罪。

　これが魔ま人じんサリンジャーと同じというのなら──

　今回の首しゆ謀ぼう者しやも、それだけの力と野心を秘ひめた実力者？

「でも魔人サリンジヤーと同格……そんなの王家にもそうそういないわ。だとしたら女王おかあさまを狙ったのは、だれ？」




　　　　　　　２




　夜風が吹ふきすさぶ。

　高層ビルが薄うす墨ずみ色いろに染まる時刻。女王を狙った暴力政変クーデターから丸一日が経過しようとしているなか、首謀者にかかわる新情報は一切ない。

　その中で。

「みなさん吉きつ報ぽうですわ。シュヴァルツが中央州に着きました！」

　ホテルの部屋で、シスベルが珍めずらしくも声を弾はずませた。

「明日には女王への謁えつ見けんができるはずです。女王の助けを借りれば、わたくしが中央州に向かう安全な経路も見つかるはずです！」

「『はず』ってのが多いのが難点だがな」

「……あなた、本当に意地が悪いですわね」

　シスベルの睨にらみつける先はジン。

　その視線にも当然気づいているであろう銀ぎん髪ぱつの狙そ撃げき手しゆは、シスベルとは無関係の天てん井じようを見上げながら。

「浮うかれるなってことだ。想定し続けろ。その希望的観測がうまくいかなかった時にどう動くか」

「……わかってますわよ」

　不ふ機き嫌げんそうな表情でシスベルがソファーに座りこむ。

　大人四人ほどが悠ゆう々ゆうと座れる広さなのに、やはりというべきか、端はしに座るイスカの隣となりにぴったりくっつくように。

　……昨日までなら「どうして僕の隣？」って訊きくところだけど。

　……今はもう仕方ないや。断れない。

　隣に座っていても、護衛主シスベルの緊張ぶりが痛いほどに伝わってくる。

　女王暗殺未み遂すいはそれだけの重みがある。

「ねえねえ、今日はどうするの？　昨日はホテルのまわりを見回りしたでしょ」

　絨じゆう毯たんに座っていた音々が、ぱっと身を起こした。

「ホテルの部屋だと外の様子もわからないし、外も暗くなってきたから顔も目立ちにくいと思うよ。行く？」

「……今日はやめておきますわ。歩道の警務隊が目を光らせています」

　シスベルの嘆たん息そく。

　ガラス張りの壁かべから見下ろす街は、ぽつりぽつりと夜の明かりが点ついている。

「外の様子は気になりますが、我が慢まんして待ちましょう。シュヴァルツが女王に接せつ触しよくできるまでの辛しん抱ぼうで──」

　声が、途と切ぎれた。

　轟ごうッ！

　猛たけ々だけしい爆ばく音おんが響ひびきわたり、壁を伝ってホテルの部屋にこだまする。

　強化ガラスの壁には罅ひびこそ入らなかったが、リビングのテーブルや椅い子すが小刻みに震ふるえるほどの衝しよう撃げき波はだ。

「きゃっ!?……な、なんですの!?」

　立ち上がっていたシスベルが、ぺたんと絨毯に尻しり餅もち。

　ホテルから百メートルも離はなれていない交差点──漆しつ黒こくの夜に咲さく炎は、誰もが想像する赤ではなかった。

　幻げん想そう的な菫色ヴアイオレツト。

　鮮あざやかな紫むらさき色いろの火の粉が、夜空に大輪の花を咲かせていたのだ。

「星せい霊れい術じゆつ……？」

「爆弾じゃないよ。隊長、あれ星霊の炎だよ！」

　ミスミス、そして音々の声が綺き麗れいに重なった。

　火の粉に混じって拡散していく閃せん光こうが、星霊エネルギーの輝かがやきに見える。

　……爆発。それに星霊術の組み合わせ。

　……昨夜の暴力政変クーデターとまるっきり同じ特とく徴ちようじゃないか！

　シスベルの唇くちびるが、恐きよう怖ふで青ざめていく。

　女王を襲おそった襲撃者が、やはり第八州リースバーテンに？

「警務隊が向こうに走っていってるな。この夜道のなか警務隊が犯人を見つけて、そこで犯人が暴れだしたか？」

「な、ならば追つい跡せきすべきですわ！」

　ふるえる膝ひざを𠮟しつ咤たして、シスベルが勢いよく立ち上がった。

「わたくしの星霊は説明したとおりです。たとえ犯人が逃にげた後でも追跡は可能です。居場所を見つけて警務隊に任せれば、こちらの身も安全ですし」

「い、行くの……!?」

　小ぶりな両手で、ミスミス隊長が高テ圧ー電ザ気ー銃じゆうを握にぎりしめる。

「シスベル、でも交戦は無しだ」

　扉とびらに走る魔女に追いついて、イスカはその背中に声をかけた。

「犯人の姿と居場所を確かめるだけでいいんだろ。戦うのは僕らでなくていい」

「ええ。居場所を突つきとめて警務隊に伝える。それでいきましょう」

　ホテルの通路を出る。

　同じく爆発を聞きつけたであろう宿しゆく泊はく客が廊ろう下かに出てきて、昇降機エレベーターが大混雑に。

「くっ、野次馬たちでごった返してるなんて……階段を使いましょう！」

　非常階段を駆かけ下りていく王女。

　九階から一階ロビーに降りた時には、その息が早くも荒あら々あらしく乱れていた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「え、ええ……ですが好都合です。見てくださいこのロビー、今の爆発で宿泊客が降りてきています。この人波に紛まぎれていきましょう」

　街灯が照らす外へ。

　警務隊の姿がないのは、向こうの爆発現場に全員が向かったからだろう。

「イスカ兄、向こう、まだ星霊エネルギーの光が残ってる」

　音々が夜空を指さした刹せつ那な。

　再び──

　夜の闇やみを切り裂さいて、猛もう烈れつな爆音が轟とどろいた。

「ま、またですの!?」

　しかも先より大きい。ホテルの外に出ようとしていた宿泊客が、この爆発で蜘く蛛もの子を散らすように一いつ斉せいに逃げだした程ほどだ。

「犯人と警務隊が交戦してる？」

「ありえますね。急ぎますわよイスカ！」

　歩道を突っ切って通りの向かいへ。

　ビル群を縫ぬうように路地を進んで、火の粉の舞まう爆発地点まで駆けつける。その先に、自らの足で立っている者はいなかった。

「なっ……!?」

　魔女の姫ひめから悲鳴が漏もれた。

　倒たおれ伏ふす警務隊。いずれもが対星霊盾ライオツトシールドを手に握りしめたまま冷たい路面に横たわり、あるいはビルの壁へき面めんにくずおれていたのだ。

　警務隊だけではない。

「あなたたち!?　女王の実働隊エージエント……！」

　警務隊の下した敷じきになって倒れているのはスーツ姿の男女数人。イスカには民衆と判別つかないが、シスベルが断言するなら間ま違ちがいあるまい。

　……女王の兵ってことは。

　……シスベルを捜さがしにやってきたところを襲しゆう撃げきされたのか？

　長方形型のケースを解かい錠じよう。

　隠かくしていた星せい剣けん二本を手に握りしめて、イスカは周囲を睨みつけた。幸いというべきか、火の粉が舞うなかここまで近づいてくる見物人はいない。

　怪あやしい者がいればすぐにわかる。

「シスベル」

「は、はい。今すぐ！」

　魔女の姫が胸むな元もとに手をあてた。

　意識を集中するように息を溜ため、目を閉じて。

「星よ、あなたの過去を────」




〝…………いた……〟




　声ならぬ囁ささやき──

　イスカがそれを察知できたのは、偶ぐう然ぜんが味方したからだろう。上空から吹きこんできたビル風が、屋上の気配を運んできたからだ。

「シスベル、上だ！」

　屋上のビルの壁面ぎりぎりに、ぽつんと浮かびあがる人ひと影かげが。

　こちらを見下ろすように。

「え、ええと、星霊部隊の装しよう束ぞく!?」

「よく見ろ隊ボ長ス。似てるが別物だ」

　ジンが銃口を向ける。

「……あいつが犯人なのは間違いなさそうだがな」

　頭をフードで覆おおったローブ状の戦せん闘とう衣い。

　星霊部隊の装束よりも生き地じがぶ厚く、斑まだら模様の紫色という毒々しい色合いに染められている。

　手にもぶ厚い三本指のグローブ。

　……身長は、見た目だけなら僕より大きい。

　……だけどアレも靴くつ底ぞこを厚くしているなら、それこそ中身は男か女かも不明だ。

　老ろう若にやく男なん女によの識別不明。

　中身が機械兵であっても不思議ではない。それくらい服の造りが奇き妙みように見える。

「シスベル、あれは皇おう庁ちようの？」

「い、いえ……。わたくしも見たことありませんわ。星霊部隊のものじゃありませんし、王家の親衛隊のものとも違います」

　シスベルがこくんと息を吞のむ。

　決死の表情で拳こぶしを握りかため、ネビュリスの王女は凜りんと叫さけんだ。

「この狼ろう藉ぜき者！　あなたが襲ったのは歴れつきとした公共部隊と女王の実働隊エージエントたち。その重罪、逃のがれることはできませんよ！」

『…………』

「あなたが王家に近しい立場であることも想像つきます。わたくしがいれば──」

『潰つぶレロ』

　襲撃者が指先を向けた。刹那──

　頭上に集まる不可視の圧力を肌はだで感じとり、イスカはシスベルを抱だきかかえた。

「跳とべ！」

　イスカの声は、落下してくる『重力の塊かたまり』に押しつぶされた。

　王女を抱きかかえたイスカが前方へ。ジンが後方へ、音々とミスミス隊長とがそれぞれ左右へ身を投げだす。

　ぎちっ、と。

　イスカの立っていた石畳が弾けたのは、まさにその直後だ。

「風？　いや、風音は聞こえなかった。ってことは」

「重力ですわ！」

　イスカに抱かかえられて着地する王女が、声を振ふりしぼった。

「波動を操あやつる『波』の星霊の亜あ種しゆです。警務隊もあの攻こう撃げきに押しつぶされたに違いありません！」

「ああ、僕らも戦場でお目にかかったことがある」

　見えざる罠わなとして機能する星霊術だ。

　強力な星霊ならば、走行中の軍用車さえ力ずくで地面に押さえつける。

　近いのは蜘蛛の巣だろう。

　重力の網あみに絡からまって動けなくなったところに、本命である炎ほのおや氷の星霊術が放たれるという連れん携けいがもっとも恐おそろしい。

「離れてろシスベル」

「きゃっ!?　イスカ!?」

　魔女の姫を後方へ突き飛ばす。

　手て荒あらいのは承知のうえ。それでも手段を選んでいられないワケは、この襲撃者の星霊術の強さにある。

　……重力は目に見えないし、風の予兆もほとんどない。

　……彼女を庇かばいながら反応するのはまず無理だ。

　そしてあの破は壊かい力。

　石畳を割り砕くだく衝しよう撃げきは一撃必殺と呼んで過言ではない。脳天めがけて重力の塊を落とされれば、イスカとて意識を失うだろう。

　……それにこいつは重力。

　……さっきの菫色ヴアイオレツトの爆発とは別だ。最低でも襲撃は二人以上か？

「こっち、摑つかまって！」

「引っ張るよ隊長！」

　よろめいたシスベルの手を摑む女隊長ミスミス。さらにその手を後ろから音々が引っ張ることで、護衛主をビル陰かげに引きよせる。

　これで重力の範はん囲いからは逃れたはず。

「ジン君！」

「叫ぶな隊ボ長ス。狙ねらってるのをわざわざ教えるだけだって言ってんだろ。まあいい。どうせ無防備だ」

　イスカの背後──

　ビルの陰と同化するように息を潜ひそめた狙そ撃げき手しゆが、左手の拳けん銃じゆうで狙い定めた。

「重力じゃ銃じゆう弾だんは防げない」

　夜を裂く銃弾。

　真夜中に紛れた弾丸をかわしきれず、肩かたと胸、脇わき腹ばらを撃うたれて襲撃者が姿勢を崩くずした。装束は防ぼう弾だん繊せん維いだろうが、衝撃をゼロにできるわけではない。

「え。あ、当たった？　あの距きよ離りで……？」

　ビル陰から、シスベルが漏らしたのは驚きよう愕がくだった。

「な、なんでこんな真っ暗なのに命中できるのですか!?　暗視ゴーグルは!?」

「いいから黙だまって隠れてろ」

　ジンの四発目。

　ビルの真下から屋上めがけ放たれた弾丸が、襲撃者の右足を撃ちぬいた。よろめく影かげが、大きく前ぜん傾けい姿勢に。

「選べ。このまま蜂はちの巣か、落ちるか」

『ッ』

　正体不明の襲撃者が、飛びおりた。

　ビル屋上から数メートル下の石床へ。達人でも足が砕ける自由落下の衝撃を、重力操作でやわらげながら着地する。

　だが落下速度を緩ゆるめるならば、それは落ちてくるだけの剣の的。

『潰レ──』

「遅おそい」

　イスカの踏ふみこみと抜ばつ刀とう。

　俊しゆん敏びんに身をよじる襲撃者の回かい避ひをさらに上回る剣速でもって、黒の星剣が防護服の布をプロテクターごと斜ななめに切り裂いた。

　首のプロテクターを斬きり飛ばす。その内側の皮ひ膚ふまで刃やいばが到とう達たつして────

　──違い和わ感かん。

　ぞわり、と。

「なっ!?」

　切っ先から感じる「手て応ごたえの無さ」に怖おぞ気けを感じ、剣を止めたのはイスカの方だった。

　服の繊維ではない。

　人間の筋肉の硬かたさもない。まるで水を斬るような手応えの無さ。

「イ、イスカ！　手心を加えている場合ですか、いま確実に倒せていたはずでしょう！」

「…………」

「イスカ？」

　魔ま女じよ姫ひめに返す言葉がない。

　イスカでさえも説明できないからだ。いま咄とつ嗟さに感じた悪お寒かんと、切っ先に感じた感かん触しよく、どちらも過去に類るい似じするものがない。

「お前」

『あーー…………首のプロテクター斬られた。もう使えないわねぇ』

　向かい合う襲撃者が、なかば千切れかかっていたフード部分の繫つなぎ目を引きちぎって、顔の前面を隠していた仮面も剝はがす。

　現れた素す顔がおは──

「全部で四人か。即そく席せきで雇やとわれた兵にしちゃあ腕うでがいい。何者かしら？」

　赤毛の魔女だった。

　右耳にピアス、左耳に大きな輪っかのイアリングをつけており、攻撃的な目つきも相まって荒あらくれ者を想像させる。

　グローブを脱ぬいだ手は、イスカが目を疑うほどに細くて華きや奢しやだった。

　……装束の下はだいぶ小こ柄がらか。

　……隊長やシスベルほどじゃないけど、音々よりは確実に小さい。

　魔女が、イスカの後ろへ手を振った。

「やぁシスベルちゃん。ようやく出てきてくれたわねぇ」

「あなたヴィソワーズ!?」

「第八州ここは広いもんね。あなたみたいな小さい子供一人、見つけるのは大変だし。だから捜さがすより自分から出てきたもらった方が楽じゃない？」

　赤毛の魔女がいたずらっぽくウィンク。

　愛あい嬌きようのある笑えみを浮うかべながら、ヴィソワーズと呼ばれた魔女が、足あし下もとに伏ふす女王の実働隊エージエントたちの頭に足をのせた。

　ちょうどいい足場を見つけたとでも、言いたげに。

「……近寄らないで！」

　先んじてシスベルが手を突つきだす。

「なぜわたくしを狙うか知りませんが、無む駄だですよ。先の爆ばく発はつで警務隊の増ぞう援えんがやってきます。野次馬も詰つめかけてくるでしょう」

「────」

「そんな装しよう束ぞくを着ているのは、ヒュドラ家の異い端たん審しん問もん官かんという身み柄がらを隠かくすためでしょう。ここでわたくしを襲おそえば暴力政変クーデターの主犯として顔が目もく撃げきされます」

　顔をフードと仮面で覆おおって、手にもグローブを嵌はめていた徹てつ底ていぶりだ。

　正体を隠したい思おも惑わくがあったのは疑いない。

「あなたの正体が明るみに出ればヒュドラ家の立場が──」

「ばれないわ」

「え？」

「いいものを見せてあげましょうかシスベル」

　砂じや利りが弾ける。

　砕けた石いし畳だたみを一歩、また一歩と無造作に近づいてくる赤毛の魔女。それを前にイスカは逆に一歩、また一歩と身を退ひいた。

「みんな、絶対にこいつに近づくな」

「ど、どうしたのイスカ兄っ!?」

「危険だ。ミスミス隊長、彼女シスベルを前に出さないでください。今すぐ撤てつ退たいの準備を」

「な、何を言ってるのですかイスカ！　このためのあなたでしょう！」

　シスベルに応じる余よ裕ゆうはない。

　目の前の魔女──

　その全身から、とてつもなく奇き妙みような圧力を感じてならない。

　始祖ネビュリス、氷ひよう禍かの魔女アリスリーゼとも異なる奇妙な悪寒。それは星せい剣けんの切っ先で魔女ヴイソワーズを斬りつけた時からだ。

　……傷がない。

　……肩と首のプロテクターを切断したのに、肌はだに傷がまったくないだって!?

　赤毛の魔女が歩みを止めた。

　ビルとビルの谷間。

　暗い路地のなか、木こ漏もれ日びのごとく月つき影かげの差しこむ道で──

「シスベルちゃん、明日の情報誌ゴシツプの見出しを教えてあげる。『第三王女シスベルが、謎なぞの怪かい物ぶつに襲われた』」

「え？」

「忘れちゃったかな。思いだしたくないだけかしら？」

　赤毛の魔女がにこりと笑う。

「あなたが王宮で見た『怪物』は、こんな姿に似ていたのよね？」

　嬌きよう笑しようが、夜の街に響ひびきわたった。

　菫色ヴアイオレツトの炎が燃え上がり、魔女ヴイソワーズの全身を吞のみこむ。

「なっっっ!?」

　焼け落ちる斑まだら模様の装束。

　だが赤毛の魔女は依い然ぜんとしてその場に平然と立っていた。炎ほのおに吞まれたのに焼かれない。その理由は至し極ごく単純。

　菫色ヴアイオレツトの炎は、魔女の全身から立ち上っていたからだ。




　悪星変異『被ひ検けん体Viヴアイ』──




　少女が変異していく。

　赤毛の髪かみがみるみる逆立って、真っ赤な宝石のように金属状に凝ぎよう固こする。さらに全身の肌色が透すけていき、海月クラゲのように、その肉体から夜空が透けて見えるのだ。

　むろん人間の筋肉や肌が、幽ゆう霊れいのごとく透けるわけがない。

　つまるところ──

　人間ではない。

　生まれたのは、明らかに人間という範はん疇ちゆうの外にいる怪物だった。

「え。ちょ、ちょっと…………」

「な、なにあれジン兄ちゃんっ!?」

「……話が違ちがうんじゃねえのか、雇い主さんよ」

　ジンの声が掠かすれている。

　イスカと同じ帝てい国こく最強の剣士に師事した狙撃手さえも、目の前で生まれつつある怪物を凝ぎよう視しすることしかできずにいた。

「皇おう庁ちようの刺し客かくと戦う約束はしたが、あんなバケモノと戦うのは聞いてねぇぞ」

「…………あ…………ぁぁ…………っっ!?」

　そしてシスベルは。

　全身を小刻みにふるわせて、声を出すことさえできずにいた。

「────ふぅ。思いだした？　これなら姿が見られたって平気でしょう？　今夜の獲え物ものがあなた。次に女王」

　ヴィソワーズの面おも影かげを残した顔で、人間だったモノが小さく嗤わらう。

　両手を広げて。

「星は怒いかりに満ちてるわ。いまだ帝国を討うてずにいる血ル筋ウなど要いらない」

　菫色ヴアイオレツトの炎──

　鮮あざやかな紫むらさき色いろの炎が、その光こう沢たくある肉体から噴ふき上がって夜空を焦こがす。だがヴィソワーズに宿っている星せい霊れいは『重力』のはず。

「……ヴィソワーズ、あなたその炎はっ!?」

「これ？　これは星霊エネルギーの塊かたまりよ。百年前の帝都を灰と化した炎の正体──水でも冷気でも消すことはできない。燃え続けるの」

　菫色ヴアイオレツトの火柱が、弾はじけた。

　ビルに迫せまる高さの炎の壁かべが、瓦が礫れきと石畳を吞みこみながら迫ってくる。

「さよならルゥの血脈。そしてあなたの護衛も」

　人外の魔女が指をうち鳴らす。

「皇庁このくにはいただくわ」

「──好きにしろ。そう言いたいところだけど」




　菫色ヴアイオレツトの炎が、黒の一いつ閃せんで消し飛んだ。




「彼女シスベルだけは別だ、お前にやる気はない」

「────っ!?」

　魔女の微笑ほほえみが凍こおりついた。

　消えないはずの星せい炎えんが搔かき消えた。いや切断されたのだ。炎の壁を前にして、シスベルを庇かばうように黒くろ鋼がねの剣を振ふるった剣士によって。

「あたしの星霊エネルギーを遮しや断だんした……？」

「イスカ！」

　訝いぶかしむ魔女ヴィソワーズ。

　歓かん喜きの声を上げる魔女の姫ひめシスベル。

　正反対ともいえる声とまなざしを浴びながら、イスカが見下ろすのは切断したばかりの星炎だ。

　四散した菫色ヴアイオレツトの炎。

　その無数の火の粉がまだ消えてない。石畳に付着して、ジリジリと石の表面を熱で溶とかしていく光景がそこにはあった。

「彼女シスベルを」

　──遠くへ。

　女隊長、音々、そしてジンに小声で託たくす。

「イスカ！　あ、あなたは星霊使い特化の剣士だとわたくしに言いました。それは噓うそではないですよね……負けないで！」

　夜風に攫さらわれる少女の声。

　訴うつたえかけるような必死の叫さけびを背に浴びながら、イスカはふり返ることをしなかった。この怪物から一いつ瞬しゆんとて目を離はなせない。

「──わからない」

　イスカの呟つぶやきは、遠ざかる魔女姫には届かなかったことだろう。

「星霊使いには負けない。だけど僕だって、こんな奴やつを相手にするのは初めてなんだ」

　初めて見る。

　……僕は、星霊使いを魔女と呼んだことはない。

　……だけどこいつは、別の意味で「魔女」と呼ぶ以外にない怪物だ。

　魔女ヴィソワーズ。

　人外の怪物に変異した少女と向かい合う。それだけで背中から冷たい汗あせが噴きだすのを感じながら。

「星霊使いには負けられない。それが僕の意地だ」

「あら？　なら安心して負けなさい」

　ヴィソワーズが天を仰あおぐ。

「あたしは星霊使いじゃない。その次元にいるモノじゃないから」

「そういう意味じゃない」

　右手に黒の星剣。左手に白の星剣を握にぎりしめて。

　イスカは息を吐はきだした。

「魔女おまえには負けたくない。そういう意味で言ったんだよ」

「ん？」

「お前が人外の怪物だっていうのは、さっき斬きった瞬しゆん間かんに理解した。だけど──」

「何かしら」

「自分を星霊使いじゃないと誇ほこるお前には、星霊の強さ以外の強さを感じない」

「？」

「ああ、理解できないだろうさお前には」

　氷禍の魔女アリスリーゼ。

　始祖ネビュリス。

　棘とげの魔女キッシング。

　帝国から魔女と呼ばれた純血種たちは、いずれも決死の覚かく悟ごを要した強敵だ。そして、いずれも人間だった。

　人間でありながらも──

　帝国軍から『魔女』と呼ばれるのを覚悟して、力を振るう者たち。それゆえの鬼き気き迫せまる重圧があった。




〝帝国あなたたちが『氷禍の魔女』と呼ぶ星霊使いは、わたしのことよ〟

〝百年前から知っている。この傷だらけの世界には英えい雄ゆうも救世主もいない。だからわたしが魔女となって帝国を消しよう滅めつさせる〟




「ただの人間の女の子が、自分を『魔女』だって自じ嘲ちようする。それにどれだけの覚悟が要いるか、お前は想像できないだろ」

「……？」

「負けたくないんだよ。ただただ強いだけの魔女おまえには」

　菫色ヴアイオレツトの炎が照らす夜の路地。

　どこからともなく警報が鳴りだすなか、イスカは、未み曾ぞ有うの戦いへと踏ふみこんだ。

　真の──

　人間と魔女の戦いへ。
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　ネビュリス皇庁・第八州リースバーテン──

　主要駅ターミナル『南アルトリア』一帯は、誰だれもが寝ね入いる夜の静けさから一転、けたたましいほどの警報が鳴りひびいていた。

「な、何なのジン君!?　あの魔女、いったい何なの！」

「知らねぇよ。急げ隊ボ長ス、音ネ々ネ」

　夜の歩道を突つっ切って、ジンは目の前のホテルを指さした。

　夜中にもかかわらず野次馬がロビーに集まりつつある。その流れに逆らって廊ろう下かを走り、つい先ほど降りてきたばかりの非常階段へ。

「俺がイスカの後方支援バツクアツプに回るにしても、こんな小さな拳けん銃じゆうじゃ話にならない。おい音々、ケースに対装そう甲こうマグナムを隠かくしてたな」

「でもジン兄ちゃん、あれは対人じゃなくて対獣用の拳銃だよ!?」

「俺にはそう見えた。人間と思わない方がいい」

　あれは人外だ。

　帝国軍の知っている星霊使いではない。完全な新種の敵として覚悟する相手であって、最大火力をぶつける以外の選せん択たくは存在しない。

「アレが皇庁の秘密兵器だってオチじゃねえだろうな」

「…………」

「おい」

「……冗じよう談だんではありませんわ」

　非常階段の踊おどり場で、ストロベリーブロンドの髪かみの少女がピタリと足を止めた。

　額から流れ落ちる滝たきのような汗。髪をくしゃくしゃに乱した皇庁の魔女は、その顔から血の気が引いていた。

「あの女…………ヴィソワーズ・アレク・ヒュドラは、王家に関かかわる者ですが、帝国軍あなたがたが純血種と呼ぶ類たぐいではありません。彼女は血が『薄うすい』ですから」

「薄い？」

「養子ですわ。ネビュリスの直系から遠い血筋の子を、ヒュドラ家が養女として迎むかえ入れたのです。そして犯罪者を裁く異い端たん審しん問もん官かんとして従事してきた。そこまでの経けい緯いは王家の者なら誰でも知っています。でも……」

「あんなバケモノは知らないと？」

「……知ってたら、犯人を追つい跡せきしようなんて危険は冒おかしませんわ」

　走り続けてきた疲ひ労ろうと恐きよう怖ふのせいだろう。

　手すりに寄りかかったシスベルは、膝ひざが小刻みに痙けい攣れんして階段を上れないでいる。

「……あのヴィソワーズに似た別の怪かい物ぶつを、一度だけ見たことがあります」

「え？」

　思わず声をあげたのはミスミス隊長だ。

「そんな大事なことをアタシたちに黙だまって──」

「違ちがいます！　わ、わたくしだって予想も何もできなかったのです。だって見たでしょう、ヴィソワーズが変へん貌ぼうする姿を。何の変へん哲てつもない人間が正体を隠していたなんて、わたくしにわかるわけありませんわ！」

「まあいい。バケモノの詮せん索さくは後だ」

　ジンの嘆たん息そく。

「部屋に戻もどるぞ」

「ひゃっ？」

　有う無むを言わさずにジンにおぶわれて、シスベルが悲鳴を上げた。

「ちょ、ちょっと何をするのですか！　断りもなくわたくしの肌はだに触さわるのは──」

「自分で走るか？」

「……いいえ」

　おずおずとジンの肩かたに摑つかまる少女。

　疲つかれきった足で階段を上るより、この男におぶわれた方がはるかに早い。

「あのバケモノがホテルまで追いかけてくる可能性は？」

「……ゼロではありませんわ。あの姿から一目でヴィソワーズとわかる警務隊はいないはずです。監かん視しカメラに映ったって、人間の姿に戻られたらお手上げですから」

「妥だ当とうだな」

　非常階段を一段抜ぬかしで駆かけ上がっていく、ジン。

「部屋に戻った後は二手にわかれる。お前は、音々と隊ボ長スの傍そばにいろ。絶対に外に出るな。俺はイスカの後方支援バツクアツプに回る」

「ええ……アレはもう同志ではありません。一刻も早くお母さまに報告しなくては」

「お母さま？」

「い、いえいえ！　わたくしの呟きなんか気にせず早く上ってください！」

「なら大人しく摑まってろ」

　非常階段をひた走る。

　背負っているのが女王の娘むすめであることは知らず、ジンは、押し殺した声で口にした。

「帝てい国こく上層部も真っ黒だが、腹黒さに関しちゃネビュリスの血もいい勝負だな」
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　──綺き麗れいでしょう？




　冷たい夜風にまじる、艶あでやかな嬌きよう笑しよう。

「この宝石みたいな髪も、硝子ガラスみたいに透すきとおった肉体からだも」

　人間が変貌したのか──

　元から怪物であったものの変装が解けたのか──

　逆立った髪が紅玉ルビー色に結けつ晶しよう化した「少女だったものヴイソワーズ」が、しなやかな両手を胸いっぱいに広げてみせた。

「……お前は人間か？」

「さあどうかしら。護衛さん、人間の定義を教えてくれる？」

　魔ま女じよヴィソワーズが腕うで組ぐみ。

　丸みを帯びた身体からだの線こそ少女のものだが、その肉体からだはうっすらと照り輝かがやいて、背後の夜空が透けて見える。

「質問を変える」

「なぁに？」

「お前は、生まれた時からその姿だったか？」

　魔女は答えない。

　答えるかわりに腕組みをほどき、その指先をイスカに向けて。

「シスベルちゃんがイスカと呼んでいたわね。お前は誰？」

「独立国家の護衛だ」

「『そういう意味じゃない』。これ、さっきのお前のセリフの意い趣しゆ返がえし」

　星せい炎えんをまとう魔女が、冷たく笑った。

「帝国軍使徒聖の第十一席、『黒くろ鋼がねの後こう継けい』って呼ばれてた剣けん士しがその名前だったでしょ。それと同一人物かって訊きいてるの」

「っ」

「我が血脈『ヒュドラ』は百年を耐たえぬいてきた。雌し伏ふくの時だもの、帝国軍の動向だって当然に把は握あくしているでしょうに」

「……結局は皇く庁にが目的か？」

「凡ぼん夫ぷね」

　ぼっ、と空気が弾はじける気配。

　魔女ヴィソワーズの全身から、何百何千という紫むらさき色いろの炎ほのおが噴ふきだした。

「そんなつまらない理由でヒトをやめたりしないわ」

　炎の蕾つぼみが花開く。

　星炎──ヴィソワーズの体内で昂たかぶった星せい霊れいエネルギーが具現化したもの。

「『菫色の小惑星ヴアイオレツト・ベルト』」

　業ごう火かが、イスカを吞のみこむほどの火球へと膨ふくれあがった。

　どんな水でも冷気でも消えることがない。ゆえに百年前、帝都はこの炎の前に為なすすべなく焦しよう土どと化した。

　星霊エネルギーが尽つきるまで、この炎は決して消えない。

「燃えちゃいなさい」

　視界が塗ぬりつぶされる。

　左右はビル。前方からは巨きよ大だいな炎えん塊かい。そしてイスカの背後には、倒たおれ伏ふした警務隊たち。

　……こいつ!?

　……本気で何もかも消し去る気か！

　避さけることはできる。

　炎の速度を考えれば着ちやく弾だんまでに遠ざかればいい。それは至し極ごく簡単で、イスカがそうしたとしても誰一人文句を言えなかっただろう。

　だが──

「お前には皇く庁にも何もないのか」

　地を蹴ける。

　上段に構えた黒の星剣を、イスカは裂れつ帛ぱくの気勢でもって振ふりおろした。

　──切断。

　膨れあがった風船が弾けるかのごとく、巨大な星炎がパンッと音を立てて無数の火の粉となって空に舞まう。

「はっ！　やっぱりその剣ね！」

　高らかに響ひびく魔女の声。

「星炎を消すには、同等の星霊エネルギーをぶつけて相そう殺さいするしかない。斬きるだなんて、帝国軍はどんな悪わる知ぢ恵えを生みだしたのかしら」

「さあね！」

「でも所しよ詮せんは剣一本。何もできやしない」

　魔女が右手を突つきだす。

　その指先が示すイスカへ、宙に浮うかぶ何十個もの火球が一いつ斉せいに地上目がけて落下する。さながら炎の流星群。

「一つ斬ったところでムダ。これだけの炎となれば」

「二ふた桁けた少ない」

「はっ!?」

「僕を仕留める気なら。アリスはそうだった」

　ただ「前」に出る。

　夜空を菫色ヴアイオレツトに染める火球の軌き道どうを一いち瞥べつし、イスカは星剣を振りあげた。脳天めがけて降ってくる星炎を切断し、その勢いで次の火球を薙なぎはらう。

　斜ななめ頭上からの炎をかわし──

　イスカは一いつ瞬しゆんとて止まらず地を駆けた。目の前にいる魔女めがけて。

「お前、人間のくせにバケモノね」

「お互たがい様だ」

　イスカにとって未知の魔女。

　だが魔女にとっても、これだけの星炎を前にして逆に突っこんでくるデタラメな剣士は衝しよう撃げきに違いない。

　……一つわかった。

　……どんなに外見と力が人間離ばなれしていても、コイツの戦法は人間だ。

　純血種に似ている。

　イスカが初撃を防いだと見るや、次に圧あつ倒とう的な大規模術式でねじ伏せようとする。それが対個人戦の最適解であると身に染しみついているからだ。

「『地ち母ぼ礼らい賛さん』──」

　魔女の足あし下もとを中心に、黒いドームが同心円状に膨れあがった。

　蛹さなぎのような歪いびつな重力場。

「重力の嵐あらしよ」

　ゴッ、と大地が轟とどろいた。

　真っ先に悲鳴を上げたのは石いし畳だたみだ。表面の石が蜘く蛛もの巣状に割れ砕くだけ、それがみるみる大きな亀き裂れつとなっていく。

　嵐のように中心に向かって渦うずを巻く重力が、周囲のものを強ごう引いんに引き寄せる。

「捕とらえたわ」

「立場が逆だ」

　ビルの壁へき面めんに着地する。

　重力の嵐に囚とらわれる寸前、イスカはその力の圏けん外がいへと跳とび上がっていた。野生の獣けものさえ目を剝むく脚きやく力りよくで。

　トン──

　三角跳びの要領でビルの壁面を蹴りつけ、対面のビル壁へ。

　魔女の頭上めがけて剣を振りおろす────その矢先に、イスカが感じたのは底知れぬ重圧だった。

　肌で感じた。

　魔女ヴィソワーズの全身からにじみ出る、菫色ヴアイオレツトの輝きを。

「ぐっ!?」

　魔女に剣が届くまであと二秒とかからない。

　そこまで距きよ離りをつめておきながらも、イスカは踏ふみとどまった。街灯の柱を蹴りつけて跳ちよう躍やくの軌道を変えることで、魔女の遥はるか後方に着地する。

「あは。あはははっ。お前いいわ。ゾアとルゥを潰つぶすいい練習になる」

　ぐるん、とふり返る人外の少女。

　その目が燃えていた。比ひ喩ゆではない。髪かみの毛と同じく硬こう質しつな宝石と化した瞳ひとみから、星炎があふれ出ているのだ。

　……星炎が強まってる？

　……昂ぶりすぎて、力があふれ出ているっていうのか！

「でも、そろそろ顔も見み飽あきたわ。シスベルちゃんも追いかけないといけないし」

　妖よう艶えんな上目づかいの魔女。

「ちょっと本気出してあげる。それで満足して果てなさい？」
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　イスカと魔女ヴィソワーズの衝しよう突とつの、わずか数分前──

　主要駅ターミナル『南アルトリア』。

　繁はん華か街がいに続く大通りを、アリスは息を切らせて走っていた。昨日、イスカとシスベルが手を繫つないでいるのを目もく撃げきした道でもある。

「どういうことよ。あの爆ばく発はつは何なの……!?」

　菫色ヴアイオレツトの炎。

　夜という画板キヤンバスに、鮮あざやかな紫色の炎が咲さき、そして消えていく。

　ここは星霊使いの国だ。多くの者が一目で理解しただろう。あれは火薬ではない。強力な星霊エネルギーの瞬またたきだと。

　……しかもあの方向って。

　……シスベルが泊とまってるホテルがある方角じゃない。

　まさか。

　悪お寒かんとして浮かびあがったのは、昨夜のネビュリス王宮で起きた女王暗殺未み遂すいの爆発だ。次に妹シスベルが狙ねらわれる可能性も確かに危き惧ぐしていた。

「でもイスカがついてるはず。それに燐リンだっているし……」

　まずイスカが妹シスベルの護衛で。

　その二人を燐が近くで監かん視ししているはずだが。

「通信機の信号は黄色……ということはいま手が離はなせない、と」

　青ならば通信は正常。赤ならば通信中。

　そして黄は、通信制限。

　何らかの事情で燐側が「取り込み中」につき、アリスからの連れん絡らくを一時不可に設定したのだろう。

「……ああもう。結局、わたしが見に行かなきゃダメじゃない！」

　息を整えて再び走りだす。

　爆発は鎮しずまったが、今の音を聞きつけた一いつ般ぱん人が外に集まりつつある。それを取り締しまるのが警務隊だ。

「待て、そこの娘むすめ！」

「わたしよ。何が起きたか教えてちょうだい」

「第二王女アリスリーゼ様!?」

　街灯に照らしだされるアリスの顔、そしてアリスが手首に絡からめた王家の鎖アクセサリを前にして、警務隊がたちまち敬礼の姿勢をとる。

「いいから早く」

「は、はい！　現在調査中です。ですが現場に向かった隊からの連絡が途と絶だえており……応おう援えん部隊が向かっています」

「連絡が途絶えたのはどこ？」

「こ、この先の十四街区です！　星せい霊れい術じゆつと思おぼしき爆発を調査しに向かっていた部隊が、四名、連絡が途絶えていて」

「……そっちもなのね」

　アリスもだ。女王の実働隊エージエントと連絡がつかなくなっている。

　さらには燐も通信制限中。

「あなたがここのリーダーね？　応援部隊を止めて。現場に寄ってくる民衆を堰せきとめることに専念してちょうだい」

「はい？　ど、どういうことですか」

「わたしが見てくるわ。それが一番手っとり早そうだし、燐とも合流できそうだし」

「王女様みずからが!?」

「ね、お願い。これも王家の務めなの、ちょっと見てくるだけだから」

　顔を見合わせる警務隊の前で、アリスは控ひかえめな微び笑しようで応じてみせた。

　……もう。察してちょうだい。

　……一いつ緒しよにいたら、わたしの術の巻き添ぞえになるだけよ。それは嫌いやでしょ？

　想定する最悪のケース。

　敵は女王を襲おそった暴力政変クーデターの犯人で、シスベルを襲しゆう撃げきした。あの爆発がそうだとすれば、近づけば確実に襲われる。

「で、ですが」

「妥だ協きよう案を出すわ。十分間でどう？　十分以内にわたしから連絡をするから、それがなければ応援部隊を寄こしてちょうだい」

「……わかりました。その条件ならば。どうかご無事で」

「ありがとう。あなたたちも気をつけて」

　返事を待たずに再び走りだす。

　十分間は短くない。星霊使い同士の模も擬ぎ戦は、平均二分で決着がつくという記録がある。犯人を見つけて叩たたき伏ふせるのに事足りる。

「こっちね。燐、燐？　いたら返事をなさい！」

　第十四街区。

　古ビルが建ちならぶ夜の路地裏は、街灯があるとはいえ明かりらしい明かりがほとんどない。奥へと進み──

　アリスの嗅は覚なが、燃え殻がらの臭においを感じとった。

「……まだ炎ほのおが燻いぶってるの？」

「アリス様！　ご無事でしたか！」

　奥まった通路から、スーツを着た黒髪の女が小走りに駆かけてくる。

　年ねん齢れいは二十代なかば。

　アリスが注目したのは襟えり元もとだ。百ゆ合り紋もん章しように鎖くさりがついた特注ラペルピン、これは女王の実働隊エージエントが共通して身につけているものである。

「シスベル様を発見しました！　ですが敵襲が……対応しようにも警務隊が人ひと質じちに取られてしまい、シスベル様も負傷されております！」

「続けて」

「はっ。しかし時間がありません。ご案内しますので、どうぞアリス様！」

「ええ」

　そう言って──

　街灯の光に照らされた石畳から、アリスは動こうとしなかった。暗がりを指さす女王の実働隊エージエントが、王女がついてこないことに気づいてふり返る。

「……アリス様？」

「一つ訊ききたいことがあったわ」

「事態は一刻を争います！　時間がありません、こうしている間に──」

「あなたは誰かしら？」

　スーツ姿の女が、ピタリと口をつぐんだ。

　対し、アリスはその場で腕うでを組んでみせる。

「王女わたしみたいな雲上人は、一兵の顔なんていちいち覚えてないだろうって思った？　だとしたら悲しい誤解ね」

「…………」

「女王おかあさまが実働隊エージエントと面談する時、そこに立ち会うのがわたしの役目。ルゥ家に仕える者の顔と名前は一人だって忘れやしないわ」

　ルゥ家の実働隊エージエントに化けた女。

　アリスの知らない顔だが、その所属と目的はおおよそ推察できる。

　……わたしを狭せまい通路に引きずり込んで。

　……騙だまし討うちが本命？　次点で、シスベルの居場所を吐はかせる魂こん胆たんかしら。

　あるいはその両方か。

「そして感謝するわ。あなたのおかげで一つわかった」

　たっぷりと皮肉をこめるつもりで。

「シスベルはまだ無事ね。捕つかまえているならわたしなんかに執しゆう着ちやくしない。警務隊から目をくらませて雲くも隠がくれするのを優先するでしょう？」

「…………」

「退どきなさい。タネの知れた道どう化けは、さっさと退場するのが礼儀マナーというわ」

「聡そう明めいなのですね第二王女さま」

　宙を舞まうラペルピン。

　スーツの襟元についていた忠誠の証あかしを引きちぎって放ほうり投げたのは、現女王への明確な造反の表れだろう。

「聞き及およんでいたよりずっと利口で、勘かんが冴さえている。何よりお美しい」

「ありがとう。でもわたしが欲ほしいのは世辞じゃない。道を譲ゆずってほしいの」

「御ご免めん蒙こうむる。王女、お覚かく悟ご願います！」

　女のスーツがひるがえる。

　手慣れた挙動。その手に収まる小さい拳けん銃じゆうの銃口を、こちらに向けて。

「っ、銃ですって」

　今さら？

　アリスの氷ひよう壁へきは、帝てい国こく部隊の一いつ斉せい射しや撃げきをはね返す。

　拳銃を向けられたところで恐おそれるに足らず。皇おう庁ちようの民たみならばソレを知らぬわけがない。ならば別の狙いがある？　だとすれば何がある？　陽動？　罠わな？

　その一いつ瞬しゆんの戸と惑まどいが────

　アリスの判断を鈍にぶらせた。

「さよなら王女」

　アリスの脇わきをかすめていく弾だん丸がん。

　その弾丸が通常のものではなく、背後にある起き爆ばく装置を叩くゴム弾であることを理解した時には既すでに、三つの光が灯ともっていた。

　ピピピッ──

　連続する三つの信号音。

「っ、まさか!?」

　三連起爆。

　三方を囲むビルに取りつけられた可塑性爆薬プラスチツクボムが、ビル壁へきと、そしてアリスの立つ石いし畳だたみを木こっ端ぱ微み塵じんに破は壊かいした。

　濛もう々もうとたちこめる粉ふん塵じん。

　その煙けむりの切れ目からのぞく光景は、何もかもが消し飛んで、ビル壁から剝はがれた鋼鉄の残ざん骸がいしか残っていない。

「警務隊を散らすために仕し掛かけておいた罠です。まさか始祖の血脈を相手に、真正面から挑いどむわけがないでしょう」

　ひしゃげた街灯。

　うずたかく積もった瓦が礫れきを前に、女が銃をしまう。

「第三王女の追つい跡せきは『Viヴアイ』が続行中か……遅おそいな。いつまで手間取っている。護衛ごと片付ければいいものを」

　踵きびすを返す。

　歩きだそうとした足が、止まった。

　──否いな。

　止まったのは足ではなく「靴くつ」。靴先と踵かかとが、持ち上がらない。接せつ着ちやく剤ざいで固定されたかのように石畳から剝がれなかった。

　白く輝かがやく結けつ晶しよう。

　霜しも柱ばしらのように薄うすい氷が、石畳上の靴裏をピタリと固着していたからだ。




〝ずいぶん非ひ道どい真ま似ねをするのね〟




「氷!?　そんな……？」

　がらがらと崩くずれていく瓦礫の山。

　両足を地に縫ぬい止められた刺し客かくはふり返れない。音だけで全すべてを悟さとった。

　ありえない。

　あの至近距きよ離りの爆発は、星霊とて自動防ぼう御ぎよが間に合わないはずなのだ。

　星霊とて万ばん能のうではない。

　宿主アリスの危機に反応したとしても、爆発エネルギーを感知し、宿主アリスへの危険性を判断し、それから防御行動を取った時にはもう爆風に吞のまれている。

「ふぅっ。あと少しでぺしゃんこになるところだったわ」

　地面から突つきでた巨きよ大だいな氷柱つららが、何百キロという鋼鉄の瓦礫を軽々とはじき飛ばす。

　その下から──

　アリスは傷一つない姿で立ち上がっていた。

「……あの瞬しゆん間かんに防御を!?」

「こんなの帝国軍からいくらでも受けてきたわ。わたしが帝国軍からなんて呼ばれてるか、知らないわけじゃないでしょう」

「っ！」

　氷ひよう禍かの魔ま女じよ。

　戦場に現れる純血種のなかでも、帝国から最脅きよう威いと目される由ゆ縁えん──

　倒せないのだ。

　砲ほう撃げきを受けとめる氷の壁かべに、大気ごと毒ガスを凍こおらせてしまう冷気。大規模地じ雷らい原げんさえ、地面を凍らせて起動不能にしてしまう。

　たとえば炎や雷かみなり、風の星霊にこうした防御手段はない。

　氷という属性ゆえの自己防衛能力。女王ネビュリス８世が、愛まな娘むすめが一人で最前線に向かうのを許す理由がここにある。

「でも間かん一いつ髪ぱつだったわ」

　捕とらえた刺客から目を逸そらし、アリスが見やったのは左右背後に建ちならぶビル群だ。

　きらきらと美しく凍りつくビルの壁へき面めん──

　爆風で脆もろくなったビルの根元を被覆コーテイングし、ぶあつい氷ひよう塊かいで下支え。これが無ければ古ビルは軒のき並なみ倒とう壊かいしていたに違ちがいない。

「あなた最低ね」

　再びふり返るアリス。

　その瞳ひとみに、冷たい怒いかりを滲にじませて。

「ビルが倒壊すれば大惨さん事じ。いったいどれだけの犠ぎ牲せい者しやが出ていたかしら」

「まさか……自分の身ならずビルの倒壊を防いでいた!?　あの爆発の間ま際ぎわに、それだけの余よ裕ゆうがあったと……」

　刺客が肩かたを戦おののかせる。

　これがルゥ家の最終兵器。女王暗殺計画が「アリス不在時」を狙ねらって行われた理由を、突きつけられた。

　──敵に回してはいけない。

　この王女だけは、絶対に正面から戦ってはいけないと。

「もういいでしょう」

　氷塊が軋きしむ音。

　為なすすべなく、刺客が巨大な氷の柱のなかに閉じこめられていく。氷の檻おりのなかで叫さけんでいるが、氷の厚みに遮さえぎられて声は一いつ切さい外に漏もれない。

「あなたと話す時間も惜おしいの。牢ろう屋やで好きなだけ喋しやべりなさい」

　氷塊に背を向ける。

　自分を襲おそってきた刺客に、アリスはもはや一切の興味を失っていた。この女じゃない。自分が追っている刺客は別にいる。

　……あんな陳ちん腐ぷな可塑性爆薬プラスチツクボムじゃないわ。

　……わたしが気がかりなのは菫色ヴアイオレツトの閃せん光こう。星せい霊れい術じゆつで起きた爆発だから。

　燐からの連れん絡らくもまだない。

　この近くにいる。自分より先に現場に到とう着ちやくしていたはず。でなければ通信機をわざわざ制限設定にするはずがない。

「燐、燐ってばどこに────……」

　轟ごう音おん。

　この夜最大の鳴動が轟とどろいたのは、その時だった。
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〝お前の顔、見み飽あきたわ〟




　星せい炎えん。それは星霊の発するエネルギーが極限まで圧縮され、物質化して顕けん現げんした時に生じるもの。

　夜空に舞う菫色ヴアイオレツトの火の粉は、妖よう艶えんにして、宙を舞う蝶ちようのごとく美しい。

　それが──

「弾はじけなさい」

　炎ほのおの雨となってイスカの頭上へ降りそそいだ。

　一発一発が爪つま先さきほどの粒つぶであっても、正体は超ちよう高熱のエネルギーだ。服に擦こすれば即そく座ざに燃え上がり、その炎は決して消えない。

　……髪かみの毛一本だって迂う闊かつに触ふれられない。

　……凶きよう悪あくさは、純血種キッシングの「棘とげ」に負けず劣おとらずか！

　後方へ跳とびさがる。

　イスカが地を蹴けった石畳に炎が着ちやく弾だん、たちまち石の表面が熱でドロリと溶とけていく。

「ちっ！」

　避よけきれない。

　跳んだ先に降りそそぐ火の粉を、剣けんの切っ先で薙なぎはらう。さらに回転。左足を軸じくにして独コ楽マのごとく身をよじり、背後の炎をさらに切り落とす。

「おお怖こわい、背中にも目があるの？」

　重力操作──

　イスカが見上げる目の前で、魔女ヴィソワーズが空へと昇のぼっていく。その透すける肉体は、地上のイスカの目にはほとんど夜空と同化した状態だ。

　逃にがした。

　既にヴィソワーズの位置は、近きん隣りんのビルの屋上よりも高い。

　……やられた。

　……この星炎は本命じゃない。敵ぼくを引き剝がすための広こう範はん囲い術式か？

　菫色ヴアイオレツトの雨がやんだ。

「いい目ね。その緊きん張ちようと敵意にあふれた目。わかってるじゃない」

　魔女が高らかに謳うたう。

　イスカは逃のがしたくなかった。その心情すら読みきって。

「どこかで見てるシスベルちゃんにも絶望してもらいたいわ。あたしのとっておきで潰つぶしてあげる。……極きよく砲ほう『骸むくろの魔ま弾だん』」

　夜よりも濃こい黒点。

　魔女ヴィソワーズが両手を広げたその中心に生まれたものは、一切の光を排はい除じよした闇やみの球体だった。

　……なんだ。あの球体？

　……黒すぎる。光をまったく反射してないのか!?

　あれが星霊術？

　そもそも「黒」とは、光が吸収される事象に見られる色だ。そして魔女ヴィソワーズの星霊は重力である。

　闇の球体の正体、そこから推測するとなれば。

「まさかブラックホール！」

「ご名答。でももう遅おそい」

　重力崩壊星ブラツクホール──

　星の爆発後に生まれるソレは、光さえ吸いこむ究極の重力場。

　ピシッ。

　イスカの足あし下もとで、砕くだけた石いし畳だたみの破は片へんが音を立てて砕けちった。それが夜空の重力崩壊星ブラツクホールめがけて吸いこまれていく。

「……地上のガラクタを吸い寄せる気か!?」

　地上から、空へ。

　へし曲がった街灯の柱。石畳に転がる缶かん、不法投とう棄きされた小型車や、先の爆発で砕けたビルの破片にいたるまで──

　そして、吸い上げるだけで終わりとは思えない。

「重力崩壊星ブラツクホールが干かん渉しようするのは無機物すべて。ごらんなさい。地上の骸たちがどんどん大きくなっていく」

　残ざん骸がい。あるいは瓦が礫れきと呼ばれるもの。

　イスカよりも巨大な鋼鉄の破片を何百と夜空の一点に吸い寄せて、瓦礫の集合体を形成していく。

　ビルに匹ひつ敵てきする大きさの、瓦礫群を。

「十グラム──」

　人ならぬ少女の嬌きよう声せいがふりそそぐ。

「この重さ、ピンと来るかしら？　硬貨コイン一枚よりちょっと重い」

「…………」

「答えは『銃じゆう弾だん』。たかだか十グラムなのよね」

　されど十グラム。

　その一発で、人間どころか大おお型がた獣じゆうさえ地に倒れる。

　ならば──

　今ここにビル一棟とうに迫せまる瓦礫群があるとすれば。

「素す敵てきでしょ。ビル一つ分の質量をもった銃弾なんて、誰だれも目にしたことがない。そして、未知ゆえに誰も防げない」

　魔女ヴィソワーズが、両手を広げたまま天を仰あおいだ。

　空中に、まさしくビル一棟に匹敵する瓦礫や小石の破片を集結させながら。

「『骸の魔弾』。撃うて」




　──質量六○○○○○○○○○グラムの弾丸。




　鋼鉄のビル一つ分。

　重力崩壊星ブラツクホールに吸い寄せられた地上の残骸が凝ぎよう縮しゆくし、歪いびつな球体となる。そうイスカが認にん識しきした瞬しゆん間かん。

　轟ごうッ──────

　第十四街区に響ひびくそれは音ではなく、破は滅めつの衝しよう撃げき波はそのものだった。

　空から押し寄せる超質量。

　直径は、イスカの立つ路地の幅はばとちょうど同じ。星剣で切断できる大きさではない、と。イスカの脳のう裏りに「回かい避ひ」が過よぎる間もなく。

「っっっっ!?」

　目に見えぬ衝撃になぎ倒たおされ、イスカは吹ふき飛んでいた。

　コンクリートの壁かべに背を打って意識が暗転。一瞬後に意識が戻もどった時にはもう、石畳は消えていた。

　あるのは、すり鉢ばち状の陥没クレーター。

　……風圧……か？

　……直撃どころか、その余波だけで僕は吹き飛ばされた……！

　切った唇くちびるを拭ぬぐう。

　凄すさまじい粉ふん塵じんの上がるなか、地面に転がっていた黒と白の星剣が見えた。

　……気絶しても剣を手放さない訓練はしてきた。

　……剣を手放したのは初めてか。

　それほどの衝撃だったのだ。

　しかも弾丸本来の威い力りよくではない。風圧が擦かすっただけで、これだ。目の前の陥没クレーターを見ても、帝てい国こく軍のミサイルにも匹敵する粉ふん砕さい力があるのは間ま違ちがいない。

「あら可哀かわい想そう」

　ビル壁へきから起き上がろうとするイスカへ、空にうかぶ魔女からの冷れい笑しよう。

　そして依い然ぜんとして残っている重力崩壊星ブラツクホール。

「今ので潰れなかったのね。二発目が必要だなんてお気の毒に」

「…………最高だ」

　剣を拾い上げる。

　背中の激痛に顔を歪ゆがめながら、イスカは魔女ヴィソワーズへ応じた。

「こんな軽傷で一発目をやり過ごせた」

　骸の魔弾の威力に比して──

　イスカという人間は軽すぎた。風圧に為なすすべなく薙ぎはらわれたことが、結果として命を繫つなぎとめたのだ。

「ハッタリかしら？」

　魔女の余よ裕ゆうは変わらない。

「軽傷にも見えないし、やり過ごしたようにも見えないし、何より最高じゃないわ。もう一度同じ苦しみを受けるのよ」

「タネは見た」

　血の味を感じながら息を吐はく。

　砂ぼこりが吹き荒あれる地上から、星剣の切っ先を突つきつけて。

「出し惜しんだ。それがお前の甘さだ魔女ヴイソワーズ！」

「撃て」

　二発目。

　重力崩壊星ブラツクホールによって集められた大量の瓦礫が、地上めがけ撃ちだされる。

　だが今度は視みえた。

　──弾丸が、銃じゆうの引き金によって放たれるように。

　──骸の魔弾は、魔女ヴィソワーズの一瞬の星せい霊れい光こうで撃ちだされる。

　ゆえにイスカは跳んだ。

　魔弾が発射された刹せつ那な、魔女の動体視力を置き去る速さでもって星剣を振ふりあげる。

　いうなればビル一つが落下してくるようなもの。

　その軌き道どうまで跳び上がり、迫る魔弾めがけて剣を振りおろした。

「はっ！」

　剣を突きたて、イスカは魔弾に飛び乗っていた。

　空中の足場として。

「なっっ!?」

　魔女の唇から漏もれたものは、悲鳴。

　人でなきモノになった時から欠落していた恐きよう怖ふという感情が、泡あわのように浮うかびあがる。帝国剣士が何を狙ねらっているのかを理解したからだ。

　届きうる──

　遥はるか夜空にうかぶ魔女に、帝国剣士イスカの剣の切っ先が届く術がある。

「小こ賢ざかしいっっ！」
















　三発目。続けざまに四発目。

　だがそれは初しよ弾だんと比べて小さく、速度も遅い。なぜなら『骸むくろの魔ま弾だん』は一撃必殺の秘ひ奥おう。二弾目は本来なら想定していない。

　……二発目以降は、しょせん残骸の残骸だ。

　……弾丸になる瓦礫も残り少なくて軽い。だから速度が出ない。

　だからこそ。

　一発に瓦礫を全消費すべきだったのだ。たとえ直撃を外しても、その余波だけで仕留められる威力に昇しよう華かさせるべきだった。

　鈍のろい。

　飛び乗った弾丸を宙で蹴けりつけ、さらに三発目の弾丸めがけて剣けんを突き下ろす。ビルの破片であった瓦礫に剣を刺さして固定。

　そして飛ひ翔しよう。

　四発目の魔弾を飛びこえて、空に浮かぶ魔女へ────

「ははっ、自ら星せい炎えんに焼かれに来たのね！」

　跳とび上がったイスカを見下ろして、ヴィソワーズが己おのれの手を突きだした。そこに灯ともる菫色ヴアイオレツトの輝かがやきが、一ひと際きわ強く夜空を照らす。

「さあ星炎よ────」

「解きはなて」

　炎ほのおと炎がぶつかって、消し飛んだ。

「……え？」

　最後に何が起きたのか。

　魔女は理解できなかっただろう。自分の放出した炎が、イスカの星剣から生じた星炎によって真正面から相そう殺さいされた瞬間を。

　白の星剣──

　黒の刃やいばで消しよう滅めつさせた星霊術を、イスカの命で解きはなつ。

「…………なん……てこと……を……」

　魔女ヴィソワーズが理解したのは。

　敗れたということ。

　星炎を打ち消され、秘奥である『骸の魔弾』を逆に足場として利用されたこと。

「我がヒュドラに盾たて突つくの。お前……本物の悪夢を見るわよ…………！　お前は知らない、あたしよりも怖い『怪物』の────」

　剣けん閃せん。




　──イスカの剣が、透すきとおった魔女の肉体を切り裂さいた。




　噴ふき上がる光の粒りゆう子し。

　血ではなく。

　魔女ヴィソワーズの肌はだから噴きだしたのは、水みず飛沫しぶきのような細かい粒子状の光。それは紛まぎれもなく星霊エネルギーの輝きだった。

「………………」

　落下していくヴィソワーズ。

　意識を失ったその魔女は、受け身を取ることもできないだろう。体勢を整えることもできずに岩がん盤ばんに叩たたきつけられる──

「燐」

「うるさい」

　土の巨人像ゴーレムがその身体からだを受けとめた。

　三メートルはあろう巨きよ体たいが手を伸のばし、落ちてきた魔女を片手で受けとめたのだ。

「お前に命令される気はない」

　明るい茶ちや髪ぱつの少女が、地上に落ちていくイスカを見上げて。

「私に気づいていたのは腹立たしいが……貴様らしいな帝国剣士。何度か肝きもを冷やしたが、結局このバケモノも最後は下すか」

「────────って、あ痛っ!?」

　どしん、と。

　二十メートル以上の高さから自由落下した衝撃で、イスカは石いし畳だたみに叩きつけられた。

　その横にぽつんと立っている土の巨人像ゴーレム。

「僕は!?　そこは僕も一いつ緒しよに受けとめてくれるところじゃないのか！　てっきり巨人像ゴーレムが手を伸ばしてくれると思ったんだけど！」

「ちっ。生きてたか」

「……いや。舌打ちされても」

「勘かん違ちがいするな。お前とアリス様が敵である以上、貴様に義理立てする理由はない。……あと、これが優やさしく受けとめたように見えるか？」

　巨人像ゴーレムが抱かかえる魔女ヴィソワーズ。

　否いな──抱えてはいなかった。強大な腕わん力りよくでギリギリと締しめつけて、意識が戻った時にも絶対に逃のがさぬよう拘こう束そくしていた。

「受けとめて欲しかったか？」

「……やっぱりいいです」

「ふん」

　顔をしかめるアリスの従者。

　その視線の先で、星霊エネルギーを放出しきった魔女が、再び人間の少女の肉体に戻もどりつつあった。

　刺し客かくとして纏まとう衣服は燃えつきた。

　巨人像ゴーレムの腕うでに隠かくされた素す肌はだは、おそらく一糸まとわぬ裸ら身しんだろう。

「ヒュドラ家の異い端たん審しん問もん官かんヴィソワーズ。私の知るかぎり、重力の星霊を使うただの人間だった。……お前と戦ったバケモノの姿がいったい何なのか想像つかない。人間なのか、それとも正しよう真しん正しよう銘めいの怪かい物ぶつなのか」

「それ僕に教えていいの？」

「独り言だ。お前に聞かせたわけじゃない」

　ぷいっと少女がそっぽを向く。

「……噓うそは言っていない。私自身、見たものを信じられないでいる。喋しやべって自分に言い聞かせないと、自分の目を疑いたくなってしまう」

「その心配はないさ。この有様だから」

　跡あと形かたもなく粉ふん砕さいした路地。

　左右のコンクリート壁へきは粉々に割れ砕くだけて、骸の魔弾の余波を受けたビルは窓ガラスが一枚残らず割れ砕けている。

　ところどころ融ゆう解かいした瓦が礫れきは、星炎に炙あぶられた証あかしである。

「見解の相そう違いだな。欲ほしかった証も拠のが違ちがう」

　煮にえきらない表情の、燐。

「この女がヒュドラ家の総意によって動いていた、そうわかる証しよう拠こがあれば理想だった。バケモノだという証しよう拠こじゃない」

「それが欲しくて僕を見張っていた？」

「違う。私はあくまで、シスベル様の様子を観察せよとアリス様に命じられていただけだ。シスベル様の命を狙う輩やからがいる以上、帝てい国こく軍に任せっぱなしにはできない」

「……そっか。アリスらしい」

　微び苦く笑しようか溜ため息いきなのか。

　唇くちびるを伝ってこぼれた息の感情が、イスカ自身にもわからない。

「ネビュリス皇おう庁ちようの因いん縁ねんが複雑だっていうのは、僕も何となくわかったよ」

　姉アリスは妹シスベルを助けたい。

　一方の妹シスベルは、姉アリスが仮か面めん卿きようと裏で手を組んでいる可能性を疑っている。だからこそアリスも堂々と手を差しのべられないのだろう。

「とにかくだ────ん？　この粉は？」

　ふと燐が顔を上げた。

　頭に降りかかってくる細かい粒子。それを怪け訝げんそうに指先で摘つまんだ燐が、何かを感じたように背後にふり向いて、そして凍こおりついた。

　パラパラとこぼれる破は片へん。

　古ビルの根元から屋上にかけて、ぞっとするほど大きな亀き裂れつが生まれていたのだ。よく見れば、棟とう全体が斜ななめに傾かしいでいる。

「倒たおれる!?　ビルが倒とう壊かいするぞ燐、巨人像ゴーレムで支えろ！」

「ちょ、ちょっと待て！　急に言われても生成するのに時間がない！　お前こそ何とかしろ帝国剣士、こういうのは──」

「凍結とまれ」

　氷の蔓つるがからみつく。

　ビルの亀裂がたちまち氷ひよう塊かいによって塞ふさがれて埋うめられ、地面から突つきだした巨きよ大だいな氷ひよう壁へきが、倒れかけたビルを支えて固定。

　誰だれの術式なのか。この場にわからない者はいなかった。

「アリス様！」

　燐がさっと一礼。

　ビルの奥から走ってきた主あるじへ。

「見てくださいアリス様、この燐が、シスベル様への刺客を見事に拘束してみせました。この燐の活かつ躍やくです！」

「ウソだっ!?」

「……はぁ……っ……も、もう……い、いったい何が起きたのよ」

　艶つややかな金きん髪ぱつを大きくなびかせるアリス。

　よほど慌あわてて走ってきたのか、声も絶え絶えだ。

「刺客もそうだけど、さっきの爆ばく発はつもよ。……それにイスカ、どうしてキミがここにいるの。わたしの妹は？」

「僕の仲間が保護してる。ただ……」

　アリスが走ってきた方向から。

　多数の足音が立て続けに聞こえてくるのは、おそらく警務隊の応おう援えんか。

「見つかったら厄やつ介かいだからもう行くよ。魔女ソイツは任せたから」

「ま、待ちなさいイスカ！　魔女ソイツって……あなたヴィソワーズ!?」

　燐の巨人像ゴーレムが捕とらえた少女。

　ぐったりと力つきたその面おも影かげに、アリスが驚きよう愕がくで喉のどをふるわせた。

「この子、ヒュドラ家の一員よ。じゃあ女王おかあさまを襲しゆう撃げきした首しゆ謀ぼう者しやは……」

「そっちの内乱は僕には関係ない。そいつがシスベルを襲おそってきたから護衛として戦った。それだけだ」

「……ええ。そうだったわね」

　魔女ヴィソワーズを苦々しげにアリスが見つめる。

　その目が、大きくみひらかれた。

「待ってイスカ。わたし、大変なことに気づいたわ」

「え？」

「なんでこの子は裸はだかなの、これは見過ごせない問題よ！」

「そっち!?」

　ヴィソワーズが着ていた服は人相を隠すため。

　その服も何もかも星せい炎えんで燃え尽つきて、肉体も変わり果てた。そんな魔女ヴイソワーズの姿がアリスに想像できるわけがない。

「……やっぱり見過ごせない。いいことイスカ。キミに一つ言っておくわ」

　アリスが、意を決した表情でふり向いた。

「わたしが本気で脱ぬげば、ヴィソワーズこのこよりずっと凄すごいんだから！」

「何の本気!?」

「アリス様がご乱心!?」

　イスカと燐の声が仲良く重なった。

　肝かん心じんのアリスはというと、真っ赤な顔で息を荒あららげながら。

「だ、だって大事なことよ。キミの前で負けるのは嫌いやなの。それがどんなことだって……今のは、さすがにちょっと恥はずかしかったけど」

「……僕も聞いてて恥ずかしかった」

「も、もういいから！　キミはとっとと妹シスベルの護衛に戻りなさい！」

「呼びとめたのはそっちじゃん!?」

　敵の王女に怒ど鳴なられて。

　イスカは、警報の鳴りひびく路地裏に引き返した。










　　　Continued　『月と星と太陽のダンス』
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　ネビュリス王宮──

　夜空を衝つくように伸のびる「月の塔とう」。始祖の末まつ裔えいゾア家の官かん邸ていであり、ここに仕える者すべてが、ゾア家の思想に心しん酔すいした従者である。

　月の塔四階。

　四重の壁かべによってしきられた密室『月つき陰かげ』に立ちならぶ男女六人。そして六人の人間にまじって、床ゆかに寝ねそべる獣けものがいた。

　星せい獣じゆうカーバンクル。

　柘榴ざくろ色の毛皮をした狐きつねのようなこの生物は、本来なら星の奥深くに生息し、決して地表に現れない。そして人間が飼い慣らせるものでもない。

　と、言われている。

「よしよし。いい子だね。よく臭においを嗅かぎつけてくれた。なるほど……女王の間の爆発は、どうやらヒュドラ家で間ま違ちがいないようだねぇ」

　ゾア家擁ようする『獣使い』だけは、その例外。

　ここに星獣を飼い慣らす老ろう婆ばがいることは、女王ネビュリス８世さえも知らないゾア家の秘密事じ項こうだ。

　──星獣カーバンクルは、星せい霊れいエネルギーの臭いを追つい跡せきする。

　警察犬と同じ。

　そしてこの星獣は、数日前に起きた女王暗殺計画の犯人を既すでに嗅ぎつけている。

「坊ぼうや。お前、珍めずらしくヘマをしたねぇ。女王暗殺の容疑者にされるなんて」

「ふっ、これは手厳しいですな大おお婆ばばさま」

　壁に寄りかかる仮面卿。

「あの場では素す直なおに首輪をつけられる方が楽しいと思った。それだけです。星コ獣レがいれば真犯人などすぐに割れる。もっとも予想はできましたが」




〝タリスマン卿きよう、それではゾア家への対応はいかがすると？〟

〝この一大事だ、私が担当いたしましょう。ゾア家への聴ちよう取しゆを行います〟




　ヒュドラ家当主「波は濤とう」のタリスマン──

　あの日ひ和より見みは、いつもならルゥ家とゾア家の中立の立場。それが強く出てきた時点で、仮面卿は今回の全容を見破っていた。

「ヒュドラ家が出てきましたな。百年近く水面下に潜もぐっていた派は閥ばつが、ここで女王聖別儀礼コンクラーヴエに名乗りを上げたわけです」

　語りかける。

　それは、六人の中央に立つ車くるま椅い子すの老人に向けてのものだ。

　ゾア家当主「罪」のグロウリィ。

　──極きわめて特とく殊しゆな逆襲カウンター型の星霊保持者。

　齢よわい七十を過ぎ、かつての帝国軍との負傷によって両足はもう動かない。だがその眼光は、今も生気に満ちている。

「諸君、これは我々への挑ちよう戦せんか？」

　嗄しわがれた声がこだまする。

「我々は怒いかりを以もつて奮起し、沈ちん着ちやくを以て報復しよう。ミラベア・ルゥ・ネビュリス８世の退たい陣じん後、女王聖別儀礼コンクラーヴエの敵はあの三姉妹しまいと侮あなどっていた。ヒュドラ家が立候補してくることは考えてもいなかった」

「そのとおりです」

　仮面卿が続ける。

「ヒュドラの血は思いきった手を打ちました。女王暗殺の容疑を我々に押しつけることで、ゾア家われわれを女王聖別儀礼コンクラーヴエから脱だつ落らくさせる。非常に強きよう烈れつな、諸もろ刃はの策でした」

　自信があるのだろう。

　あの女王暗殺計画で失敗したとしてもなお勝てる、と。

「次の女王聖別儀礼コンクラーヴエ、間違いなく過去最大の激戦となるでしょう。女王の最有力候補者がルゥ家の第二王女アリスリーゼであるのは疑いない。しかしヒュドラ家の動き次し第だいでは、これは我々にとっても好機となります」

　仮面卿が手を差しだす。

　その手が撫なでるのは、小こ柄がらな少女の黒くろ髪かみだった。

「そうだねキッシング」

「…………」

　棘とげの純血種キッシング・ゾア・ネビュリス──

　お人形のようなドレスで着き飾かざった少女は、かつてイスカが相まみえた時と同じく眼帯で両目を閉とざしている。

「その眼帯も、そろそろ外してもらう時が来る」

「……いいの？」

「ああもちろんだ。思うぞんぶん力を使ってもらうよ」

　仮面の男の柔やわらかな声。

「帝てい国こくを滅ほろぼす前に。必要によっては星と太陽を浄じよう化かしよう。月の輝かがやく時代だ」
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　そして夜が明けていく。




　もう四十年になる。

　皇く庁にの変わらぬ景観。ここ中央州の整然とした街並みが朝焼けに染まる刻ときを、ミラベア・ルゥ・ネビュリス８世は見続けてきた。

　ネビュリス王宮「女王の間」──

　夜のうちに冷えきった室内は、息が白く濁にごるほどではないが、王衣ドレスだけでは肌はだ寒ざむい。

「……あの頃ころはそんなこともなかったけれど」

　寒さで粟あわ立だってしまう自分の肌。

　それが衰おとろえであることは知っている。そして想像もしたことがなかった。

　自分ミラベアがまだ十代前半であった時。

　あの頃は何も怖こわくなかった。少女として、戦場を往ゆく星霊使いとして絶頂の最さ中なかにあり、ただただ祖国のために戦っていた。

　唯ゆい一いつ、その例外があるとすれば──




〝ミラ。お前は女王にそぐわない〟

〝なぜですサリンジャー。なぜ……そんなことを言うためにここに来たのですか！〟

〝お前は虚うつけだ。冷れい酷こくになりきれない。魔女になりきれない〟




「……いえ。やめましょう」

　もう三十年前のこと。

　自分はもう少女ではなく母になった。そして女王だ。

　あの日、女王の間で──

　魔ま人じんサリンジャーと交かわした言葉。くり広げた死し闘とうを思いだすのは、やめよう。

　今はただ。

　女王として二つのことに集中せねば。

　一、帝国軍との交戦。これは今までの方針と変わらない。

　二、アリスリーゼ女王の戴たい冠かんという結果で女王聖別儀礼コンクラーヴエに勝利する。

　後者は、誰だれにも告げたことはない。

　だが強く決めていることだ。

「ごめんなさいイリーティア。それにシスベル。あなたたちが優ゆう秀しゆうなのは私がよく知っている。でも女王の資質とは嚙かみあわない……」

　女王は強くなければならない。

　帝国軍の刺し客かくが迫せまった時に自衛できる強さがいる。それを満たす星霊使いが、三姉妹ではアリスリーゼだけなのだ。

　長女イリーテイアも三女シスベルも、戦せん闘とう向きの星霊ではない。

　特に長女イリーテイアの星霊は「最弱」だ。弱いどころか役に立たないと王宮で堂々と噂うわさされている。

「でも大だい丈じよう夫ぶ。あなたたちは立派な淑しゆく女じよよ。女王補ほ佐さ官としてアリスを支えてあげてほしいの……」

　そのためにも邪じや魔ま者ものは排はい除じよする。

　女王の間で暴力政変クーデターを謀はかった者たちを見つけだし、王家から排はい斥せきせねば。

「…………」

　カラ、

　カラン、

　ネビュリス８世が立つ広間のそこかしこで、礫つぶてが跳はねる音がこだまする。今しがたではない。一晩中、この音は響ひびきわたっていた。

　再生する壁。

　この城は、百年前に星霊の力で造られた『星の要よう塞さい』である。壁には微び細さいな星霊たちが生息し、星霊エネルギーが満ちれば自然に瑕きずを修復する。

「でもこれで、爆ばく発はつの痕こん跡せきも消えてしまう」

　犯人はこれを知っていた。自然修復されることで犯人の手口や爆ばく弾だんの種類もわからなくなってしまう。

　……アリスの報告。娘シスベルを狙ねらったのはヴィソワーズ。

　……ならば私を狙った襲しゆう撃げきの首しゆ謀ぼう者しやは、ヒュドラの血？

　だが証しよう拠こは間もなく消えるだろう。

　皮肉にも、この部屋の完全再生によって消えてしまうのだ。

「シスベル、だからこそ貴女あなたが必要なのです。必ず、無事に戻もどってきなさい」

　第三王女シスベルの帰き還かん。

　それがネビュリス女王にとっての「勝利条件」。そしてじきに叶かなう。

「次の女王聖別儀礼コンクラーヴエも────」
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「『星ルウ』の勝利──と、女王は確信しているだろうね」

「あの子シスベルが戻りさえすれば？」

「そう。その話をしたかったんだ。ちょうどいい時に来てくれた」

　椅い子すに深く腰こしかける。

　陶とう磁じ器きの珈琲コーヒーカップをまるで「乾かん杯ぱい」のように持ち上げて、筋きん骨こつ逞たくましい壮そう年ねんの男が朗ほがらかに声を上げた。

　ヒュドラ家当主『波は濤とう』のタリスマン。

　まぶしい朝あさ陽ひのさすテラスで、純白といういかにも格式高いスーツを見事に着こなしてみせる。彫ほりの深い目鼻立ちに形のいい眉び目もく、鈍にぶい銀ぎん髪ぱつを清潔にまとめた姿は、齢四十にしてますます男の色いろ香かに満ちている。

　だが。

　その男の色香さえ、「太たい陽ようの塔とう」のテラスに現れた彼女の前には霞かすんでしまう。

「おはようイリーティア君」

「おはようございますタリスマン卿きよう。朝のお茶会にお招きいただき光栄ですわ」

　第一王女イリーティアの微笑ほほえみ。

　朝陽を浴びてきらきらと輝く翡翠色エメラルドの髪かみは、どんな宝石にもない艶なまめかしさだ。

　透すけるような肌は真しん珠じゆ色。大きく開けた胸むな元もとからは、豊かに成熟した深い谷間が惜おしげもなく覗のぞいている。

「紅茶かな。それともまだ水しか飲めない？」

「では白さ湯ゆをお願いしますわ」

「わかった。それではとびきりの水を、霊れい峰ほうディアナの雪解け水を用意しよう。……君、そのように」

　タリスマンの後ろに控ひかえた従者が、一礼。

　従者が去っていくその後で。

「──そういえば」

　優ゆう雅がに腰かけるイリーティア。

　スーツを着た紳しん士しの対面で。

「昨晩、第八州リースバーテンでお祭りがあったと聞きました。タリスマン卿の、例の？」

「あの子は失敗したようだよ」

　コーヒーカップに口をつける当主。

　緊きん張ちようや怒いかりを誤ご魔ま化かすための仕草ではない。食後のコーヒーを楽しむためだけの会話に過ぎないと、その落ち着きはらった声こわ音ねが伝えてくる。

「君の妹はずいぶんと優秀な護衛を持っているようだ。まさかヴィソワーズが返り討うちになるとは思わなかった。少々手痛い」

「優秀な護衛？　あら、それは私も初耳ですわ」

　運ばれてきたカップを受けとるイリーティアが、きょとんと瞬まばたき。

　聡そう明めいで知られるこの王女には珍めずらしい反応だ。

「さてどうしようね。ヴィソワーズをどうする？　あの子の身体からだを調べられると、色々と出てくるものがある」

「知らんぷりをオススメしますわ」

「ほう？」

「彼女の肉体に触ふれたところで『帝国の被ひ検けん体Viヴアイ』という情報には至りません。それより彼女を擁よう護ごすれば女王に怪あやしまれますわ。ああ、あとゾア家にも」

　白湯で唇くちびるを湿しめらせる。

　ふぅと吐はきだす吐と息いきさえ艶めかしく、ルゥ家の長女は言葉を続けた。

「ゾア家は執しゆう念ねん深い者が揃そろっています。もしかしたら私も、そろそろ仮か面めん卿きように怪しまれているかしら。ああ怖こわい」

「それが君の遣やり口だろう。宿命だよ」

　コーヒーカップを皿へ。

　スーツ姿の紳士が足を組む。そして姿勢をわずかに前のめりに。

「八方美人という言葉がある。誰に対しても愛あい嬌きようを振ふる舞まうことで、逆に誰からも信用されなくなると」

「存じてますわ」

「君はいくつかな」

「三つです」

　見み目め麗うるわしい淑女が、こちらもティーカップをテーブルへ。

「帝てい国こくとゾアとヒュドラ。そうね、割合でいうなら四と一と五くらいかしら」

「…………」

「何か？」

「そういう剛ごう胆たんさが君らしい」

　ふっ、と当主タリスマンがこぼす失しつ笑しよう。

「ちなみにルゥ家はそこに──」

「あら嫌いやですわ卿ってば。いま申しあげたとおりですのに」

　楽しそうに。

　実に楽しげに、上気した頰ほおに手をあてて微び笑しようする魔ま性しようの美女。

「ところで卿が気にかけていらっしゃった件。妹シスベルのことですが」

　イリーティアの微笑に変化はない。

　妹の名を平然と口にして。

「私にとってもタリスマン卿にとっても、妹シスベルがここに戻ってくれば少し面めん倒どうなことになるでしょう」

「そうだね。特に女王の間での──」

「私が、妹あのこの首に手た綱づなをつけようと思います。お任せいただけますか？」

「君が？」

　タリスマンが片目を細める。

　ヒュドラ家当主にとっても意外だ。ここまで舞ぶ台たいの裏方に徹てつしてきた第一王女が、らしからぬ大だい胆たんなことを言ってきた。

「あの子のこと、一番よく知っていますから」

　豊満な胸に手をあてる。

　慈じ愛あいを感じさせる穏おだやかなまなざしで。

「ねえ卿。あの子には立派な護衛がいます。ヴィソワーズを倒たおした護衛。それを前提で、あの子をもっとも絶望させる遣り口、おわかりになりますか」

「その護衛を先に始末する？　しかしこれは常じよう套とうすぎるか」

「仰おつしやるとおり」

「では？」

「その護衛を妹から奪いとってしまうこと」

　小声で。目の前のタリスマンにも明めい瞭りようではないほどの微かすかな小声で。

「イスカ……元使徒聖イスカね。会ってみたいわ」

「イスカ？」

「ああいえ、独り言ですわ。楽しくなるとつい独り言が増えてしまう癖くせなので」

「護衛を奪うばう？　たとえば金で？」

「手段はこれから。それを考えるのも楽しいし、私の玩も具のにできたら素す敵てきかなって。……あらやだ。言い過ぎたかしら」

　恥はじらうように照れ笑い。

　その気さくな微笑だけで世の男はもちろん、幼い少女さえ虜とりこにしてしまうだろう。それだけの美び貌ぼうがこの王女にはある。

「だってずるいですわ。母と次女アリスには強い星せい霊れいがある。三女シスベルも良い星霊に恵めぐまれて、そのうえ強い護衛ができたなんて。なのに、私だけが何も持ってない」

「おやおや。それは姉としての対たい抗こう心かな」

「人の世を楽しむ秘コ訣ツですわ。妬ねたみも怒りも渇かつ望ぼうも、どんな激情も胸に抱かかえて生きたいのです。私は、私自身を楽しませたい」

　余よ裕ゆうで応じる当主タリスマン。

　そんな彼に、翡翠色エメラルドの髪の美女はくすりと唇の端はしを吊つり上げた。




「魔ま女じよって、そういうものでしょう？」










　　　Epilogue　『魔女の冠かんむり』
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　ネビュリス皇おう庁ちよう、第八州リースバーテン。

　早朝の冷たい空気のなか息を切らせつつ、ミスミスは人波をかき分けるように大通りを走っていた。

　静まりかえっていた昨日の通りとは一転、道行く者の数は多い。

　しかし一いつ般ぱん人ではなく、多くが新聞記者や取材者レポーターだ。

「はぁ、ぁ……はぁ……っ！　ほら早く早く、ジン君も音ネ々ネちゃんもおいでってば！」

「ねー隊長。そんな走ると転んじゃうよ」

「どうせ間に合わねぇよ。魔女アイツを乗せた輸送車だろ。とっくに出発したに決まってる」

　歩道をのんびり歩くのは音々とジン。

　音々は朝食用のパンをかじりながら、そしてジンは手に情報誌ゴシツプを握にぎりしめて。

「『第八州リースバーテンで原因不明の爆ばく発はつ事故。中央州での暴力政変クーデターと関連性が？』……だそうだ。当たり前だが肝かん心じんなことは何も書いちゃいねえし」

　魔女ヴィソワーズという怪かい物ぶつ──

　ジンや音々、ミスミス隊長が目もく撃げきした「人ならざるモノ」は一いつ切さい触れられていない。

　情報を摑つかんでいないのか、あるいは情報規制によるものか。




〝帝国軍あなたがたが純血種と呼ぶ類たぐいではありません〟

〝ネビュリスの直系から遠い血筋の子を、ヒュドラ家が養女として迎むかえ入れたのです〟




　昨夜、シスベルはそう言った。

「血筋うんぬんはどうであれ、魔女アイツはネビュリス王家に関係がある。そんな奴やつが、俺らの護衛対象を狙ねらってきたか」

「ジ、ジン兄ちゃん、聞こえたらまずいよ!?」

「名前を出さなきゃ問題ねぇよ。見ろ、どのみち警務隊も俺なんか目もくれてない」

　人々が向かう先は、爆発のあった路地だ。

　イスカと魔女ヴィソワーズが死し闘とうをくり広げた地に、巨きよ大だいな陥没クレーターができているというのが一大事件として報じられている。

「そういう意味じゃ盲もう点てんだな。この夜明けに、魔女アイツを連行する輸送車が出発するっていうのは。俺らがそれを見届けたところで何もならねぇが」

「で、でも……ジン君は心配にならないの!?　あんな怖こわい怪物だよ、輸送車から逃にげだしてまた襲おそってきたりして……」

　見届けたい。

　せめて車が無事に走りだすまでは確かく認にんしたい。ミスミスとしても、あの魔女を見てしまった以上は気がかりで仕方ないのだ。

「イスカが一足先に行ってるだろうが」

「だ、だからアタシたちも行くの！　アタシが隊長なんだからしっかりと──」

　前を見ないで直進。

　そんなミスミスの目の前に、奥の十字路から出てきた歩行者が。

「あ、隊長ダメ、前に人が」

「え？…………っ、痛ぁっ!?」

　衝しよう突とつ事故。

　相手の肘ひじにちょうどミスミスの鼻先がぶつかって、悲鳴を上げながら後ろによろけた。

「あいたたっ……は、鼻が折れるかと思ったぁ……」

「おい小こ娘むすめ」

「ひ、ひゃいっ!?　そ、そうでした。ごめんなさい！」

　ギロリと睨にらみつけられ、大おお慌あわてで相手を見上げる。

　小娘──外見でそう判断したであろう男は、小こ柄がらで童顔なミスミスとは正反対に、際きわだつ長身と体格の美び丈じよう夫ふだった。

　やや堅かためな髪かみ質しつの白しろ髪かみに、凜り々りしく彫ほりの深い白はく皙せきの面おも立だち。

　雑誌の一流モデルの撮さつ影えい現場？

　ミスミスがそう錯さつ覚かくしたのは、その男が、隆りゆう々りゆうと鍛きたえ上げた上半身に厚地のコート一枚という姿であったからだ。

「…………ちっ」

　その美丈夫が白々しく舌打ち。

「小娘、お前の目はガラス玉か？」

「ごめんなさいー──────っ!?　ア、アタシ貧びん乏ぼうなのでお金は勘かん弁べんしてくださいっ。かわりに焼き肉割引チケットあげます！　どうかこれで許して……あ、これ帝国のお店だったっけ」

「隊ボ長ス、なに一人でボケてんだ。もう行ったぞ」

「あ、あれ？」

　きょとんとミスミスが瞬まばたき。

　顔を上げた先にその男はおらず、既すでに交差点を渡わたって遠ざかった後だった。

「焼き肉チケットいらないのかな。珍めずらしい人だね……」

「珍ちん獣じゆうとぶつかって気味悪くて逃げたんだろ。正しい判断だ。俺でもそうする」

「ジン君どっちの味方!?」

「ねー隊長」

　頰ほおを膨ふくらませる女隊長の肩かたを突つついて、肩をすくめたのは音々だった。

「急がないと間に合わないよ。イスカ兄も先に行っちゃってるんだし」
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　第八州リースバーテン南西部、都市郊こう外がい──

　繁はん華か街がいのビル群から離はなれ、古い家屋が建ちならぶ街区にある警務隊本部は、早朝から隊員が整列していた。

　彼らが見つめる先は、一台の大型護送車。

　器物損そん壊かい、傷害罪の現行犯であるヴィソワーズを収容し、これから中央州へと連行する車である。

「アリス様、車の手配が済みました」

「…………」

「アリス様、ほら起きて。しっかりしてください」

「ふ、ふぁぁい……だ、だって昨日一晩中、わたしここの本部長の事情聴ちよう取しゆに付きあってたのよ。寝ねてないの」

　直立不動で目は閉じたまま。

　燐リンに揺ゆさぶられて、アリスは大きなアクビを嚙かみつぶした。

「納なつ得とくいかないわ。わたしに事情聴取だなんて理り不ふ尽じんよ。ヴィソワーズのことなら燐の方が詳くわしいのに」

「犯人ヴイソワーズを捕とらえたのがアリス様ですから、アリス様から話されるのが道理です」

「……もぉ」

　わかっている。アリスもそれは承知の上なのだ。

　シスベルを襲った犯人を返り討うちにしたのはイスカ。しかしアリスは、妹シスベルが帝てい国こく部隊を雇やとっていることは『知らんぷり』に徹てつしたい。

　イスカの名は出せない。

　となれば誰だれがヴィソワーズを取り押さえた英えい雄ゆうか。あれほどの暴ぼう虐ぎやくを振ふるった怪物なのだから、アリスの手て柄がらとするのが一番都合がいい。

　……ルゥ家の株が上がるし。

　……女王おかあさまの命を狙う暴力政変クーデターへの牽けん制せいになるからって思ったけど。

　この睡すい魔まは問題だ。ぼーっと立ってるだけで瞼まぶたが閉じていく。

「アリス様、紅茶でも淹いれてきましょうか」

「そんなもので……ふぁぁ……この眠ねむ気けが収まるかしら…………すやぁ……」

「言いながら寝ないでください」

　燐の声が遠ざかっていく。

　隣となりで声をかけてくれるのはわかるのだが、もう頭がそれを声として認識できないのだ。何を喋しやべってるのかわからない。

「あ……こ…………シスベル……さ…………」

「──────」

　シスベルの名前はさすがに聞き取れた。

　でもだめだ。それ以外の言葉がちっとも聞こえない。

　燐が何を言っても────

「あ、帝国剣けん士し」

「どこどこどこ!?　イスカ！　イスカがいるのね、どこにいるのっ!?」

　眠気が吹ふき飛んだ。

　頭がさっと晴れわたり、鉛なまりのように重かった身体からだも羽毛のように軽くなる。

「燐、イスカは？」

「噓うそですよ」

「…………………………」

「アリス様、強敵との戦いを望まれる姿には賛同いたします。ただその、あまり申しあげたくはないのですが、もうちょっと慎つつしみ深く」

　はたと我に返る。

　自分たちの周りにいる警務隊も、突とつ然ぜんにアリスが大声で叫さけんだから何事かと注目してきている状じよう況きようだ。

「……車に乗るわ」

「はい」

　敷しき地ちの後方に停とまっている王族専用車キヤデラツク・ワンへ。

　目的はヴィソワーズの監かん視し。アリスはこれに乗りこんで、大型護送車が中央州に着くまで同行する。

　……どのみち王宮には戻もどらなきゃいけないし。

　……シスベルより一足先に帰き還かんするだけの話ね。

　けれど、普ふ段だんと異なることがある。

　ここに燐は同席しない。

「アリス様、くれぐれもご注意ください。あの車に乗っているヴィソワーズは、アリス様の知っている女ではありません。比ひ喩ゆではなくバケモノです」

「…………」

「帝国兵と戦っている時の姿は、完全な人外でした」

「イスカが手を焼いたのは知ってるわ」

　始祖ネビュリス、魔ま人じんサリンジャーとも戦ったイスカが苦戦を強しいられた。それだけで十分すぎる脅きよう威いとわかる。

「脱だつ走そうしたら全力で攻こう撃げきするわ。相手が帝国兵のつもりでね」

「ヒュドラ家にも、同じお気持ちでお願いします」

「……そのつもりよ」

　ヴィソワーズ擁ようするヒュドラ家。

　女王暗殺事件において、今もっとも『黒』に近い存在だ。

「今回の暴力政変クーデターで痛感したわ。女王おかあさまはわたしが付きっきりで守ることにする。だからその間、あなたに妹シスベルを任せるから」

　車に乗りこむ。

　全開の窓から従者を手招きし、その耳元でアリスは小さく囁ささやいた。

「燐、よく聞いて」

「はい」

「妹あのこがイスカに迫せまったら止めなさい。わたしへの報告も忘れずに」

「見張るのそっちですか!?」

「どっちも本気よ」

　シスベルの身を本気で案じているし。

　自分の好イ敵ス手カを取られないよう本気で注視しているのも、アリスの本音なのだ。

　……本当に変てこな葛藤ジレンマね。

　……でもいいわ。シスベルの護衛が終わればその心配もなくなるし。

　シスベルが中央州へ帰還するまでだ。

　そうすればイスカと妹シスベルを繫つなぎとめるものはなくなるだろう。

「じゃあね燐。王宮で」

「はいアリス様」

　王族専用車キヤデラツク・ワンの窓が閉まっていく。

　深々とお辞じ儀ぎする従者。その姿をじっと見つめるあまり、アリスは気づかなかった。

　動きだした王族専用車キヤデラツク・ワンの後方。

　敷地の外に、今まさに二人組の少年少女がやってきていたことに。
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「ちょうどですわ。見てくださいイスカ」

　警務隊に囲まれた大型護送車が動きだした。

　後ろに五台もの装そう甲こう車が連なっているのは、収容した犯罪者がそれだけ危険という認にん識しきの表れだろう。

「ヴィソワーズを乗せた車だと思います。わたくしの見込みどおり、夜明けを待って出発しましたわね」

「本当だ。乗りこむところは見えなかったけど……大だい丈じよう夫ぶ？」

「問題ありません」

　変装したシスベルが、ビルの陰かげから護送車をじっと見守りながら。

「彼女が脱走していないことが確認できました。あとはルゥ家の異い端たん審しん問もん官かんに任せますし、わたくしだって、あの刺し客かくに気を取られてばかりいられません」

　イスカの袖そでをぎゅっと摑つかんで離さない。

　その指先がふるえているのは、昨晩の恐きよう怖ふがこびりついているせいだろう。

　……彼女シスベル本人を狙ねらう刺客がやってきたんだ。当然か。

　……しかもそれが、あんな人外の怪かい物ぶつだった。

　二体目がいる可能性。

　息を潜ひそめ、中央州に向かう備えを急がなくてはなるまい。

「わたくしが城に帰還すれば片が付きます。女王を狙った犯人も、灯ともしびの星せい霊れいであぶり出すことができますから……」

「従者からの返事待ち、だろ？」

「はい。今日中にはシュヴァルツが女王と話ができますわ。安全に中央州に向かう案もおのずと見えてくるはずです」

　シスベルが指さしたのは帰り道。

　──もう退ひきましょう。警務隊に見つからぬうちに。

　その意をくみ取って踵きびすを返す。イスカの袖を摑んで離はなさないシスベルも一いつ緒しよにだ。

「……イスカ」

「ん？」

「あの女ヴイソワーズは手て強ごわかったですか。帝国の使徒聖としてどう感じましたか」

「元、だよ」

「拘こだわるのですね。では元使徒聖として」

「……あの破は壊かいの痕あとは見ただろ。もう一度やって勝てる保証は僕にもない」

　もっとも、それは純血種全ぜん般ぱんに言えることだ。

　始祖の末まつ裔えいをやすやすと倒たおせるのなら、帝国と皇おう庁ちようとの戦いは百年間も続いていない。

「でも強さじゃないんだ」

「え？」

「星霊術には相あい性しようがある。単純に強さを比べられるものじゃなくて──」

　相性もあるだろうが。

　棘とげの純血種キッシングなら、あの『骸むくろの魔ま弾だん』さえ消去できるに違ちがいない。

　アリスも『氷花』で対応できるだろう。

　だが。

　イスカが昨晩に触ふれた重圧は、そうした優ゆう劣れつの概がい念ねんを越こえた「何か」だった。

「強さじゃない部分が不気味だった。違い和わ感かん、なのかな。僕が戦ってるのは何なんだって意識がずっと離れなかった」

　戦闘に集中できなかった。

　その経験はイスカにとって未み曾ぞ有うの領域だ。

「……それは恐怖と言えるものですか？」

「護衛にしちゃ弱気かな」

「…………いえ……」

　立ち止まって。

　そう暗に示すように、シスベルがイスカの手を握にぎった。

　ビルの陰。湿しめった空気を感じながら。

「昨晩に伝えたとおりです。わたくしは以前に、ヴィソワーズとは別の怪物を目もく撃げきしました。それを機に、王家が信用できなくなったのです」

「うん」

「その怪物はヴィソワーズよりも恐ろしかった……」

「……なんだって？」

「見た瞬しゆん間かんに直感しました。あれは人間ではないと」

　魔ま女じよの姫ひめが腕うでにしがみついてくる。

　昨日や一昨日とは違う。色気を誘さそうものではない。ただただ恐怖心に苛さいなまれた少女が、助けを求めて縋すがった末の行動だった。

「同じですよ。イスカ、わたくしもなのです。あの『漆しつ黒こくの怪物』を見てしまった晩から、今もふるえが止まらない……」

「────」

「恐おそれているのです。昨晩のヴィソワーズで終わりではない可能性。強さじゃないんです。強さというのなら始祖様を越えるものは歴史上いないと思います。だけど、そうじゃない……もっと悪質で歪ゆがんだ存在が…………」

　腰こしに抱だきつく少女。

　イスカの胸に顔をうずめて、第三王女シスベルは必死に嗚お咽えつをこらえていた。




〝本当の意味で『魔女』と呼ぶべき怪物が、どこかにいるのでは〟

〝そんな気がしてならないのです……〟




　邂かい逅こうまで、あと四日。

　王家でもっとも弱い純血種。

　その冠かんむりを戴いただく第一王女イリーティアと、黒くろ鋼がねの後こう継けいイスカのすれ違い──




　そしてイスカは、もっとも異質な「魔女」を知る。



















　　　あとがき







　姉妹しまい戦争の始まりと、楽園の混こん沌とんの始まり──




　さてさて。

『キミと僕の最後の戦場、あるいは世界が始まる聖戦』（キミ戦）第５巻、手にとってくださってありがとうございます！

　４巻で満を持して登場した第三王女シスベルが、運命の悪戯いたずらから姉のアリスと共演するお話です。

　そして今回のテーマは『知らんぷり』。

　イスカと三女シスベルの接せつ触しよくを知らないフリをしたいアリスと燐リンに、裏であれこれ画策している長女イリーテイアの思おも惑わくだったり。誰だれもが口にしたくても言えない秘密を抱かかえながら、自分の目的や野望に向けて動きはじめました。

　長女イリーティアも表に出てきて、次はいよいよ三姉妹が一堂に？

　その次巻ですが。


・イリーティア、接近する（イスカ的な意味で）

・アリスとシスベル、威い嚇かくする（イスカ的な意味で）

・三姉妹戦争、勃ぼつ発ぱつ



　こんな三段構成を考え中です。とはいえまだプロットなので、実際にどうなるかは６巻が出てからのお楽しみということで。




　ここでお知らせを。

　まずはメディアミックスから。

　雑誌ヤングアニマルにて、okama先生の作画で『キミ戦』コミカライズが連れん載さい中です。漫まん画が版ならではのアレンジが足されて、細さざ音ねも続きが毎回楽しみです。単行本になるのはもう少し先ですが、その際にはぜひお知らせさせて頂きますね。

　そして一つ嬉うれしいお知らせが。

　BookWalker主しゆ催さい『新作ラノベ総選挙２０１８』──

　全新作のなか『キミ戦』が堂々の第３位に選ばれました！

　主要ラノベレーベルの新作（何百という数）でトップ３入りは本当に嬉しくて、改めて、なんて幸せなシリーズだろうと思います。投票してくれた方、そして『キミ戦』をいつも読んでくださるすべての方々に、お礼を！

　さらに熱く盛り上げるので、これからも楽しんでもらえますように！

　なお、次の６巻は冬頃ごろかなと。

　いよいよ始まる三姉妹戦争（……かどうかもお楽しみに）。執しつ筆ぴつも順調なので、刊行が今から待ち遠しいです。




　そして『キミ戦』６巻の前に、もう一シリーズの刊行が先にありますので、こちらもご紹しよう介かいさせてください。

●ＭＦ文庫Ｊ

『なぜ僕の世界を誰も覚えていないのか？』

　最新５巻が、10月25日頃に刊行予定です。

　こちらはコミック１巻が早くも発売で、小説と漫画どちらも好調です。

『キミ戦』が『新作ラノベ総選挙』で大反はん響きようをもらうことができたので、こちらも負けない面おも白しろさで頑がん張ばりたいです。ぜひチェックしてみてくださいね！




　最後に、お礼を。

　イラストレーターの猫ねこ鍋なべ蒼あお先生。久しぶりのアリスのカバー、やっぱり可愛かわいくて最高に魅み力りよく的でした。ありがとうございます！

　そして担当編集Ｋさま。小説本編にドラマガ短編さらにはコミックまで、いつも原げん稿こうを丁てい寧ねいに読みこんでくださって本当に心強いです。今回もお世話になりました！

　剣けん士しイスカと魔ま女じよ姫ひめアリスの物語──

　皇庁側から最後の血統も参戦して、次巻はさらに賑にぎやかになっていく予定です。

　イスカと魔女三姉妹が織りなす駆かけ引きが、より巨きよ大だいな星の運命を引き寄せる第６巻、かなり力の入ったストーリーなので、ご期待くださいね！

　それでは、また。

　10月25日頃発売の『なぜ僕』５巻（ＭＦ文庫Ｊ）で。

　そして冬頃の『キミ戦』６巻で。

　願わくば、その両方でまたお会いできますように。





昼の雨音を聴ききながら　　細音啓けい



　https://twitter.com/sazanek　※ツイッターで刊行のお知らせなど随ずい時じしております。

















細音啓

●さざねけい



第18回ファンタジア大賞受賞。近作に『氷結鏡界のエデン』、『なぜ僕の世界を誰も覚えていないのか？』など。

『キミ戦』コミカライズが連載開始で毎月ワクワクしています。

今回は久しぶりにアリスが表紙で、それが意味するものは……すなわち姉妹戦争！　イスカを巡る（？）、華やかな騒乱の始まりです。


















カバー・口絵・本文イラスト／猫鍋蒼

カバーデザイン／草野剛










キミと僕ぼくの最さい後ごの戦せん場じよう、

あるいは世せ界かいが始はじまる聖せい戦せん５








細さざ音ね　啓けい
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